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令和４年壱岐市議会定例会12月会議 会議録目次 

審議期間日程    １ 

上程案件及び議決結果一覧    ２ 

一般質問通告者及び質問事項一覧    ５ 

 

第１日（１２月８日 木曜日） 

  議事日程表（第１号）    ７ 

  出席議員及び説明のために出席した者    ８ 

  再 開（開議）    ９ 

  会議録署名議員の指名    ９ 

  審議期間の決定    ９ 

  諸般の報告    ９ 

  行政報告   １０ 

  議案説明 

議案第５０号 壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部 

       改正について   １８ 

議案第５１号 壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部改正に 

       ついて   １８ 

議案第５２号 壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員 

       の採用等に関する条例の一部改正について   １９ 

議案第５３号 壱岐市税条例等の一部改正について   ２１ 

議案第５４号 壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定について   ２２ 

議案第５５号 壱岐市堆肥センター条例の一部改正について   ２３ 

議案第５６号 壱岐市消防本部等設置条例の一部改正について   ２４ 

議案第５７号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐出会いの村）   ２４ 

議案第５８号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市猿岩物産館） 

         ２４ 

議案第５９号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市営印通寺共同店 

       舗）   ２５ 

議案第６０号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市国民宿舎壱岐島 

       荘）   ２６ 

議案第６１号 訴えの提起について   ２６ 
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議案第６２号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）   ２７ 

議案第６３号 令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

         ３０ 

議案第６４号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

         ３０ 

議案第６５号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第２号）   ３１ 

議案第６６号 令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第２号） 

         ３１ 

議案第６７号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）   ３２ 

陳情第１号 大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の設置についての陳情 

        ３３ 

 

第２日（１２月１３日 火曜日） 

  議事日程表（第２号   ３５ 

    ３６ 

  議案に対する質疑 

議案第５０号 壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部 

       改正について   ３７ 

議案第５１号 壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部改正に 

       ついて   ３７ 

議案第５２号 壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員 

       の採用等に関する条例の一部改正について   ３７ 

議案第５３号 壱岐市税条例等の一部改正について   ３７ 

議案第５４号 壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定について   ３７ 

議案第５５号 壱岐市堆肥センター条例の一部改正について   ３７ 

議案第５６号 壱岐市消防本部等設置条例の一部改正について   ３７ 

議案第５７号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐出会いの村）   ３７ 

議案第５８号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市猿岩物産館） 

         ３７ 

議案第５９号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市営印通寺共同店 

       舗）   ３７ 

議案第６０号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市国民宿舎壱岐島 



- 3 - 

       荘）   ３７ 

議案第６１号 訴えの提起について   ３７ 

議案第６２号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）   ５８ 

議案第６３号 令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

         ５８ 

議案第６４号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

         ５８ 

議案第６５号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第２号）   ５８ 

議案第６６号 令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第２号） 

         ５８ 

議案第６７号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）   ５８ 

  委員会付託（議案）   ５８ 

  予算特別委員会の設置   ５８ 

陳情第１号 大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の設置についての陳情 

        ５９ 

  委員会付託（陳情）   ５９ 

  市長提出追加議案の審議（説明、質疑） 

議案第６８号 損害賠償の額の決定について   ５９ 

  委員会付託（議案）   ６０ 

  市長提出追加議案の審議（説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決） 

同意第６号 壱岐市副市長の選任について   ６０ 

 

第３日（１２月１４日 水曜日） 

  議事日程表（第３号）   ６３ 

  出席議員及び説明のために出席した者   ６３ 

  一般質問   ６４ 

    １１番 小金丸益明 議員   ６４ 

     ４番 山口 欽秀 議員   ７２ 

     ７番 植村 圭司 議員   ８５ 

     ９番 赤木 貴尚 議員   ９７ 

    １４番 市山  繁 議員  １０７ 
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第４日（１２月１５日 木曜日） 

  議事日程表（第４号）  １２１ 

  出席議員及び説明のために出席した者  １２１ 

  一般質問  １２２ 

     ３番 武原由里子 議員  １２２ 

    １０番 音嶋 正吾 議員  １３５ 

     ２番 樋口伊久磨 議員  １４５ 

     ８番 清水  修 議員  １５５ 

 

第５日（１２月２２日 木曜日） 

  議事日程表（第５号）  １６５ 

  出席議員及び説明のために出席した者  １６７ 

  議会改革特別委員会調査報告  １６８ 

  委員長報告、委員長に対する質疑  １６９ 

  議案に対する討論、採決 

議案第５０号 壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部 

       改正について  １７３ 

議案第５１号 壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部改正に 

       ついて  １７３ 

議案第５２号 壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員 

       の採用等に関する条例の一部改正について  １７４ 

議案第５３号 壱岐市税条例等の一部改正について  １７４ 

議案第５４号 壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定について  １７５ 

議案第５５号 壱岐市堆肥センター条例の一部改正について  １７５ 

議案第５６号 壱岐市消防本部等設置条例の一部改正について  １７５ 

議案第５７号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐出会いの村）  １７５ 

議案第５８号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市猿岩物産館） 

        １７５ 

議案第５９号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市営印通寺共同店 

       舗）  １７５ 

議案第６０号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市国民宿舎壱岐島 

       荘）  １７５ 
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議案第６１号 訴えの提起について  １７６ 

議案第６２号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）  １７７ 

議案第６３号 令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

        １７８ 

議案第６４号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

        １７８ 

議案第６５号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第２号）  １７８ 

議案第６６号 令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第２号） 

        １７８ 

議案第６７号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）  １７８ 

議案第６８号 損害賠償の額の決定について  １７８ 

認定第１号 令和３年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について  １７８ 

陳情第１号 大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の設置についての陳情 

       １８０ 

  市長提出追加議案の審議（説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決） 

同意第７号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第８号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第９号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１０号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１１号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１２号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１３号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１４号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１５号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１６号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１７号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１８号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第１９号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第２０号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第２１号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第２２号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第２３号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 
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同意第２４号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

同意第２５号 壱岐市農業委員会委員の任命について  １８１ 

  議員派遣の件  １８３ 

  委員会の閉会中の継続調査の申し出の件  １８３ 

  市長の挨拶  １８５ 

  議長の挨拶  １８６ 

  閉 会  １８６ 

資料 

    議員派遣の件  １８９ 

    委員会の閉会中の継続調査の申し出の件  １９０ 
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 令和４年壱岐市議会定例会12月会議を、次のとおり開催します。 

    令和４年12月１日 

                             壱岐市議会議長 豊坂 敏文 

１ 期 日  令和４年12月８日（木） 

２ 場 所  壱岐市議会議場（壱岐西部開発総合センター２Ｆ） 

────────────────────────────── 

令和４年壱岐市議会定例会12月会議 審議期間日程 

日次 月 日 曜日 会議の種類 摘       要 

１ １２月 ８日 木 本会議 

○再開      ○会議録署名議員の指名 

○審議期間の決定 ○諸般の報告 

○行政報告    ○議案の上程 

○議案説明 

２ １２月 ９日 金 

休 会 

○議案発言（質疑）通告書提出期限（正午） 

３ １２月１０日 土 
（閉庁日） 

４ １２月１１日 日 

５ １２月１２日 月  

６ １２月１３日 火 

本会議 

○議案審議（質疑、委員会付託） 

７ １２月１４日 水 ○一般質問 

８ １２月１５日 木 
○一般質問 

○予算発言（質疑）通告書提出期限（正午） 

９ １２月１６日 金 

休 会 

 

１０ １２月１７日 土 
（閉庁日） 

１１ １２月１８日 日 

１２ １２月１９日 月 

委員会 

○常任委員会 

１３ １２月２０日 火 
○予算特別委員会 

○決算特別委員会 

１４ １２月２１日 水 休 会 （議事整理日） 

１５ １２月２２日 木 本会議 

○議案審議（委員長報告、討論、採決） 

○追加議案審議（説明、質疑、委員会付託省

略、討論、採決） 

○閉会 
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令和４年壱岐市議会定例会12月会議 上程案件及び議決結果一覧（1/3） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

議案第50号 
壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第51号 
壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部
改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第52号 
壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期
付職員の採用等に関する条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第53号 壱岐市税条例等の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第54号 壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定について 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第55号 壱岐市堆肥センター条例の一部改正について 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第56号 壱岐市消防本部等設置条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第57号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐出会いの村）
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第58号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市猿岩物産
館） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第59号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市営印通寺
共同店舗） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第60号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市国民宿舎
壱岐島荘） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第61号 訴えの提起について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第62号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号） 
予算特別委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第63号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
３号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第64号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第65号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第66号 
令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第２
号） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第67号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号） 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

議案第68号 損害賠償の額の決定について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（１２／２２）

認定第１号 令和３年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について 
決算特別委員会 

認 定 
認 定 

（１２／２２）
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令和４年壱岐市議会定例会12月会議 上程案件及び議決結果一覧（2/3） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

陳情第１号 
大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の設置について
の陳情 

総務文教厚生常任委員会 

採 択 
採 択 

（１２／２２）

同意第６号 壱岐市副市長の選任について 省 略 
同 意 

（１２／１３）

同意第７号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第８号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第９号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第10号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第11号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第12号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第13号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第14号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第15号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第16号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第17号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第18号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第19号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第20号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第21号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第22号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第23号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

同意第24号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）
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令和４年壱岐市議会定例会12月会議 上程案件及び議決結果一覧（3/3） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

同意第25号 壱岐市農業委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（１２／２２）

 

令和４壱岐市議会定例会12月会議 上程及び議決件数 

市長提出 上程 可決 否決 撤回 継続 議員発議 上程 可決 否決 継続

条例制定、 
一部改正、廃止 

７ ７  
発議(条例制定) 
  (一部改正) 

  

予算 ６ ６  発議（意見書）   

その他 ２６ ２６  決議・その他   

報告    計   

決算認定 
(内、前回継続) 

1(1) 1(1)  
請願・陳情等 
 (内、前回継続)

１ １ 

計 ４０ ４０  計 １ １ 
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令和４年壱岐市議会定例会12月会議 一般質問一覧表 

月日 順序 議 員 氏 名 質  問  事  項 ページ

12
月
14
日
（
水
） 

１ 小金丸益明
下水道事業の現状について 

64～72
下水道事業の格差是正と加入促進について 

２ 山口 欽秀
市長の政治姿勢を問う 

72～85
漁業の課題について 

３ 植村 圭司

障がい者が暮らしやすい島に 

85～97高齢者の見守り対策について 

子育て政策について 

４ 赤木 貴尚 ＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷への対策について 97～107

５ 市山  繁

壱岐空港の整備に係る要望書提出について 

107～118
壱岐空港ターミナルビルの改築計画について 

壱岐空港ターミナルビルの買収について 

土地規制法の指定について 

12
月
15
日
（
木
） 

６ 武原由里子

不登校・ひきこもり支援体制の構築について 

122～134壱岐市の将来を見据えた保育行政のありかたについて 

高齢者や障害者の緊急通報システムについて 

７ 音嶋 正吾
壱岐市総孤独社会への対策 

135～145
壱岐市の潜力を活かした産業へのシフト転換 

８ 樋口伊久磨
スポーツ合宿による更なる交流人口拡大について 

145～154
中学校の部活動について 

９ 清水  修
出産・子育て応援交付金事業について 

155～164
水道事業の維持管理について 
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令和４年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 12 月 会 議 会 議 録（第１日） 

 

議事日程（第１号） 

                    令和４年12月８日 午前10時00分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
６番 山川 忠久 

７番 植村 圭司 

日程第２ 審議期間の決定 15日間 決定 

日程第３ 諸般の報告 議長 報告 

日程第４ 行政報告 市長 報告 

日程第５ 議案第50号 
壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正について 
総務部長 説明 

日程第６ 議案第51号 
壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関す

る条例の一部改正について 
総務部長 説明 

日程第７ 議案第52号 

壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について 

総務部長 説明 

日程第８ 議案第53号 壱岐市税条例等の一部改正について 市民部長 説明 

日程第９ 議案第54号 
壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定

について 
企画振興部長 説明 

日程第10 議案第55号 
壱岐市堆肥センター条例の一部改正につい

て 
農林水産部長 説明 

日程第11 議案第56号 
壱岐市消防本部等設置条例の一部改正につ

いて 
消防長 説明 

日程第12 議案第57号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐出会いの村） 
農林水産部長 説明 

日程第13 議案第58号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市猿岩物産館） 
農林水産部長 説明 

日程第14 議案第59号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市営印通寺共同店舗） 
企画振興部長 説明 

日程第15 議案第60号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市国民宿舎壱岐島荘） 
企画振興部長 説明 

日程第16 議案第61号 訴えの提起について 市民部長 説明 

日程第17 議案第62号 
令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９

号） 
財政課長 説明 

日程第18 議案第63号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号） 
保健環境部長 説明 
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日程第19 議案第64号 
令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第２号） 
保健環境部長 説明 

日程第20 議案第65号 
令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第２号） 
建設部長 説明 

日程第21 議案第66号 
令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補

正予算（第２号） 
農林水産部長 説明 

日程第22 議案第67号 
令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第３号） 
建設部長 説明 

日程第23 陳情第１号 
大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の

設置についての陳情 
資料のとおり 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 森  俊介君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 中原 正博君       ６番 山川 忠久君 

７番 植村 圭司君       ８番 清水  修君 

９番 赤木 貴尚君       10番 音嶋 正吾君 

11番 小金丸益明君       13番 中田 恭一君 

14番 市山  繁君       15番 土谷 勇二君 

16番 豊坂 敏文君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    山川 正信君   事務局次長 平本 善広君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 
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教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 

農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  総務課長  平田 英貴君 

財政課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告をいたします。壱岐新聞社ほか２名の方から、報道取材の

ため撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 ただいまから令和４年壱岐市議会定例会１２月会議を開きます。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 １２月会議の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、６番、山川忠久議員、７番、

植村圭司議員を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．審議期間の決定 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２、審議期間の決定を議題とします。 

 １２月会議の審議期間は、本日から１２月２２日までの１５日間とし、審議期間の日程につき

ましてはタブレットに配信のとおりにしたいと思います。これに御異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、１２月会議の審議期間は、本日から

１２月２２日までの１５日間と決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸般の報告 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 諸般の報告については、タブレットに配信のとおりでございます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第４．行政報告 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第４、行政報告を行います。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。行政報告を申し上げます。 

 本日ここに、令和４年壱岐市議会定例会１２月会議にあたり、９月会議以降、本日までの市政

の重要事項、及び今回補正予算に計上した主な内容等について御報告申し上げ、議員皆様の御理

解と御協力を賜りたいと存じます。 

 さて、令和３年度、本市の磯焼け対策事業に対し、多額の企業版ふるさと納税による御寄附を

賜りました株式会社ファウンテック代表取締役社長万谷正様が、このたび、その御功績に対し、

紺綬褒章を受章されました。 

 また、令和４年度全国優良経営体表彰において、本市から経営改善部門で勝本町の山本利夫様

が経営局長賞を受賞され、令和４年度ながさき農林業大賞において、農産部門で石田町の農事組

合法人石田東様が長崎県知事賞を、しまの農林業経営部門で石田町の松本則雄様、栄子様が運営

委員会長賞を受賞されました。 

 さらに、公益財団法人ソロプチミスト日本財団が地域密着型の奉仕活動を継続的に取り組む団

体等に贈る社会ボランティア賞において、１２年続けてごみ抑制活動に取り組んでこられた壱

岐・島おこし応援隊チーム防人様が受賞されました。 

 また、令和４年県民表彰において、本市から、社会福祉功労として保護司の山本富惠様が、産

業功労として芦辺土地改良区理事長の白川永利様が、勤労功労として鍛冶職人の山川良助様がそ

れぞれ受賞されました。 

 このたび、叙勲、表彰の栄に浴された皆様に対し、今日まで築かれた御功績に、深甚なる敬意

を表しますとともに、心からお慶びを申し上げます。 

 次に、去る１０月１２日に、長崎県並びに長崎県議会へ、壱岐市・壱岐市議会連名の単独要望

を行いました。大石知事をはじめ幹部職員、そして県議会では、中島廣義議長に御対応いただい

たところであります。 

 本市からは、鵜瀬和博県議会議員にも御同席いただき、１０項目の要望書を豊坂議長とともに

提出いたしました。 

 本年度の要望のうち、今回は、重点要望項目として、空港の整備等について、再生可能エネル

ギーの導入促進に向けた支援について及び磯焼け対策に関する支援の拡充についての３項目につ

いて御説明申し上げました。 

 また、昨年度要望の印通寺港施設整備について、本年度の新規事業として水深確保のための岸

壁改良と泊地浚渫の事業採択をいただいたことに対し、お礼を申し上げたところであります。 
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 大石知事からは、藻場の造成について、県としても積極的に推進しているところであり、壱岐

市でのより効果的な造成の方法について、市を含め地元の意見を伺いつつ、適切な方法を積極的

に検討していきたい旨の御回答を頂きました。 

 藻場は、海域において豊かな生態系を育む機能を有するほか、水産生物の生育にとって非常に

重要な役割を有しているため、水産資源の回復を図ることが、水産業を中心とした産業振興はも

とより、観光・商工業の振興やブルーカーボンによる地球温暖化対策にも寄与することから、今

後も積極的に取り組んでまいります。 

 次に、ふるさと納税については、毎年、壱岐市出身の皆様をはじめ本市を応援していただく全

国の方々から寄附をいただいており、本市の貴重な自主財源となっております。 

 本年度は、目標額を５億円として取り組んでおりますが、１０月末現在の実績は、６,５５０件、

１億９,２０３万円であり、前年同期と比較し、９,８０７万円の増、率にして２０４％となって

おります。このことから、本年度末の決算額を、目標額を上回る７億円と見込んでおり、今回、

歳入見込額に合わせ、返礼品に要する経費等、所要の予算を計上しております。 

 寄附額増加の主な要因としては、昨年度から高い専門知識を持つ事業者へふるさと納税の業務

を委託しており、新規事業者及び返礼品の数が大幅に増えていることに加え、壱岐市のふるさと

納税サイトを全面的にブラッシュアップしたこと、さらには楽天ふるさと納税サイトの内容を充

実させたこと等による成果と捉えております。 

 ふるさと納税は、例年、年間実績の６割以上が１１月と１２月に集中することから、これから

年末にかけて一層の情報発信を図り、さらなる寄附者の獲得につなげてまいります。 

 企業版ふるさと納税については、令和３年度に３件、１,５３０万円、本年度に１件、

１,０００万円の寄附を頂いており、本市の貴重な財源となっております。 

 今後、年度をまたがる事業に対する企業版ふるさと納税の申し入れがあった際に受入れが可能

となるよう、今回、壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定について、議案を提出しておりま

す。 

 次に、交流人口の拡大については、本市における観光客数を推計する上で参考となる九州郵船

とオリエンタルエアブリッジの本年１月から１０月末までの乗降客数累計は３９９,５６９人、

対前年比１３９.９％でありましたが、コロナ禍前の令和元年と比較いたしますと６４.７％にと

どまっております。 

 依然として厳しい状況にありますが、現在、本市独自の壱岐市プレミアム付き宿泊券発行事業

等の観光需要喚起対策を実施中であり、１１月末時点において、壱岐市プレミアム付き宿泊券発

行事業では５,２１２枚を販売し、ツアー造成支援事業では７,４６４人泊の送客見込みであり、

大きな効果を生み出していることに加え、１０月１１日から全国旅行支援が開始されたこと等に
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よって、徐々にではありますが本市への誘客も戻りつつあります。 

 また、県との連携による国境離島交付金を活用した誘客施策である「長崎しま旅滞在促進事

業」において、これまで対象地域が九州圏内となっておりましたが、対象地域が全国へ拡大され

たことにより、幅広い活用ができるようになりました。 

 このほか、コロナ禍の影響により中止となっていた個人旅行者が購入できる「わくわく乗船

券」の販売を再開したことに加え、１０月２９日から元寇にゆかりのある松浦市、対馬市との連

携事業である「３市周遊元寇スタンプラリー」を実施するなど、本市への誘客促進に努めており

ます。引き続き、感染状況を注視しながら、県及び関係機関と連携し、観光需要の早期回復を目

指してまいります。 

 また、スポーツ合宿について、シドニー五輪女子マラソン金メダリストの高橋尚子氏がアドバ

イザーを務めておられるスターツコーポレーション株式会社女子陸上競技部が１２月２６日から

１月１０日までの１６日間、本市で初めてとなる合宿を行っていただくこととなっており、

１０名の選手及び関係者皆様が来島予定であります。 

 合宿期間中には、３年ぶりの開催となる「壱岐の島新春マラソン大会」に一部御参加いただく

予定であり、ゲストランナーとしてお越しいただく川内優輝氏とともに、島の子どもたちへ一流

に学ぶ素晴らしい機会を提供いただけるものと考えております。 

 本市への事前視察の折に監督及びスタッフの皆様から、合宿地として高い評価を頂いており、

次年度以降も継続して本市を選定していただけるよう、引き続きスポーツ合宿誘致に努めてまい

ります。 

 次に、去る１０月１５日、３年ぶりに開催した壱岐ウルトラマラソン２０２２は、全国各地か

ら５９８名のエントリーをいただき、絶好のマラソン日和のもと、１００キロメートルに

３１９名、５０キロメートルに２１４名、総勢５３３名のランナーが出走され、事故もなく、

３９１名のランナーが完走されました。 

 ３年ぶり、また新型コロナウイルス感染症の予防対策を講じながらの開催で、選手皆様には御

不便をおかけしたところもありますが、沿道の暖かい御声援やスタッフ皆様のおもてなしの心に、

ランナーの皆様からたくさんのありがたいお言葉を頂いております。 

 また、本大会を献身的に支えていただいた消防団及び高校生をはじめとするボランティアの皆

様、選手皆様への御声援やコース周辺の交通規制等円滑な大会運営に御理解をいただいた市民皆

様、協賛及び大会運営に御協力いただいた事業所並びに各種団体の皆様をはじめ、今大会を支え

ていただいた全ての皆様に心からお礼と感謝を申し上げます。 

 次に、産業の振興については、まず、農業の振興について、本年度の水稲の作柄は、７月中旬

から８月中旬までの期間が平年と比べ日照不足で経過し、全もみ数が少なかったことから、長崎
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県全体では作況指数９７、壱岐市においては９４と平年を下回るとの発表がなされました。 

 等級成績は、早期米については、「コシヒカリ」のほとんどが２等でありましたが、高温耐性

のある「つや姫」は約８割が１等となっております。普通期米については、台風の影響や紋枯れ

病が発生したため品質低下となり、等級悪化が懸念されております。 

 葉たばこについては、収穫期全体を通して天候に恵まれ、順調な成熟過程で推移し、平均収量

は、１０アール当たり２９３キログラムと昨年を大きく上回りました。１０月３１日から１１月

２日にかけて行われた葉たばこ販売では、１キログラム当たりの代金は２,１３９円、１０アー

ル当たり代金６２万６,０００円の好成績で、昨年と比較すると約９万円高となりました。 

 畜産につきましては、第１２回全国和牛能力共進会が１０月６日から１０日までの５日間、鹿

児島県で開催されました。そのうち、種牛の部で第３区に長崎県代表牛として選考された田河地

区の田中満治様の「かの号」が３２席中８位に当たる優等賞８席という成績を収められました。 

 肉牛の部においては、柳田地区の山本満年様の牛が第６区で１５席中、総合４位に当たる優等

賞４席を受賞され、そのほか、壱岐市農協肥育センター様の牛が第７区で優等賞、柳田地区の山

本満年様の牛が出場した第８区で１等賞を受賞されております。 

 また、１１月１７日に佐世保食肉センターで開催された第１回長崎県産素牛３市場合同枝肉共

励会並びに１１月２１日に福岡食肉市場で開催された壱岐牛枝肉共励会において、いずれも山本

満年様がグランドチャンピオンを獲得されました。この共励会を通じて、肉用牛農家の生産意欲

の高揚と経営安定が図られることを期待するものであります。 

 肉用牛について、ＪＡ壱岐市肥育牛の販売実績は、１０月の枝肉単価が２,４１３円で前年同

月比４８円高の回復基調ではありますが、生産資材等の高騰を受け、厳しい経営状況になってお

ります。そのため、国・県の肥料価格高騰対策事業による肥料価格高騰分の一部支援に併せた壱

岐市独自の物価高騰対策を進めております。 

 このような中、１２月１日、２日に開催された子牛市では、平均価格が１０月市と比較し、

１頭当たり約８万２,０００円高の平均６５万９,０００円で、価格の下げ止まりが期待されます。

今後も、産地維持のため関係機関と連携を図り、肉用牛産地の基盤強化を図ってまいります。 

 農地・農業用施設等災害につきましては、本年発生した農地・農業用施設災害の国庫補助金交

付決定箇所の８０地区について、国の災害査定が終了し、今後早急に事務手続を進め、復旧に努

めてまいります。 

 次に、水産業につきましては、本年４月から１０月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨年同期

と比較しますと、漁獲量は１,３４８トンの２.５％減、漁獲高は１５億７,２００万円の

３３.３％増と漁獲量は減少しておりますが、漁獲高は増加しております。 

 春先から夏場にかけてケンサキイカ漁が好調であったことが増加の主な要因でありますが、他
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の魚種については、漁獲量も減少し、魚価についても新型コロナウイルス感染症の影響を受けて

低迷が続いており、漁業者の経営は依然として厳しい状況にあります。このような状況を踏まえ、

漁業用燃油対策事業を継続して実施し、漁業者の経営維持・存続を支援しております。 

 本年度の長崎県並びに長崎県議会への要望において、磯焼け対策を重点項目の１つとして、植

食性動物の駆除等に関する支援の拡充及び県において核藻場となる大規模な仕切り網による藻場

造成を要望し、クロマグロの漁獲制限についても沿岸漁業の漁獲枠の拡大、資源管理に伴う減収

補填措置の充実、放流支援の充実等、国への働きかけを要望したところであります。 

 依然として、本市水産業は大変厳しい状況が続いておりますが、今後も引き続き漁業者の皆様、

そして各漁協をはじめ関係機関との連携を図り、水産振興に積極的に取り組んでまいります。 

 次に、去る１１月９日、芦辺港ターミナル周辺整備検討委員会から、「芦辺港ターミナル周辺

整備に関する提言書」の提出をいただきました。本年６月以降、様々な課題解決と利用者の利便

性向上等について検討を重ね、提言書を取りまとめていただいたことに感謝申し上げます。 

 今後は、提言書に盛り込まれた整備計画案の実現に向けて、長崎県をはじめ関係機関等との協

議を進め、早期完成を目指してまいります。 

 なお、県事業の浮桟橋等整備が令和５年度末に完成予定となっており、同時期にターミナル、

駐車場等の再編整備を完了し、供用開始を図るため、ターミナルビル改修設計及びターミナル周

辺整備測量設計に係る経費について、今回、所要の予算を計上いたしております。 

 次に、大手保険代理店であり、保険業務のコールセンターを業務として壱岐市への進出が決定

した株式会社ＮＨＳ様と長崎県、そして本市の間で、去る１１月２日、長崎県庁において、立地

協定調印式を執り行いました。 

 現在、株式会社ＮＨＳにおかれては、令和５年２月の開所に向けて準備が進められており、雇

用の確保に向けた企業説明会も開催されています。オープニングスタッフとしては、定員間近に

なっている状況とお聞きしております。御興味のある方は電話でのお問い合わせ等にも対応され

ておりますのでお尋ねいただければと思います。 

 次に、へき地保育所のあり方についてでございます。 

 ９月２７日の市議会９月会議の折に御報告申し上げておりました民間事業者による認定こども

園施設整備事業の延期の申出により、へき地保育所のあり方について、方針の見直しを行いまし

た。 

 設置事業者である社会福祉法人北串会による、認定こども園の開園を１年延期し、令和６年

４月の開園とする決定を受けて、当初想定した保育の量の見込みと提供体制に変更が生じてまい

りました。 

 これまで申し上げました説明の中では、三島保育所を除くへき地保育所５園を令和６年３月末



- 15 - 

で閉園することといたしておりましたが、再度、壱岐市子ども・子育て会議へ意見を求め、その

意見結果を尊重し、方針の見直しを行うことといたしました。 

 方針内容の見直しについては、平成２６年の壱岐市子ども・子育て会議の答申を基本とし、令

和５年度末、令和６年３月末をもって、へき地保育所３園、渡良・沼津・初山を閉園し、令和

６年度末、令和７年３月末で、三島保育所を除くへき地保育所２園、柳田・志原の閉園を行うこ

とといたしました。 

 へき地保育所のあり方の見直しに伴い、去る１０月２５日から１１月２日にかけて保護者説明

会を開催し、保護者の皆様へ御説明申し上げ、御理解をお願いしたところであります。 

 今後は、へき地保育所の閉園に向けた手続を進めるとともに、保護者の皆様並びに子育て世帯

の皆様へ不安や混乱を招くことがないよう努めてまいります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症について、９月９日以降、長崎県における「全数把握」が見

直され、市町ごとの全感染者数の公表がなされておりませんでしたが、１１月１７日から、市町

ごとの発生状況を１週間分まとめて公表することとされました。これにより１１月２１日以降、

本市における１週間分の感染者数を毎週木曜日に公共告知放送及び市ホームページ等でお知らせ

しております。 

 本市においては、引き続き、壱岐振興局及び壱岐保健所と連携を図り、感染動向の把握に努め

ておりますが、これから年末にかけて人の流れが活発になり、また、季節性のインフルエンザと

の同時流行も懸念されています。 

 新型コロナウイルスもインフルエンザも対策方法は共通しておりますので、市民皆様には、会

話時のマスク着用、三密の回避、こまめな換気等、引き続き、基本的な感染防止対策の徹底をお

願いいたします。 

 また、新規感染者が増え始めており、この冬はインフルエンザとの同時流行が危惧されており

ます。このような中、国はオミクロン株対応２価ワクチンによる追加接種を、年内にも完了する

よう自治体へ求めています。 

 本市においては、接種を希望される方のワクチンは十分に確保できており、壱岐医師会の御協

力により接種体制も整えているところであります。市民皆様には、この冬の感染拡大に備え、自

分自身だけでなく周囲の方々を守る意味でも、ぜひワクチン接種を御検討いただき、早めの接種

をお願いいたします。 

 次に、教育についてでございますが、次代を担う壱岐っ子の県大会等での活躍についてでござ

います。 

 去る１０月２２日、２３日に佐世保市東部スポーツ広場で開催された長崎県中学校ソフトボー

ル競技新人大会で、勝本中学校女子ソフトボール部が優勝を果たし、昨年に続き２連覇を達成い
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たしました。 

 また、去る１１月２日に雲仙・小浜マラソンコースで開催された第７４回長崎県高校駅伝大会

女子の部で、壱岐高校が昨年の１３位から大きく順位を上げ、見事６位入賞を果たしました。 

 なお、同大会において、諫早高校が４年連続２８度目の優勝を飾り、同校の３区で、郷ノ浦中

学校出身の２年、野村夏希さんが区間賞を獲得、アンカーとなる第５区で、芦辺中学校出身の

３年、田中咲蘭さんが同じく区間賞の快走で、チームの連覇に大きく貢献しました。 

 本市並びに本市出身の子どもたちである壱岐っ子の活躍を大変うれしく思いますとともに、今

後、さらなる飛躍を期待しております。 

 次に、防災、消防・救急について、去る１０月２９日、長崎県と本市を含む県内３市、福岡県、

佐賀県の合同による原子力防災訓練が開催されました。本年度もコロナ禍により、島外への避難

を想定した広域避難訓練は実施できませんでしたが、昨年に引き続き、海上自衛隊艦船を利用し、

福岡県への広域避難を想定した訓練を実施いたしました。 

 また、スクリーニング等の医療訓練に代わり、ホールボディカウンタ搭載車を利用した内部被

ばくの測定訓練を実施し、初山地区においては、取り残された要支援者が避難を求めているとの

想定で、「コミュニティバスオレンジ号」を活用して、勝本町のかざはやまで避難させるという

訓練を実施いただいたところであります。 

 今後も実践的な訓練を一つひとつ積み重ねながら、成果と課題を十分に検証し、今後の防災対

策に活かしてまいりますので、市民皆様におかれましては、地域での防災への取組など、自助・

共助の強化を引き続きお願いいたします。 

 消防・救急については、長崎県営壱岐空港及びその周辺における消防救難活動については、長

崎県と本市が業務委託契約に基づき、消防職員を配置しておりましたが、県との協議の結果、令

和５年３月末をもって撤退することとなり、今後は、県営の職員による消防体制となります。こ

のことから、今回、壱岐市消防本部等設置条例の一部改正について、議案を提出しております。 

 これから年末年始にかけ、火気を取り扱う機会が増え、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時

期となりますので、市民皆様には、火の取扱いに十分御留意されますようお願いいたします。 

 次に、議案関係について御説明いたします。 

 本議会に提出した令和４年度補正予算の概要は、一般会計補正額４億７,０００万円、各特別

会計の補正総額４７６万３,０００円となり、本定例会に提出いたしました一般会計、各特別会

計の補正額の合計は４億７,４７６万３,０００円となります。 

 なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は２４６億５,５９８万２,０００円で、特別

会計については８５億９６８万９,０００円となっております。 

 本日提出いたしました案件の概要は、条例の制定・一部改正に係る案件７件、公の施設の指定
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管理者の指定に係る案件４件、その他の案件１件、予算案件６件であります。何とぞ慎重に御審

議をいただき、適正なる御決定を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、９月会議以降の市政の重要事項、また、政策等について申し述べましたが、

様々な行政課題に対し、今後も誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各

位並びに市民皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げ、行政報告といたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これで、行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第５０号～日程第２２．議案第６７号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第５、議案第５０号から日程第２２、議案第６７号まで、以上

１８件を一括議題といたします。 

 ただいま上程いたしました議案について、報告及び提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本日、上程いたしております報告並びに議案につきましては、関係部長

及び課長にさせますので、よろしくお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  皆様、おはようございます。 

 議案第５０号、議案第５１号、議案第５２号につきましては、提案理由等に共通するところが

ございますので、一括して御説明いたします。 

 今回、当該議案の提出に至りました経過といたしましては、本年８月８日に人事院より一般職

の国家公務員の給与等に関する勧告がなされました。 

 これを受けまして、１０月７日に閣議決定が行われまして、「人事院勧告どおりの改定を行う

ものとする。特別職の国家公務員の給与についても、一般職の改定趣旨に沿って取り扱うものと

する」とされ、一部を改正する法律は令和４年１１月１８日に公布されております。 

 地方公務員の給与改定についても国家公務員の取扱いを基本とし、また、市長、副市長、教育

長、市議会議員につきましても、国家公務員の特別職等の給与に関する取扱いの状況等を踏まえ、

これまで同様にその取扱いに準じて調整することになります。 

 なお、県内各市・町の情勢といたしましては、いずれも国・県に準じた取扱いとする方針であ

ります。 

 それでは、それぞれの議案の説明をいたしますが、本日提出議案の順番は、例規の体系順に基
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づき、条例制定番号の若い順番となっております。 

 まず最初に、議案第５０号壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

について御説明いたします。 

 壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり

定める。本日の提出でございます。 

 提案理由につきましては記載のとおり、経過につきましても冒頭説明したとおりでございます。 

 次のページをお開きください。 

 今回の改正は、市議会議員の期末手当の支給率についての改定、調整でありまして、年間支給

率を１００分の３３０にするものであります。現行の１００分の３２５に１００分の５を上乗せ

するものでございます。 

 第１条は、壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正しようとする

もののうち、公布の日から施行し、令和４年１２月１日から適用するものを規定しております。

つまり、令和４年度の適用分でございます。 

 改正内容は、市議会議員の期末手当の支給率を、現行の１２月期１００分の１６２.５を

１００分の１６７.５に改め、支給済みの６月期分１００分の１６２.５と合わせて年間１００分

の３３０とするものであります。現行より１００分の５の増加となります。 

 第２条は、令和５年４月１日から適用するものを規定しております。つまり、令和５年度の適

用分でございます。 

 改正内容は、市議会議員の期末手当の支給率について、６月期、１２月期をそれぞれ１００分

の１６５とし、年間計１００分の３３０に改正するものであります。 

 新旧対照表につきましては、議案関係資料１の１ページ及び２ページに載せております。 

 附則として、第１項は、ただいま説明いたしました施行日及び適用日について規定しておりま

す。 

 第２項は、第１条の適用を令和４年１２月１日に遡及適用することを規定しております。 

 第３項は、改正条例施行後における令和４年度分の期末手当の内払い及び差額支給について規

定しております。 

 以上、議案第５０号の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第５１号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部改正につい

て御説明いたします。 

 壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。

本日の提出でございます。 

 提案理由につきましては記載のとおり、経過につきましても冒頭説明したとおりでございます。 
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 次のページをお開きください。 

 今回の改正は、市長、副市長及び教育長の期末手当の支給率について改定調整でありまして、

年間支給率を１００分の３３０にするものであります。現行の１００分の３２５に１００分の

５を上乗せするものでございます。 

 第１条は、壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部を改正しようとするものの

うち、公布の日から施行し、令和４年１２月１日に遡及適用をすることを規定しております。つ

まり、令和４年度の適用分でございます。 

 改正内容は、市長、副市長、教育長の期末手当の支給率を、現行の１２月期１００分の

１６２.５を１００分の１６７.５に改め、支給済みの６月期１００分の１６２.５と合わせて、

年間１００分の３３０とするものでございます。 

 第２条は、令和５年４月１日から適用するものを規定しております。つまり、令和５年度の適

用分でございます。 

 改正内容は、市長、副市長、教育長の期末手当の支給率について、６月期、１２月期をそれぞ

れ１００分の１６５とし、年間１００分の３３０に改正するものであります。 

 新旧対照表につきましては、議案関係資料１の３ページ及び４ページに載せております。 

 附則として、第１項は、ただいま説明いたしました施行日及び適用日について規定しておりま

す。 

 第２項は、第１条の適用を令和４年１２月１日に遡及適用することを規定しております。 

 第３項は、改正条例施行後における令和４年度分の期末手当の内払い及び差額支給について規

定しております。 

 以上、議案第５１号の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第５２号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採

用等に関する条例の一部改正について御説明をいたします。 

 壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を

改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。 

 提案理由につきましては記載のとおり、経過につきましても冒頭説明したとおりでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 この議案第５２号の改正条例は、第１条から第４条及び附則の構成となっておりまして、改正

しようとする本則は、条例の種類、適用日の違いにより分ける条立ての改正方法を取っておりま

す。 

 第１条では、壱岐市職員の給与に関する条例の一部を改正しようとするもののうち、公布の日

から施行し、令和４年４月１日に遡及して適用するものを規定しております。 
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 正規職員の勤勉手当、１２月分の支給率を１００分の１０５に改め、年間１００分の２００と

し、１００分の１０引き上げる旨を定めております。また、再任用職員の期末手当、１２月分の

支給率を１００分の５０に改め、年間１００分の９５とし、１００分の５引き上げる旨を定めて

おります。 

 次に、議案書２ページから１８ページまでは、給料表について改定しております。行政職給料

表においては、初任給を、大卒３,０００円、高卒４,０００円の引き上げ及び弱年層、３０歳半

ばまでのみの平均改定率０.３％の引上げ改定を行っております。その他の給料表につきまして

も、行政職給料表と均衡を基本に改定をしております。 

 次に、議案書１９ページをお願いいたします。 

 第２条は、壱岐市職員の給与に関する条例の一部を改正しようとするもののうち、公布の日か

ら施行し、令和５年４月１日から適用するものを定めております。 

 正規職員の勤勉手当、６月分の支給率１００分の９５、１２月分の支給率１００分の１０５を、

それぞれ１００分の１００に改めるものでございます。年間１００分の２００となります。また、

再任用職員の勤勉手当、６月分の支給率１００分の４５、１２月分の支給率１００分の５０を、

それぞれ１００分の４７.５に改めるものでございます。年間１００分の９５となります。 

 次に、第３条は、壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正しようとする

もののうち、公布の日から施行し、令和４年４月１日に遡及して適用するものを規定しておりま

す。任期付職員の期末手当、１２月分の支給率を１００分の１６７.５に改め、年間１００分の

３３０とし、１００分の５引き上げる旨を定めております。 

 また、給料表につきましても、国に準じて引上げ改定を行っております。 

 次に、第４条は、壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正しようとする

もののうち、公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用するものを定めております。 

 任期付職員の勤勉手当、６月分の支給率１００分の１６２.５、１２月分の支給率１００分の

１６７.５を、それぞれ１００分の１６５に改めるものでございます。年間１００分の３３０と

なります。 

 改正条例の新旧対照表につきましては、議案関係資料１の５ページから８ページに載せており

ます。 

 附則として、第１項、第２項は、ただいま説明いたしました施行日及び適用日について規定を

しております。 

 第３項については、改正条例施行後における令和４年度分の期末手当並びに期末手当の内払い

及び差額支給について規定をしております。 

 以上で、議案第５０号から第５２号までの説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろ
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しくお願いをいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  おはようございます。 

 議案第５３号壱岐市税条例等の一部改正について御説明申し上げます。 

 壱岐市税条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。 

 提案理由は、地方税法等の一部改正に伴い、所要の規定の整備を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市税条例等の一部を改正する条例、改正条文については記載のとおりでございます。 

 なお、議案資料１、改正条例新旧対照表を９ページから１３ページに記載しておりますので、

御参照願います。 

 改正内容でございますが、第１条、個人市民税関係で、１つ目に、扶養親族の取扱いの見直し

によるもので、扶養親族等申告書の記載事項に、自己と生計を一にする配偶者の氏名が追加をさ

れ、納税義務者本人の合計所得金額が１,０００万円以下であり、かつ配偶者の合計所得金額が

１３３万円以下であるものとし、配偶者控除又は配偶者特別控除の適用対象であるものに限るこ

ととされています。 

 また、公的年金等受給者の扶養親族等申告書においても、特定配偶者の氏名が追加をされまし

た。 

 特定配偶者とは、所得割の納税義務者の合計所得金額が９００万円以下であるものに限り、自

己と生計を一にする配偶者で、退職手当等に係る所得を有するものであって、合計所得金額が

９５万円以下であるものに限ることとされています。 

 ２つ目に、個人市民税における住宅借入金等特別税額控除の取扱いの見直しによるもので、所

得税の住宅ローン控除の適用期限が４年延長され、その際、消費税率引上げに伴う反動減対策と

しての借入限度額の上乗せ措置は終了し、住宅性能などに応じた上乗せ措置を講じることとされ

ました。 

 それに伴い、個人市民税においても、令和１５年度までのところを、令和２０年度までの各年

度分の個人市民税に限り、所得割の納税義務者が前年分の所得税について、租税特別措置法の規

定の適用を受けた場合、所得割の額から控除をするものとして、適用期限の延長に対応していま

す。 

 なお、適用期限が令和２０年度までの個人市民税とされているのは、今回の延長後の適用期限

である令和７年に入居をした場合、令和８年度の個人市民税から最大で１３年間の控除期間とな
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るためであります。 

 次のページをお開き願います。 

 新型コロナウイルス感染症特例法の規定により、１３年特例の適用を受ける場合の適用期限等

に係る読み替え規定については、適用期限の延長により、読み替え後の適用期限が包含されるこ

ととなったため、附則第２６条の規定は削除をいたします。 

 第２条、壱岐市税条例第３６条の３の３、第１項の改正は、地方税法施行令において、扶養親

族の対象範囲の適正化を行うため、壱岐市税条例の一部を改正する条例の一部を改正するもので

あります。 

 施行期日については、附則第１条のとおり、令和５年１月１日でございます。 

 附則第２条は、市民税に関する経過措置を定めるものでございます。 

 以上で、議案第５３号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  おはようございます。 

 議案第５４号壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定について御説明申し上げます。 

 壱岐市企業版ふるさと納税基金条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。 

 提案理由は、地域再生法第５条第４項第２号の規定に基づく、まち・ひと・しごと創生寄附活

用事業に要する経費の財源に充てるため、地方自治法第２４１条第１項の規定に基づき基金を設

置するものでございます。 

 企業版ふるさと納税につきましては、原則として、寄附を受けた当該年度の事業に寄附を充て

ることとなっておりますが、本基金を設置することで、翌年度以降の事業にも寄附金を充てるこ

とが可能となることから、御寄附いただきました企業様の意向に沿って、寄附金を柔軟かつ最大

限に活用するために本基金条例を制定するものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 第１条は、設置についての規定でございます。 

 第２条は、積立てについて、基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算で定める額と

しております。 

 第３条は管理について、第４条は運用益金の処理について、第５条は繰替運用について、第

６条は処分について規定しております。 

 次のページをお開き願います。 

 第７条は、委任事項について規定しております。 
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 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第５４号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  皆さん、おはようございます。 

 議案第５５号壱岐市堆肥センター条例の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市堆肥センター条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり定める。本日の提出でござい

ます。 

 提案理由といたしましては、当該施設整備後の年数経過による維持管理費の増加に伴い、運営

の効率化を図るとともに、壱岐市農業協同組合の堆肥センター利用料との単価差について、段階

的な解消を図るため、使用料のうちの収集・散布及び持込料金について所要の改正を行うもので

あります。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市堆肥センター条例の一部を改正する条例、改正案については記載のとおりでございます。 

 改正内容について御説明いたします。議案資料１、改正条例新旧対照表１４ページを御参照願

います。 

 別表中の区分の欄、堆肥センター使用料１トン当たり収集・散布に係る使用料７４０円を

８１０円に、ただし、最低利用料金として７４０円を同じく８１０円に、持込料金を１トン当た

り２００円を３００円に、ただし、最低利用料金として２００円を同じく３００円に改めるもの

でございます。 

 壱岐市農業協同組合の堆肥センター利用料との単価差については、３年間で段階的に引き上げ、

解消を図っていくこととしておりましたので、今回３年目の改定となっております。 

 議案に戻りまして、附則として、第１項、施行期日は、この条例は令和５年４月１日から施行

するとしております。 

 第２項は、改正する堆肥センター利用料については、本条例の施行日、令和５年４月１日以後

の施設の利用に係る使用料について適用する旨を経過措置として定めております。 

 以上で、議案第５５号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山川消防長。 

〔消防長（山川  康君） 登壇〕 

○消防長（山川  康君）  おはようございます。 
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 議案第５６号壱岐市消防本部等設置条例の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市消防本部等設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でござい

ます。 

 提案理由でございますが、壱岐空港における消防救難活動業務からの撤退に伴い、所要の改正

を行うものであります。 

 主な改正内容でありますが、第１条中の（支所及び出張所を含む）を削除し、第２条中の支所

並びに出張所を削除、また、第５条及び第６条を削除するものでございます。 

 改正条文につきましては、長崎県内他市の条例では、消防本部及び消防署についてのみ示され

ており、出張所等は記載がないことから、今回併せて行うものであります。 

 附則として、この条例は令和５年４月１日より施行するものでございます。 

 なお、今後の壱岐空港における消防救難業務につきましては、長崎県の職員による警備体制と

なります。 

 また、資料１５ページに新旧対照表を添付しておりますので、御参照願います。 

 以上で、議案第５６号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔消防長（山川  康君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  議案第５７号、議案第５８号を一括して御説明いたします。 

 まず、議案第５７号公の施設の指定管理者の指定について、下記のとおり公の施設の指定管理

者を指定する。本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置、名称は、壱岐出会いの村、位置は、壱岐市郷ノ浦町新田触

４９２番地ほか。 

 ２、指定管理者、壱岐市郷ノ浦町新田触４９２番地、壱岐出会いの村振興会会長平田光弘。 

 ３、指定期間は、令和５年４月１日から令和８年３月３１日まででございます。 

 提案理由は記載のとおりでございますが、本施設は非公募としております。 

 その理由としましては、壱岐出会いの村は体験型宿泊施設であり、主に小学生を対象に課外教

育における体験活動を通じて、連帯間の重要性を養う施設として多くの利用をされてきておりま

したが、ここ数年はコロナ禍における公共施設として重要な役割を担ってきております。 

 そのような中で、開館から２５年、これまでの豊富な経験と専門性の高い知識を有している職

員により、常日頃から安全確保に努めながら運営に当たってきており、これまでの経験と実績を

考慮いたしまして、壱岐出会いの村振興会に指定管理をするものでございます。 

 続きまして、議案第５８号公の施設の指定管理者の指定について、下記のとおり公の施設の指
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定管理者を指定する。本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置、名称は、壱岐市猿岩物産館、位置は、壱岐市郷ノ浦町新田触

８７０番地１。 

 ２、指定管理者、壱岐市郷ノ浦町新田触４９２番地、壱岐出会いの村振興会会長平田光弘。 

 ３、指定期間は、令和５年４月１日から令和８年３月３１日まででございます。 

 提案理由は記載のとおりでございますが、本施設も同様に非公募といたしております。 

 その理由としましては、猿岩物産館は、壱岐出会いの村の農産加工施設並びに施設周辺地域で

生産された農水産物加工品や、壱岐の土産品等を観光客に展示・販売することで、島の活性化に

寄与することを目的としたアンテナショップでございます。 

 この猿岩物産館は、壱岐出会いの村の近くに位置しており、両施設が互いに連携することで、

猿岩物産館の合理的な運営につながることから、壱岐出会いの村振興会に指定管理をするもので

ございます。 

 以上で、議案第５７号、議案第５８号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いし

ます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩を行います。再開を１１時５分といたします。 

午前10時54分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時05分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案説明を続けます。 

 中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  議案第５９号、議案第６０号を続けて御説明申し上げます。 

 まず、議案第５９号公の施設の指定管理者の指定について。 

 下記のとおり公の施設の指定管理者を指定する。本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置、名称は、壱岐市営印通寺共同店舗、位置は、壱岐市石田町印通

寺浦１９６番地３。 

 ２、指定管理者は、壱岐市石田町印通寺浦４７１番地９、石田町商店連盟理事長、堀江敬介。 

 ３、指定期間は、令和５年４月１日から令和８年３月３１日まででございます。 

 提案理由は記載のとおりでございますが、本施設は非公募としております。その理由といたし

ましては、今回の指定管理候補者である石田町商店連盟は、地元石田町内の商店事業者で組織さ
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れている団体であり、同地区の商業等に精通しており、平成２３年度から指定管理者として指定

以来、適正な運営管理が行われており、当該施設の管理運営を行う団体として最適と判断し、選

定したものでございます。 

 次に、議案第６０号を御説明申し上げます。 

 公の施設の指定管理者の指定について。 

 下記のとおり公の施設の指定管理者を指定する。本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置、名称は、壱岐市国民宿舎壱岐島荘、位置は、壱岐市勝本町立石

西触１０１番地。 

 ２、指定管理者は、壱岐市勝本町立石西触１０１番地、一般財団法人壱岐市開発公社理事長、

品川洋毅。 

 ３、指定期間は令和５年４月１日から令和８年３月３１日まででございます。 

 提案理由は記載のとおりでございますが、本施設も非公募といたしております。その理由とい

たしましては、今回の指定管理候補者である一般財団法人壱岐市開発公社は、当該宿舎の管理運

営を目的として設立された法人でありまして、同公社は、平成１８年の第１期指定管理者として

指定以来、健全な運営、さらには従業員の雇用確保等、適切な管理運営業務が行われており、当

該施設の管理運営を行う団体として同公社は最適と判断し、選定したものでございます。 

 以上で、議案第５９号、議案第６０号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  議案第６１号訴えの提起について御説明申し上げます。 

 次のとおり、訴えを提起することについて、議会の議決を求める。本日の提出でございます。 

 １、訴えの相手方は、壱岐市芦辺町の個人であります。 

 ２、訴えの趣旨は、第１号、相手方に対し、生活保護費徴収金として２２３万２,４８２円及

び壱岐市税外収入金に係る督促等に関する条例第４条に規定する延滞金の支払いを求める。第

２号、相手方に対し、訴訟費用の負担を求める。との判決及び第１号について仮執行の宣言を求

めるものでございます。 

 ３、訴えの理由は、相手方は平成２２年５月１７日から平成３０年１２月１５日までの期間に

壱岐市から生活保護費を受給していましたが、収入申告書の内容が虚偽であることが判明し、生

活保護費を不正に受給したものです。壱岐市は、不正に受給した支給済みの生活保護費の支払い

を求めてきましたが、いまだ納付がないため、訴訟を提起するものでございます。 
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 なお、生活保護費徴収金については、生活保護法の改正により、平成２６年７月以降の分につ

いては強制徴収ができるようになりましたが、それ以前の分について強制徴収を行うためには、

裁判により債務名義を取得する手続が必要となります。今回、収入があった平成２４年４月から

法改正前の平成２６年６月分までの２２３万円余りについて、訴えを提起するものであります。 

 ４、訴訟遂行の方針は、弁護士と委任契約を締結し訴訟を遂行するとし、５、授権事項は、上

訴その他本件処理に関する事項とするものであります。 

 提案理由は、訴えの提起については、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により、議会

の議決を経る必要があるためでございます。 

 以上で、議案第６１号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  財政課長。 

〔財政課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課長（原  裕治君）  議案第６２号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）につい

て御説明申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億７,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４６億５,５９８万２,０００円とします。第

２項は記載のとおりでございます。 

 繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追加は「第２表 繰越明許費補正」によるものでご

ざいます。 

 債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為の追加は「第３表 債務負担行為補正」によるも

のでございます。 

 地方債の補正、第４条、地方債の変更は「第４表 地方債補正」によるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２ページから４ページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については記載のとおりでございます。 

 ５ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正の１、追加として、５款３項水産業費の漁村再生交付金事業の初山漁港

改修工事及び漁港海岸事業の箱崎前浦漁港海岸護岸工事において、年度内に事業が完了しない見

込みであるため、翌年度に繰り越し使用できる繰越明許費として計上しております。 

 なお、事業の完了予定及び繰越理由等の詳細につきましては、別添資料２「令和４年度１２月

補正予算（案）概要」の７ページに記載のとおりでございます。 
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 次のページをお開き願います。６ページ。 

 第３表債務負担行為補正の１、追加で、生活保護費徴収金等の訴訟に係る弁護士委託料は、当

該訴訟が令和４年度末までに終了しない可能性があるため債務負担行為を行うものでございます。 

 次の、壱岐出会いの村指定管理料以下２件につきましては、指定管理者の新たな期間の指定に

伴い、当該期間に係る債務負担行為を行うものでございます。 

 学校給食センターＬＰガス供給は、当該施設にＬＰガスの供給を行う事業者は特定供給設備の

許可が必要な施設となっており、現行の事業者が次年度以降辞退する見込みであるため、令和

４年度中に業者選定を行う必要があることから、債務負担行為を行うものでございます。 

 ７ページから８ページをお開き願います。 

 第４表地方債補正の１、変更で、以下計上しております各地方債につきまして、県営事業負担

金の事業費の確定及び記載対象事業費の調整などによりまして、限度額の変更を行っております。 

 それでは、事項別明細書により、主な内容につきまして御説明いたします。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 １２ページから１３ページをお開き願います。 

 １１款１項１目地方交付税の普通交付税は、今回の補正に係る一般財源として１億５,３４２万

６,０００円を計上しております。 

 １５款２項１目総務費国庫補助金の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、壱

岐市に生活物資を運搬している貨物航路事業者への補助及び公立保育所における緊急連絡システ

ムの整備の財源として３１５万６,０００円を計上しております。 

 １６款２項４目農林水産業費県補助金は、今回、補助の追加内示のあった県補助事業に係る補

助金を追加するもので、ながさき水田農業生産強化支援事業は事業費１０５万円に対する３０％

補助で３１万５,０００円、ながさき型スマート産地確立支援事業は事業費１７２万７,０００円

に対する５０％補助で８６万３,０００円を計上しております。 

 １８款１項２目指定寄附金のふるさと応援寄附金は、当初５億円としておりましたふるさと応

援寄附金について、実績が予定を上回る見通しとなりましたので２億円を追加し、また併せまし

て１９款１項１目基金繰入金のふるさと応援基金の取崩しを１億円計上いたしまして、返礼品等

に係る費用に充当することとしております。 

 次のページをお開き願います。１４ページから１５ページ。 

 ２２款市債につきましては、地方債補正で説明のとおりでございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 まず、歳出全般について、今回、人事異動及び人事院勧告に基づく給与改定に伴う人件費の補

正、燃料価格高騰の影響による公共施設の光熱水費の補正、前年度の補助事業に係る国・県補助
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金の精算返納金の補正を行っております。 

 補正予算の主な事業内容につきましては、別添資料２「令和４年度１２月補正予算（案）概

要」で説明いたします。 

 ２ページをお開き願います。 

 ２款１項６目企画費のふるさと応援寄附金は、寄附金の積立て２億円と返礼品等関連事務費を

合わせまして３億２,３１４万５,０００円を計上しております。 

 ２款１項１２目新型コロナウイルス感染症対応事業費は、壱岐市に生活物資を運搬している貨

物航路事業者への支援として３００万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。３ページ。 

 ５款１項３目農業振興費は、県補助事業の追加内示によるもので、ながさき水田農業生産強化

支援事業は県３０％補助に市負担分１０％を合わせまして４２万円を、ながさき型スマート産地

確立支援事業は県５０％補助に市負担分１０％を合わせまして１０３万６,０００円を計上して

おります。 

 ５款１項５目農地費の県営事業費は、資料に記載の３事業の県営事業の市負担分として

２,１５２万４,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。４ページ。 

 ５款３項３目漁港管理費の芦辺港ターミナル管理費は、ターミナル１階待合所エアコン及びフ

ロアーヒンジドア修繕費用として５７３万５,０００円を計上しております。 

 次の芦辺港ターミナル整備事業は、芦辺港ジェットフォイル乗り場移設に伴うターミナルビル

の改修及び駐車場再編に係る測量設計費用として２,６１８万６,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。５ページ。 

 ７款３項２目急傾斜地崩壊対策事業費は、資料に記載の４地区の県営急傾斜地崩壊対策事業の

事業費の増額に伴う県営事業負担金の追加５１０万円を計上しております。 

 １０款１項１目農地及び農業用施設災害復旧費は、さきに予算計上しておりました災害復旧事

業について、災害査定が完了したことにより実施設計費用を追加するもので、４５３万４,０００円

を計上しております。 

 以上で、議案第６２号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）について説明を終わりま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔財政課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  議案第６３号及び６４号について、御説明申し上げます。 
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 初めに、議案第６３号令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て御説明申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５１８万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億５,１９１万

３,０００円とします。第２項につきましては記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 それでは、事項別明細書により、主な内容を説明いたします。 

 ８、９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項１目一般被保険者国民健康保険税につきましては、新型コロナ

の影響による保険税減免分としまして３１５万円を減額いたしております。 

 ４款１項１目保険給付費等交付金、特別交付金としまして６７３万４,０００円を追加いたし

ております。内訳は、保険税減免分の補填財源としまして３１５万円、傷病手当金の補正財源と

しまして３５８万４,０００円でございます。 

 また、６款１項１目一般会計繰入金１２万１,０００円は人件費、７款１項１目その他繰越金

１４７万９,０００円は償還金の補正財源でございます。 

 １０、１１ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款１項１目一般管理費につきましては、人事院勧告に基づく補正

１２万１,０００円を追加いたしております。 

 ２款６項１目傷病手当金につきましては、新型コロナウイルス感染症の第７波の感染拡大と、

国からの財政支援の延長により、予算不足が見込まれるため、３５８万４,０００円を追加する

ものでございます。 

 また、８款１項３目保険給付費等交付金償還金につきましては、令和３年度実績に基づく精算

返納金１４７万９,０００円を追加いたしております。 

 これで、議案第６３号の説明を終わります。 

 次に、議案第６４号令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について御説

明申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３９３万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億１,３６１万

３,０００円とします。第２項につきましては記載のとおりでございます。 



- 31 - 

 本日の提出でございます。 

 それでは、事項別明細書により、内容を御説明申し上げます。 

 ８、９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、今回の人件費に伴う補正としまして、法定負担割合に基づき、それぞれ

減額補正をいたしております。 

 １０、１１ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、３款２項１目一般介護予防事業費、３款３項１目包括的支援事業・任意

事業費につきましては、人事異動及び人事院勧告に基づく補正でございます。 

 以上で、議案第６３号及び６４号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第６５号令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第

２号）について、御説明を申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１万８,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１,１１２万６,０００円とします。２項に

ついては記載のとおりです。 

 本日の提出です。 

 ８ページから９ページをお願いします。 

 ２、歳入ですが、６款一般会計繰入金で２１万８,０００円を増額いたしております。 

 次に、１０から１１ページをお願いいたします。 

 ３、歳出でございます。１款下水道事業費、管理費で１８万１,０００円を減額し、２款漁業

集落排水整備事業費で３９万９,０００円を増額いたしております。これは、それぞれ委託料及

び施設管理費の入札後の執行残を減額するとともに、人事院勧告に伴う給与改定に伴う人件費、

燃料価格高騰の影響による光熱水費の増額補正を行っております。 

 以上で、議案第６５号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  議案第６６号令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算



- 32 - 

（第２号）について、御説明申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の農業機械銀行特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２９万９,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,１８１万４,０００円とする。第２項

は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２ページ、３ページは歳入歳出予算補正、５ページから７ページは事項別明細書でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入補正について御説明いたします。 

 ５款諸収入１項１目受託事業収入に、作業受託事業収入として３２９万９,０００円を増額補

正いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出補正について御説明いたします。 

 １款総務費１項１目一般管理費に、３２９万９,０００円を増額補正いたしております。主な

内容については、消耗品費の増額と入札執行に伴う備品購入費の減額並びに消費税納付金の確定

に伴う公課費の増額をいたしております。 

 以上で、議案第６６号についての説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第６７号令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）に

ついて、御説明申し上げます。 

 １ページをお開き願います。 

 第１条、令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによります。 

 第２条、令和４年度壱岐市水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり

補正します。支出で２,３４５万２,０００円の増額を行います。 

 債務負担行為の補正、第３条、予算第５条に定めた債務負担行為を次のとおり追加します。壱

岐市管路管理システム保守業務６４万７,０００円、浄水用薬品購入９６０万円、水質検査管理

業務１,７００万円、漏水調査業務２,２２８万円、量水器及びボックス購入６２０万円。 

 本日の提出です。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 
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 収益的支出ですが、支出で、１款水道事業費用１項営業費用で２,３４５万２,０００円の増額

をいたしております。これは主に、燃料価格高騰の影響による電気料金値上げに伴う水道施設等

の電気料１,４３３万３,０００円及び水道施設設備等の老朽化による修繕費９００万円を増額い

たしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 債務負担行為に関する調書です。記載のとおり、それぞれ令和４年度中に業者選定をする必要

があることから、債務負担行為を追加するものです。 

 以上で、議案第６７号令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）について説明を終わ

ります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これで、市長提出議案の説明が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．陳情第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第２３、陳情第１号を議題とします。 

 ただいま上程いたしました陳情第１号につきましては、タブレットに配信いたしておりますの

で説明にかえさせていただきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、１２月１３日、火曜日、午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午前11時33分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和４年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 12 月 会 議 会 議 録（第２日） 

 

議事日程（第２号） 

                    令和４年12月13日 午前10時00分開議 

日程第１ 議案第50号 
壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正について 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第２ 議案第51号 
壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関す

る条例の一部改正について 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第３ 議案第52号 

壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第４ 議案第53号 壱岐市税条例等の一部改正について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第５ 議案第54号 
壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定

について 

質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第６ 議案第55号 
壱岐市堆肥センター条例の一部改正につい

て 

質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第７ 議案第56号 
壱岐市消防本部等設置条例の一部改正につ

いて 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第８ 議案第57号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐出会いの村） 

質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第９ 議案第58号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市猿岩物産館） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第10 議案第59号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市営印通寺共同店舗） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第11 議案第60号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市国民宿舎壱岐島荘） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第12 議案第61号 訴えの提起について 
質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第13 議案第62号 
令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９

号） 

質疑なし、 

予算特別委員会付託 

日程第14 議案第63号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第15 議案第64号 
令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第２号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第16 議案第65号 
令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第２号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第17 議案第66号 
令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補

正予算（第２号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第18 議案第67号 
令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第３号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 
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日程第19 陳情第１号 
大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の

設置についての陳情 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第20 議案第68号 損害賠償の額の決定について 
教育次長 説明、質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第21 同意第６号 壱岐市副市長の選任について 
市長 説明、質疑なし、委員 

会付託省略、討論なし、同意 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第２号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 森  俊介君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 中原 正博君       ６番 山川 忠久君 

７番 植村 圭司君       ８番 清水  修君 

９番 赤木 貴尚君       10番 音嶋 正吾君 

11番 小金丸益明君       13番 中田 恭一君 

14番 市山  繁君       15番 土谷 勇二君 

16番 豊坂 敏文君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    山川 正信君   事務局次長 平本 善広君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 

教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 
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農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  総務課長  平田 英貴君 

財政課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日までに白川市長より追加議案２件を受理しております。 

 ここで、白川市長より発言の申し出があっておりますので、これを許します。白川市長。 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。去る１２月１日から販売を開始しました壱岐市物

価高騰対策プレミアム付き商品券でございますが、９日までに約半数の２万９,３７２セット販

売いたしました。購入された皆様に厚く御礼を申し上げますとともに、ぜひ有効活用をいただき、

本市経済の活性化に御協力いただければと存じます。 

 これにつきましては、２次販売を１２月１９日から２６日まで実施することといたしましたの

で、お知らせいたします。 

 当初、１２月２３日までの予定としておりましたが、より多くの皆様に購入していただけるよ

う、土曜、日曜日も販売することとし、期間を１２月２６日まで延長いたしました。販売場所は

壱岐の島ホール、勝本庁舎、芦辺庁舎、石田庁舎の４か所で、販売時間は午前９時から午後５時

までとなります。 

 なお、土曜、日曜日に当たります１２月２４日、２５日の販売は壱岐の島ホールの１か所とな

りますので、お気をつけいただきたいと存じます。 

 また、本商品券の利用期限が令和５年１月３１日までとなっておりますので、お早めに御利用

いただければと思います。 

 市民の皆様におかれましては、ぜひ御購入いただき、本市経済の活性化に御協力賜わりますよ

う、重ねてお願いを申し上げます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．議案第５０号～日程第１２．議案第６１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、議案第５０号から日程第１２、議案第６１号まで１２件を議

題とします。 
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 これから一括して質疑を行います。 

 議案第５２号について質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口欽秀議

員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ５０号、５１号で通告していないんですが、質問してはいけない

でしょうか。質問を、許可をお願いします。 

 議案５０号、５１号に関する質問をしてよろしいでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  ５０号、５１号について、そうですね。質疑は２回までは許します。ど

うぞ。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ５０、５１号に関することで、今回、この報酬引き上げについて

提案された中で、人事院勧告が出されたからということで出されましたが、値上げについては、

人事院勧告があれば必ず値上げしなければならないということではないというふうに考えており

ます。そういう点で、昨今のコロナ禍の中で、物価の急上昇等で市民生活がかなり窮乏広がって

いるというようなこともあって、あえて、私たち議員とか市長、副市長の特別職の報酬をこの経

済状況で上げる必要はないんじゃないかなと、私は考えて、そういう面では市民の理解を得られ

ないんじゃないかなというふうに思っておりますが、この５０号、５１号の提案に当たって、ど

のような検討で今回の提出になったのか、お聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  おはようございます。山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、議会議員の報酬の改定、期末手当、そして市長、副市長、教育長の特別職の改定につい

て、現在、このコロナ禍の中で引上げを検討してもよかったんじゃないかという御質問をいただ

いております。 

 確かにそういう情勢というところもございますけれども、冒頭申し上げましたとおり、県内の

情勢としては全市町、同じような方向で議案も提出をされております。そして、国につきまして

も、内閣総理大臣等の特別職の期末手当の支給割合については、特別職の職員の給与に関する法

律の規定により、一般職の職員の給与に関する法律の適用を受ける職員の例によって準用されて

おるということを、議案説明の折にも説明をさせていただきました。そういうことで御理解をい

ただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  一応、市の提案理由については理解できましたけれども、委員会

に付託されますので、委員会の場でまた議論をしたいというふうに思いますので、この質問はこ

れで終わります。 
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 通告しておりました議案５２号について質問いたします。 

 第１番目に、任期付職員の職種、人数等はどうなっているか、この議案で任期付職員について

も給与の引上げ等条例に関わりますので、その職種、人数についてはどのような状態に壱岐はあ

るのか。 

 それから、今回の引上げには関係しませんが、会計年度任用職員という職員については一切こ

の条例にありませんが、この方々の待遇改善についてはどのように考えて、何らかの対応がある

のかお聞かせください。その会計年度任用職員の今の壱岐市の実態、様々な問題がある、任用が

１年だけだと、それから長期にわたっているとか、低賃金だというような同一労働同一賃金なの

にというようなことがありますが、そういう面で、人数構成、それから任用が多年度になってい

る会計年度任用職員がいらっしゃると思うんで、そのような実態をケアしていただきたいという

ふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山口議員の御質問にお答えします。 

 １点目の任期付職員の職種と人数につきましては、令和４年度は１名で現在配属先は東京事務

所となっております。公募でございます。 

 東京事務所は首都圏から壱岐市への観光客の誘客促進と、首都圏での壱岐特産品のＰＲを行い、

壱岐市の認知度向上を目指すことを目的としておりまして、その目的達成のために、これまでの

勤務実績などを考慮し、任用を行っております。 

 主な業務は、観光関連企業へ訪問し、ツアー造成などの依頼や物産展、移住相談など広く業務

に取り組んでおるところでございます。 

 次に、会計年度任用職員の待遇改善はという御質問についてでございますけども、今回の人事

院勧告につきましては、現行の給料表の月例給の引上げ及び勤勉手当の支給率の引上げが行われ

たところでございます。会計年度任用職員の給料につきましては、会計年度任用職員の給与条例

第４条に規定をしておりますが、壱岐市職員の給与に関する条例を準用しておりますので、月例

給、給料につきましては、正規職員と同じ給料表を用いて算出をしております。今回の給与改定

の対象となっているところでございます。 

 なお、賞与につきましては、会計年度任用職員の条例の規定では、期末手当のみで勤勉手当は

支給対象ではございません。よって、賞与分につきましては、今回の改定の対象となっていない

ところでございます。 

 次に、会計年度任用職員の人数構成でございますが、令和４年４月１日現在では、正規職員が

４１１名おります。それに対しまして、フルタイム会計年度任用職員が１８０人となっておりま

して、会計年度任用職員の割合は約３０.４６％となっております。 
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 任用の経過年数でございますが、会計年度任用職員制度が令和２年の４月１日から開始されま

して、任用期間につきましては、４月１日から３月３１日の１年ごとの任用となっております。 

 壱岐市では、会計年度の終了後、引き続き、特に必要と認める職であり、かつ任用期間が終了

した会計年度任用職員の勤務実績が良好な場合は、４回に限り、再度の任用をすることができる

と規定をしております。なお、再度の任用を行う場合は能力実証に人事評価を用いております。 

 会計年度任用職員として任用された年数といたしましては、現在３年目、２回の再度の任用の

職員が最長となっております。会計年度任用職員制度開始時にそれまで嘱託職員として雇用され

ていた職員につきましては、フルタイム会計年度任用職員として任用されておりました。制度開

始以来、会計年度任用職員の配置が必要となる職種につきましては、新たに募集を行い、任用を

行っております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  １番目の問題で、任期付職員の職種が東京事務所の観光の問題で

回るわけですよね。この任期付職員というのは、特殊な能力、一般的な事務能力があるからじゃ

ないですよね。そういうのに、この東京事務所の職員は一般事務に近い、まさに一般事務じゃな

いですかね、これ。それなのに任期付職員になっている、その理由は何かあるんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山口議員の質問にお答えをいたします。 

 議員おっしゃるとおり、任期付職員の採用につきましては、それなりの理由が必要となります。

現在、東京事務所で任用しております職員につきましては、特定任期付職員として任用をしてお

ります。任用根拠につきましては、条例の第２条のほうにございます。そこの中に専門的知識、

経験、または優れた識見を一定の期間活用して遂行する場合等というような言い回しがございま

すけれども、現在、任用しております東京事務所の特定任期付職員につきましては、県のＯＢ職

員でございまして、以前、東京事務所で勤務されておったということで、壱岐市の東京事務所を

立ち上げている段階におきまして、どうしても経験者の知見等が必要であったため任用をしたと

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員、議案第５４号を、今２回行きましたから。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ５２号の①②③を質問をして、回答に対して再質問をしています

ので。 

○議長（豊坂 敏文君）  さっき言いましたように、２回までで終わりますから。質問自体が２回

までで終わりますから。 
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○議員（４番 山口 欽秀君）  議案５２号に対して３点の質問を私はしました。それに対して、

答えていただいてもらいましたが、それに対しての再質問、①に対して３回できないんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  それともう一つあれですね、所管の委員会の分ですから所管委員会で質

問をしてください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  それはしますけど、それでも一応この場で質問をしてもう一回確

認すること、３回しても構わないんじゃないですか、そこもだめなんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  さっき私は２回までと言いましたよね。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ２回まで、だったらもう一回、②についてもう一回できるでしょ

う。 

○議長（豊坂 敏文君）  もう一回だけいいです。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ②③もう一回ずつ質問をさせてください、２回目です。 

 ②のこの会計年度任用職員の待遇改善については、給与は上がるということですね。これは

４月からですか、来年度。（「遡及適用」と呼ぶ者あり）遡及適用、わかりました。 

 ３番目、嘱託から嘱託職員という形から会計年度任用職員に代わったわけですから、一番嘱託

から今回、会計年度任用職員までずっと続いている。３年目と言われましたが、前の嘱託からい

うと、通算で一番長い人で何年いらっしゃいますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山口議員の質問にお答えします。 

 一番長い方は嘱託職員を学校の卒業後、直接入庁されて、そのまま定年までいらっしゃる方も

いらっしゃいますので、そこが最長となります。今、議員御質問の会計年度任用職員につきまし

ては、嘱託職員からの移行というのが大半でございます。各部ごとの会計年度任用職員、フルタ

イムの人数構成で多いのは、教育委員会の正規職員４３人に対しまして会計年度任用職員が

２６人、会計年度任用職員の割合が６０.４６％となっています。次に、市民部の正規職員が

１０１人に対しまして会計年度任用職員が９９人で、会計年度任用職員の割合は４９.５％とな

っています。 

 これは、会計年度任用職員に施設の管理等の職員、そしてまた、保育士、幼稚園教諭の割合が

多いためでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  いいですか、その次、第５４号でしょう。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ５４号について、壱岐市企業版ふるさと納税基金条例について質

問をさせていただきます。 

 この基金条例を見ますと、地域再生計画の認定を受けたところに企業がふるさと納税基金とし
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て浄財を寄附するということでありますが、この地域再生計画の認定は、どこからどこがして寄

附を受けることになっていくのかという点。 

 それから、２番目に、この間、令和３年に３件、それから令和４年に１件のふるさと納税があ

りましたが、どのような地域再生計画に対して、どこが寄附されたのか、これを明らかにしてい

ただきたいと思います。 

 それから、３番目、企業版ふるさと納税は、企業が壱岐市のやる事業に、この事業に寄附しま

すよと、こういうふうになるということで理解していいのか。そのこと、３点お願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  おはようございます。ただいまの山口議員の御質問にお答えを

いたします。 

 まず１つ目の地域再生計画の認定はどこがするのかという御質問でございますが、まずこの地

域再生計画についてでございますが、地域再生計画とは、地域再生法という法律に基づいて、地

域が行う自主的かつ自立的な取組で、地域経済の活性化及び地域雇用の創造等を実現することを

目的として策定される計画でございます。 

 地域再生計画の認定につきましては、地方公共団体が作成する地域再生計画を内閣総理大臣が

認定をすることとされておりまして、内閣府地方創生推進事務局という部署になりますが、その

事務を担っているところでございます。 

 ２つ目、令和３年に３件、令和４年１件の企業版ふるさと納税のあった地域再生計画は何かと

の御質問でございます。まず、現在壱岐市が認定を受けております企業版ふるさと納税に関する

地域再生計画は２本ございます。一つ目は、壱岐ウルトラマラソンによる交流人口拡大事業でご

ざいまして、もう一つが、壱岐市総合計画に掲げる事業を網羅した形の壱岐市まち・ひと・しご

と創生推進計画として認定を受けております。 

 令和３年度の企業版ふるさと納税につきましては、壱岐市まち・ひと・しごと創生推進計画の

地域再生計画に基づいて３つの企業様から寄附をいただきまして、２つの事業を実施をいたして

おります。 

 １つ目が磯焼け対策推進体制の一元化を行い、各漁協、県、市が一体となり、磯焼け対策を推

進するため、壱岐市磯焼け対策協議会を設立し、各種磯焼け対策事業に取り組む藻場の早期回復

を図るものでございます。 

 事業の詳細といたしましては、未使用定置を利用したイスズミの駆除用の罠の設置、また藻場

増殖ブロック作成、イスズミハンターの設置などに一企業様からの分を活用いたしております。 

 ２つ目が、自治体モデル事業として、２０３０年の壱岐市の将来像の実現につなげる事業を実

施をいたしております。 
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 事業の詳細といたしましては、アスパラハウス栽培における潅水システム普及化、ＳＤＧｓ対

話会実施、市内小中高校生を対象に環境教育プログラム及び海洋教育の実施に２つの企業様から

の分を活用をいたしております。 

 令和４年度の企業版ふるさと納税につきましては、壱岐ウルトラマラソンによる交流人口拡大

事業の地域再生計画に基づき、ウルトラマラソンの事業に活用をいたしております。 

 次に、３つ目の御質問の企業版ふるさと納税は、企業が壱岐市のやる事業を指定してすること

になるのかとの御質問でございます。 

 基本的には、壱岐市の事業を御提案をいたしまして賛同いただける企業様に寄附をいただくこ

とを想定をいたしております。しかしながら、今後は企業様側から会社の目的に沿った事業提案

を受けまして、壱岐市がその提案を事業化し、実施する案件も出てくるものと考えております。 

 また、企業様の事業提案などの意向に沿った形でふるさと納税をお受けをする場合、そこは企

業様との協議を経て対応をすることになりますが、壱岐市の振興発展をして活性化につながる事

業であれば、できるだけお受けできるように企業様との協議を行い、検討をすることになります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  これは産建のやつですので、私は質問をしていいですよね。３回

までできますよね。 

 まず、地域再生計画の認定は内閣府からだということですが、これまでこの指定を受けたとい

うことは、議会等で報告があったのか。それから、ホームページなんかに載っている地域再生計

画、壱岐で見ると、今言われたＳＤＧｓとまち・ひと・しごと創生が載っていますが、壱岐・平

戸の相互供給による販路拡大計画とか、こういうほかにもあるんですが、いくつ再生計画認定、

壱岐市が受けているということで理解すればいいんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  壱岐市でのこの地域再生計画の認定につきましては、ただいま

御説明をいたしました２つでございます。繰り返しになりますが、壱岐ウルトラマラソンによる

交流人口拡大事業、もう一つが、壱岐市総合計画に掲げる事業を網羅した形の壱岐市まち・ひ

と・しごと創生推進計画として認定を受けておりますこの２つの事業でございます。一応、ホー

ムページ等での公表ということで行っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  この地域再生計画ですけども、とりわけまち・ひと・しごと創生

推進計画というのは、かなり広い事業計画が入っていて、壱岐市の総合計画は何でもありみたい
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な計画が入っていますよね。そういう大枠での計画に企業がこれに賛同しますよということでさ

れるのか、問題なのは、私は、最後に言われた、その企業から提案を受けて寄附を受けるという

こともありだというふうに言われましたね。 

 それは、要は企業が壱岐のところで仕事をするとか事業を支えるとか、そういうことにつなが

りかねない寄附になるというふうな懸念を考えるわけですが、企業と市の関係、企業が好む事業

をやると寄附金が集まると、そういうふうな流れをつくる危険性が、この企業版ふるさと納税に

あるんではないかという危惧を持っているんですが、その点での危惧はどうですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  山口議員の御質問でございますが、まず、先ほど言われました

ように、この企業版ふるさと納税の分につきましては、壱岐市まち・ひと・しごと創生推進計画

ということで、壱岐市総合計画に基づいた包括的な計画として認定を受けておりますので、非常

に幅広い分野の事業が対象になるということで、山口議員のお話のとおりでございます。そうい

うことで、広く企業版ふるさと納税を募るということで考えております。 

 次に、２つ目の企業様からの提案というか、そういった事業の申出というようなことでござい

ますが、やはり、そこの分につきましては、様々な案件が考えられるということでございます。

当然、これは企業版ふるさと納税につきましては、税制上の優遇措置というのがございますので、

国においてルールというのも決められておりますので、そのルールに基づいて対応していくとい

うことで考えております。 

 いずれにいたしましても、先ほど申し上げましたように、この壱岐市の振興発展、そして活性

化につながる事業については、ぜひそういったルールがクリアできる分につきましては、できる

だけお受けできるように検討、協議を行ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  ３回終わりました。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  何で、１、２、３、３つ聞いておることに対して３往復できない

んですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  もう質問に３項目終わりましたから、次の第５５号行ってください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  それおかしいです。１つの議案に私３問の質問をしています。こ

の３問について３回質疑できないんですかっていう。 

○議長（豊坂 敏文君）  ５４号で質疑しているんですから、５４号で３回もう終わりました。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  １回３つの質問をしたでしょう。それに対して、答えが１回ずつ

ありました。それに対してもう一回、①に対して質問返したら、それはできないということにな

るんですか。 
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○議長（豊坂 敏文君）  議案５５号についてもう３回ありましたが、３回で終わります。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ５４号を今やっています。 

○議長（豊坂 敏文君）  ５４号です。今度は５５号行ってください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  何で３往復、私がここ３回立ったら終わりなんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  議案番号でやって３回通告をしているわけですから。いいですか。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案番号に対して３つの質問をしています。それに対して、それ

ぞれ３回することはできないんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  いやいや、５４号について３回の質疑がありましたからこれで終わりま

す。 

 次に、５５号行ってください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  私、これ所管の委員じゃないですから、聞く時間、保障してくだ

さいよ。 

○議長（豊坂 敏文君）  それでも３回までということですから、３回で。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ３回というのはどこかに規則で書いてあるんですか。議会の申し

合せ事項でしょう。 

○議長（豊坂 敏文君）  申し合せ事項、議案番号について３回までいいですが、もう４回は行き

ませんから。 

 次に、５５号行ってください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  納得いきませんね。質問きちんと答えていただく回数を保障して

ください。 

○議長（豊坂 敏文君）  答弁は答弁で理事者はしていますから。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  それに対する質問ができないじゃないですか。聞いただけじゃな

いですか。何でそれに対して質問できないんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  ここまで、５４号のところまで許しますが、３回目の質問だけ、３回は

もう終わったんですけどね。言っていること分かります。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  私は、５４号について３つの質問をしております。 

○議長（豊坂 敏文君）  だから、問題は、５４号がここで質問があるとやったら、１から３まで

１回全部言ってから行ってください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  言いました。 

○議長（豊坂 敏文君）  だから、３回目になるわけですよ。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  １回目で１、２、３、まとめて聞いたでしょう。それに対して理

事者側からそれぞれ答えてもらったでしょう。それに対して、私もう一回、１、２、３でそれぞ
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れ質問をする権利があるんじゃないですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  議案番号について１問ずつですから、３回まで許します。細部的につい

て、これを、３回までというのは、１、２、３は１ぺんで１回ですから。３回まで行ったですよ。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  その１に対して疑問があるからもう一回、それ３回聞けないんで

すかって。①②③、３つの質問に対して３回は答えられなくて、１回目だけ、それではもう３回

目だからあと２、３はもう聞けんよというのはないでしょう。（「議長、休憩して説明したが良

いですよ」と呼ぶ者あり） 

○議長（豊坂 敏文君）  ５４号の議案についての質疑ですから、１、２、３で細部的にはいきま

せんから。（「休憩取ったが良いって」と呼ぶ者あり） 

 休憩取ります。 

午前10時33分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時35分再開 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議長、いいですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  ５４号いいですか。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  いや、私は納得していないんだけど、駄目なんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  いや。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  駄目なんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  原則的に３回までです。 

 じゃあ、５５号行ってください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  行ってくださいって、駄目ってことですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  そういうことです。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  所管の議案じゃ……。 

○議長（豊坂 敏文君）  ５５号に行ってください。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  後で、今後の議事運営について要望出します。 

 じゃあ、５５号についてお願いします。 

 この議案は、堆肥の利用実績、堆肥の持込みについて、農協との堆肥の持込み料金が差がある

ということで提案されておりますが、この間の堆肥センターへの持込みについての実績、それか

ら、今回値上げによって、どのくらいの収益を見込んでいるのか、そのあたりをお聞かせくださ

い。 

○議長（豊坂 敏文君）  農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  ただいまの山口議員の御質問にお答えをいたします。 
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 議員御質問は、令和３年度の堆肥センターの利用実績と今回の値上げによる増収見込みという

ことでございまして、最初に質問がございました持込み量の実績でございます。これは令和３年

度の持込み量といたしましては、石田の堆肥センターに２５トンの持込みのみとなっております。 

 それから、石田と郷ノ浦の両堆肥センターがあるわけでございますけども、令和３年度の利用

実績について金額で申し上げますと、原料収集で３１８万８,６２０円、製品販売で３９７万

４,５０４円ということで、合計いたしますと、７１６万３,１２４円でございます。 

 今回の値上げによります増収見込みにつきましては、令和３年度の収集量の実績で推計いたし

ますと、約３３万５,０００円の増を見込んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  持込みが２５トンされているということですので、そう多くない

ですよね。その一方で、今、郷ノ浦とか武生水の堆肥センターの持込み、あれはどういうふうな

牛ふんの持込みになっているのか、お聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  持込みと言いますのは、個人が持ち込んで、自宅の堆肥を持ち

込むと。それから、今現在の堆肥センターにある堆肥については、収集に回って、堆肥センター

の職員が収集に回って、堆肥センター施設に持ってくるという流れになっております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  つまり収集が大半だということですね。 

 収集に当たって、今回の値上げで、収集するときに、畜産農家から一定のお金をもらうわけで

すよね。そういう形で運営されているわけですが、この状況の中で、肥料が高額になっていると

いう中で、牛の肥料の価値、貴重さというのが高まっていると思うんですよね。 

 壱岐の牛ふんのやっぱり処理、価値を、今後大いに増えてくる。農家の使用も増えるんじゃな

いかなというふうに思いますが、そういう中で、１つは問題は、これだけ農家の肥料・飼料の値

上がりの中で負担が上がっておるのに、農協との差を縮めたいからということで、一定農家から

利用料を取るということはどうなのか、いかがなもんかということが、１つ疑問に思います。 

 それから、今後、堆肥の利用が価値が高まる。それから、製品として堆肥を肥料として売れば、

もっともうけが出る可能性がある。そのようなことを見越した場合、今回の利用料の値上げとい

うのはいかがなもんかと思うんですが、今後の肥料の問題、肥料としての価値を高めていく、市

としての取組をどういうふうに考えているか、最後にお聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  農林水産部長。 
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○農林水産部長（谷口  実君）  まず、農協との単価差のところでございますけども、やはり同

じ堆肥をつくるにおいて、市内でやはり単価が違うということは、差が出ている部分につきまし

ては、やはり農協さんとのある程度の単価を統一するといったことをしまして、市内の料金の均

衡を図るということを考えたところで、まずもって農協さんとの堆肥の料金に合わせるというこ

とをいたしたところでございます。 

 それで、今回３年目でございまして、今回料金の引上げについては最終年ということになって

おります。 

 それから、今後、利用を高めるということでは、やはり今後、今、化学肥料等高くなってきて

いる中で、そこで、農家の今の壱岐にある堆肥を使って、耕蓄連携を図っていくと。子牛農家に

も使っていただいて、いわゆるコストの縮減にも努めていただこうということで考えているとこ

ろでございます。 

 それで、その関係では、今回、令和４年度中には引上げは行いましたけども、原料高騰等に伴

いまして、２０％の価格引下げで今は対応いたしておりまして、そういう利用を促進していただ

きたいということで、そういった対応を行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、議案第５７号について質疑の通告があっておりますので、これを

許します。３番、武原由里子議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  第５７号公の施設の指定管理の指定について、出会いの村につい

てお尋ねいたします。追加で出されました資料からの質問になります。 

 令和３年度の支出で、給与所得、毎月１５０万５,３００円を計上されておりますが、これの

人数が全く分かりません。規約によりますと、役員が１０名いらっしゃいますが、どのあたりま

での職員給与なのでしょうか。常勤、非常勤等あると思います。それが１点目です。 

 ２点目は、実際令和３年度、コロナ療養施設ということで、なかなか利用が難しかったと思い

ますが、実質この施設を開放といいますか、利用できる日数が何日ぐらいあったのか、分かれば

お願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  ただいまの給料の部分の職員数は、５名でございます。役員報

酬は、支払い等はございません。５名の職員に対する給与となっております。 

 それから、その間の借り上げの間の施設の利用については、資料の７ページに資料添付をいた

しております。そこで、施設が使える状況のときは、宿泊学習実績がございますけども、６月

１５日から、ずっと１１月１７日といったことで、これだけ２４０名の利用がなされているとい

うことで、特に体験として、シーカヤック、釣り、工芸クラフト体験、それから歴史探索等で利
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用されているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  役員報酬はなく、５名の給与ということですが、この５名の方は、

常勤なのか非常勤なのか分かりますでしょうか。 

 また、実績についても、宿泊等ちょっと数えたところ、２８日ぐらいでした。本当に大変、壱

岐の中でこういう体験ができる施設は、もうここだけになっておりまして、とても重要な施設だ

と私も認識しております。ぜひ継続できる形で、また、していただきたいんですけれども、やは

り令和２年度、３年度の状況が、なかなか見えなかったもんですから、また詳細等、委員会のほ

うでもお尋ねいたしたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  職員については、常勤５名でございます。 

 それから、今後でございますけども、早く本来の姿、そういった施設としてやっていきたいと

いうところは、もちろんのことでございます。 

 それで、アフターコロナを目指して、さらによりよい施設運営を図っていくということで、指

定管理者においても、やはりアイデアを出しながら、使用料収入を増やしていこうということで、

そういった考えを持っておられますので、そういったことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、議案第６１号についての質疑の通告があっておりますので、これ

を許します。４番、山口欽秀議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議事の進め方ですが、質問通告しないところは、議案が飛ばされ

るというのは、おかしいと思うんですけどね。通告しなくても、質疑を希望すれば、させていた

だけないんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  通告されている分が先に行くんですよ。後、通告されていない分につい

ては、後に回します。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  はい、分かりました。じゃあ、後でします。 

 じゃあ、６１号について質問させていただきます。 

 訴えの提起についてでありますが、まず、この前の全員協議会で出されまして、ちょっと理解

も不十分なまま質問出しましたが、まず、この訴えに対して、生活保護の受給者本人ですが、不

正受給に関する同意書とか申出は、この本人はどのような意見、態度を取ってきたのかいうこと

をまず聞きましたが、それに加えて、その後いろいろ疑問が湧きましたので、追加に質問させて

いただきます。 
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 不正受給というふうに市は言われております。不正受給と言われている、Ａさんというふうに

しましょうか、Ａさんは平成２２年５月１７日から平成３０年１２月１５日まで生活保護を受給

されていると。 

 じゃあ、１つ目聞きます。質問から言うと、２つ目ですね。 

 不正受給されているのは、いつからいつまでというふうに、市は考えているのかと。 

 ２番目、不正受給の総額は幾らだというふうになるのか。 

 それから、３番目、生活保護法の改正が平成２６年７月に行われておりますが、平成２６年

７月の前と後では、不正受給について強制執行ができるかできないかというようなことで、今回、

以前の分について裁判するということですが、平成２６年７月以降の不正受給の額、それから、

以前の７月２６日、７月改正前の不正受給の額、これは幾らとなるのでしょうか。 

 それから、４番目、平成２６年７月以降の分について、一部強制執行されているのか、その点

をお聞かせください。 

 それから、５番目、この場合、今回の案件の場合、借金を返済するに当たって、家族から借り

たというようなことがありますが、家とか土地を売ったものは、借金の返済で充てた場合、市は

収入としては認められないというふうにしているのか。親戚から借金して借金を返済した場合は、

収入としているのか。 

 今回の場合、借金の返済にしたという本人が言い分が認められておりませんが、その理由が、

収入申告を偽ったからだというようなことなのか、そもそも借金の返済が本人の収入に当たると

いうことなのか、このあたり１つ。 

 最後にですが、市長は全員協議会のときに、これを訴えないと、私が住民監査請求で訴えられ

るというようなことが、だから、市長の不作為に当たるというふうに説明されましたが、そのあ

たりのもう一度、市長の裁判に当たるお考えをお聞かせください。 

 以上、お願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  山口議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、通告があっている分でございます。 

 不正受給に関する同意書、申出書といったものはございません。生活保護法第７８条による費

用徴収決定通知書と納付書を渡したところ、相手方は長崎地方裁判所へ処分取消し請求の訴えを

起こし、先般、判決が確定をしたところです。これを受けて、改めて相手方へ請求いたしました

が、納付がなく、その後、督促並びに催告状を発送しましたが、これも納付がなかったため、強

制徴収の手続を行うよう、本議案の提出となった次第であります。 

 それから、追加で質問がありました、不正受給はいつからかということでございますが、平成
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２４年４月から平成２８年１０月までの分となります。金額につきましては、平成２６年６月分

までと、平成２６年７月以降ということで、幾らかということでございますが、２６年６月分ま

では２２３万２,４８２円、２６年７月以降につきましては、１１５万７,０９０円となります。 

 それから、強制執行をされているかということでございますが、強制徴収に当たる部分につい

ては、これについては強制執行を行っております。 

 それから、借金の返済、親族からの受けた分を充てているがということでございますが、この

部分については、まず親族等から受けた場合、それはまず生活に充てるということが生活保護の

原則でありまして、その収入の申告が行われていなかったということになっております。 

 以上でよろしかったでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  山口議員の質問でございますけれども、債権の回収について、私がその

行動をしなかった場合、不作為に問われるんだという発言をいたしました。今、当然のことなが

ら、市が有する債権を回収する。これは、市の財政にその分、いわゆる債権を回収しないと、市

の歳入がそれだけ少なくなるわけでございます。 

 当然のことながら、今、市が持っております債権、全て回収はできません。そういった中で、

毎回、監査委員さんから回収にもっと力を入れろ、頑張れということを指摘をされております。

当然のことであります。 

 私は市の債権につきましては、財政のこと、安定から考えて、当然のごとく、その債権につい

て回収をする、その責にございます。したがいまして、私は債権回収に、今後も努力をしていく

という信念を持っております。 

 また、それを私が、それをもし不作為、いわゆるその行動をしなかったときは、もし住民監査

請求がそれについて起こった場合は、私はその不作為について、私に請求される、これも私は当

然だと思っております。 

 その債権を回収したか、していないかにはかかわらず、その債権を回収する手続を取ったかど

うか、そのことが重要でございまして、その債権回収に対する手続、これは法律にのっとり、こ

れは私がしなければならない最大の責務だと思っている次第であります。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  １、２、３は分かりました。 

 強制執行の分については、④で聞きました、金額としては１２０万円の差押えでよろしいでし

ょうか。ある出資金１２口ということで聞きましたが、それはよろしいでしょうか。 

 それから、借金のことですが、ここが大切だと思うんですが、借金の返済に家や土地を売って

得た金額は、収入として生活保護法では認められないというふうに市は取っているのか、家、土
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地ですね。それから、親戚から借りた、融通してもらったという金額が、この中に１５０万円あ

りますが、これは収入だということですが、借金に充てるということが明確であれば、収入にし

てならないのか。 

 この場合、Ａさんは収入申告していないということで問題になっているわけですけども、収入

認定、家を売った、土地を売った、それから親戚から金を借りて借金払った。これは市としては

収入として、本人の収入となるんだと。申告しないと駄目なんだということですか。 

 そして、最後に市長が言われました、一律に債権取立てをするんだというようなこと言われま

したが、やっぱり事案の内容、それから対象者、生活保護費に係る、そういう関係ですよね。だ

から、一律に強制執行というふうなことが、行政としてやれるというふうに考えられておるのか、

そのあたりをお聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 強制執行の金額等につきましては、内容につきましては、答弁控えさせていただきます。 

 それから、財産について、家屋、土地につきましてのことですけれども、今回つきましては、

福岡高等裁判所及び最高裁判所で上告を棄却をされております。そういう決定がされております

ので、これにつきましては、その裁判の結果ということでございます。 

 先ほど申しましたように、借金の返済等にということでございますが、まずはそういった財産

等につきましては、生活保護の受給の際に、そういう申告をしなければならなかった部分という

ことで理解をしております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  私の立場は、法律に定められたことを守るということでございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員、３回目。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  もう一回、裁判の中身について関わることなので、もう一回聞き

ます。 

 家や土地を売って得た収入は、それから、親戚から借りたお金は、収入として市は見ていると。

裁判はそういう結果になっているということで、それはそういうふうに認めているということで

いいんですね。 

 申告をしなかったから、今回の不正受給になったのかという点ではどうですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  今回の件につきましては、最高裁の判決が出ております。そのとお

りに行っております。 
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 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、通告による質疑は終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  通告はしておりませんけど、議案第６１号訴えの件に関しまし

て、質疑をいたします。 

 大局的に質問をいたします。所管の委員会でありますので、一応確認だけをいたします。 

 今回の訴えの根本となるのは、いわゆる不正受給をしておるということが、本人が例えば、山

口議員はＡさんと言われましたかね。私も市から説明された内容というのは、全員協議会で聞い

た資料だけで回収をされて、その金額すら分かりませんでした。議員も守秘義務があるわけです

から、何をもって審査をすればいいのか分かりませんでした。 

 それで、本人から相談がありましたので、私も出向きました。そして、議会事務局に来て、参

考人招致はできないのかと、そういうお願いもしました。あまりにも議案を議決、僕たちが議決

するには、もっと教えて、誰か全部分かりますか、その魂胆を。ここに議員の中で分かる人がい

ますでしょうか。僕はいまだに分からない。 

 ただ、この根本というのは、いわゆる強制徴収債権と言いまして、例えば、国税、地方税、使

用料、後期高齢者医療費とか、そういうのは直接差押えもできます。 

 ただ、この場合は、生活保護費のいわゆる返還請求、不正受給と高裁、最高裁で確定をしたと

いうことでありますので、裁判しなければいけないんですよ。ですから、これは非強制徴収債権

なんです。だから、議会に上げているんです。 

 その一番肝心なことは説明せんで、ああいう資料見せて、どけ分かりますか。１０分ぐらいで、

あの資料見せて回収して。皆さん、分かりますか。どこが（……）になったて、山口議員も聞い

たじゃないですか。本当、なっとらんですよ。根本はここでしょ。 

 本来やったら、私たちは徴収義務は市長にあるから、さっき言われたように。強制徴収公債と

僕たちは思っていたんですよ。それが認識不足で、非強制徴収債権であるから、市議会の議決を

得なければいけない。それが今言う、地方自治法の９６条１項１２号、これ書いてあります。 

 もう少し丁寧に説明をしてもらえませんか。向こうにも言い分があります。 

 それで、１つ、山口さんが言われたように、出資証券なんかは、強制に既に差し押さえており

ます。これが何でできんのか。そこら辺も分からないんですよ、僕たちは。先にもう差押えして

いるじゃないですか。ほかにもあります。差押えする場合は、催告をすべきです。 

 これ、西原部長が催告はいたしましたと言われますと、当然なんです。いきなり差押えしよう

とか何とか、そんなことは許されない。そういうことは、今までにも僕にも相談ありました。郷

ノ浦の方からも。そしたら、ちゃんと担当課が説明に行って、催告に行っちょった。それが当た
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り前なんですよ。 

 お互い是是になっとるとでしょ。さっきも山口議員が言われたように、こういう苦しいときに、

みんな税金納めよるとでしょ。それを議決をする議員には、しっかり分かった上で議決をするよ

うに。何人分かっておりますかね。失礼な言い方するけど、分かっとる人が、僕も分からんやっ

たです。僕は特に分からんやった。分かるように説明してください。 

 そして、もう一つ言います。私は身体障害者で、両方に補聴器をかけております。皆さんに言

うていい。ぶつぶつ言って、特にはマスクしちょるから聞こえないんだよ、僕は。え、至らん話

は、こしょこしょ話して。聞こえんがいいときもありますよ。もっと議会議員に、身体障害者を

議会議員になれんとか。ばかにすんな。そう思っていますよ。堂々と、この議場で話していいじ

ゃないか。こういうことで訴えますとか、全協とか、こそこそした場で話して、何が開かれた市

民ですか。 

 だから、言います。西原部長、どういう理由で、差押えが可能になったのか。いわゆる出資証

券、出資証券を差し押さえているみたいです。山口議員が言われたように、評価にしたら

１２０万円ぐらいと言われました。いつから差押えが可能になったのか。 

 そして、これは、いわゆる裁判所に判断を仰ぐのは、強制徴収公債にするために裁判にかける

のであろうと。この２つ、裁判の趣旨だけを教えてください。 

 ２点、分かりますね。いつから出資証券が、もう既に差し押さえとるから、どういう何年の法

律で差押えが可能になったということを教えてください。２点。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  音嶋議員の御質問にお答えいたします。 

 先ほども申しますように、この件につきましては、最高裁判所で上告を棄却するとの決定がさ

れております。そこで、壱岐市に幾ら債権があるということが確定をしたものでございますので、

その債権を回収することが、行政の責務と思っております。 

 それから、先ほど出資金と申されましたけれども、そういった具体的な内容につきましては答

弁控えさせていただきますが、一般的には差押えができると思っております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  いいですか。強制執行、いわゆる株券あたりの強制執行は、い

つの法律でできるようになっているんですか。あとの家屋なんかは、今言われましたように、借

金の返済ですよね、これは。船舶を売ってあります。そして、必要経費、修理費なんかにかかっ

た（……）とか何とか引いた分は、要するに、認めてある、これは、借金の返済充てと。 

 本人の言い分とすれば、私的には使っていないと言われている。そこが収入として申告をして
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いないから、僕はあなたも瑕疵が非常にあるんですよと言いました。そして、一審の裁判で確た

る証拠を出していないから、長崎地裁が認めないんでしょう。それが福岡高裁に上がり、そして

最高裁で却下となっているわけですから。僕は、自分にも瑕疵があるんじゃないですかというこ

とは、しっかり申し上げておりましたよ。 

 ですから、催告がなかったと言われましたが、今、西原部長は、ちゃんと催告をしておるとい

うことですから、これ議事録載っていますから、それはもう事実でしょう。 

 ですから、何か被告人として訴えるような感じですから、僕はそこら辺が何のために市議会に

上程したのかと。訴える根拠を分かりやすく、僕はしてほしいなと思います。ほかの議員さん、

分かっとる方がいっぱいいらっしゃるでしょうけど、僕は分かりませんでした。そういうことで

す。 

○議長（豊坂 敏文君）  答弁はありますか。西原部長、答弁ありますか。白川市長。 

○市長（白川 博一君）  音嶋議員のお話でございますけれども、いわゆる法の生活保護費が、不

正受給の回収が強制債権とならなかった前の部分については、いわゆる債務名義、これ裁判で確

定しなきゃいかんわけですけれども、債務名義を取得しないと執行ができない、いうことでござ

いますから、債権を回収をするために、法律の定めるところにより、議会で今回議決を頂くとい

うことでございます。 

 ですから、音嶋議員おっしゃるように、裁判の提起をして、債務名義を確定していただかなけ

れば、強制執行ができないということで御理解頂きたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員、３回目。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  ３回目ですからね。 

○議長（豊坂 敏文君）  はい。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  分かりました。そうした裁判をしないと、強制的に徴収する権

利が得られないということだから、裁判をするんですと。その根拠としては、相手が不服で上告

され、最高裁まで戦った結果がこうなんですということでしょう。それを先言わよかったでしょ、

事難しく言わんで。最高裁まで戦ったということは、最高裁は憲法判断しかありませんから、高

裁の裁判の結審が、そこで結審しているわけですから、この問題は。確定したから、今度、壱岐

市としては、徴収するためにやりますと、いうことでしょ。 

 そして、この裁判は当然金品に関わることですから、民事裁判で訴えるわけでしょ。 

 そして、もう一つ。これくらい相手も、もう確定しちょる裁判は、五十何万円もかけんで、弁

護士も立てんで、それくらいのこんぐらいの裁判は、市職員でやらんですか。金要らんじゃない

ですか、弁護士。五十何万円もくれて。顧問弁護士しょうが。これくらいのこと、顧問弁護士し

よるじゃないですか、してよくないですか。何ですか、五十何万円もあれして。 
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 あれでしょ。裁判を提起するだけでですよ。それから、また上訴した場合は、また金取るでし

ょ。債務負担行為取っとるわけですから。 

 これくらいの裁判やれませんか、皆さんたちは。法律は詳しいとやけん。と思います。お金が

財政的に厳しい時代、結審しとるとでしょ、今既に。それでやれないですか。市長、どうですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  日本の憲法は、立法、行政、司法と三権分立でございます。そういった

中で、行政マンが司法に関わる、そういった専門知識は、残念ながら持ち合わせておりません。 

 ここはやはり司法の場は、司法のプロフェッショナルにお願いする。そういうことで御理解を

賜りたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑はありませんか。植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  私も質疑、議案第６１号についてお伺いいたします。 

 事前通告しておりませんので、あまりむちゃな質問はするつもりないんですけれども、私の記

憶によりますと、壱岐市が裁判を起こすという議案というのは、２回目じゃないかと思っている

んですね。 

 過去に１回あったのは、白川市長の前の約十七、八年前だったと思うんですけども、新聞社を

訴えるということがあって、そのときの議案が否決をされました。それ以来のことじゃないかと

思っておりまして、よくよく市のほうから裁判を起こすということはあまりないんじゃないかと

思いまして、慎重に審議しなきゃいけないなというふうに思っております。 

 それでお伺いしたいのは、２点になりまして、この額、２２３万円云々なんですが、このレベ

ルの金銭的な裁判をするという話は初めてじゃないかと思うんですけども、過去、壱岐市ができ

て、平成１６年からですから、それなりの金銭の返済を求める事案というのが発生していたのか

どうかというのを確認したいと思います。今、通告していませんでしたので、委員会まででも結

構なんですけども、債権として税金であるとか、いろいろ徴収する分があるかと思いますが、そ

ういった徴収分で２００万円、１００万円、こういった大金を、これまで返済を求めていたこと

があるのかないのか。 

 裁判をしていないということであれば、そういうことがなぜされていなかったのかということ

も含めて、今分かる分で結構でございますので、答えていただければ助かります。 

 それと、もう一点、過去、やっぱり裁判のときの議案につきましては、訴状案というのがあり

まして、訴状を見て内容を理解して質疑なり、後は答弁を求めるというふうなことをしていた、

それが初めてのときありまして、今回は、この資料に訴状案がございません。今出ている資料と

いいますのは、議案が出ているだけ。あとは全協で説明があっただけ。 

 ですので、慎重審議するには、訴状案が要ると思いますので、来週の委員会がありますから、
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それまでに訴状案が御提出できないかという質問でございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  過去に市が提訴したことがあるのかということですけど、それは言いま

すように、市が提訴するときは、議会の議決を頂かないかんわけですから、それがなかったとい

うことは、していないということだと思います。 

 そして、金額の多寡にかかわらず、国税徴収法を準用できるものは、いわゆる強制債権でござ

いますから、それこそ強制徴収ができるわけでございますけれども、今回の場合は、平成２６年、

法の改正前の債権については、国税徴収法を適用できないと。非強制徴収債権だということで、

議会の議決を頂いて、債務名義を確定しないと訴えることができないということで、今回お願い

をしているわけでございます。 

 それから、こういうことで訴えるんですよという内容、そういったことは、議決を頂かない前

に、そういうことを出すことは、これははばかれるところであります。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  お答え頂きまして、訴状案は議決がなる前は見せられないという

話だったと思います。分かりました。 

 そして、裁判する理由というのも、しないと回収できないんだという話ですから、それは理解

できます。 

 であれば、今後の話なんですけども、こういった事案、裁判をすることというのが、今後も、

あまりあってはほしくないんですけども、起こり得るのかどうか。今後もやらないといけないと

思えば、裁判に踏み切るといったことをしていくのかという、そういった考え方を教えていただ

きたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  将来の予測とか、そういうことは申し上げられませんが、先ほどから申

しますように、行政としては、法律に従ったことを厳に守っていくという姿勢でございます。そ

の時々の事案について、法律の定めに従って行政を行うということで御理解頂きたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑ありませんので、以上で、議案第５０号から外１１件の質疑を終わ

ります。 

 ここで暫時休憩いたします。再開を１１時３５分といたします。 

午前11時23分休憩 
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癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時35分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案質疑を続けます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１３．議案第６２号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１３、議案第６２号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第

９号）を議題とします。 

 本件につきましては、議長を除く１４名で構成する特別委員会を設置し、審査を行うようにし

ておりますので、質疑については委員会でお願いします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．議案第６３号～日程第１８．議案第６７号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１４、議案第６３号から日程第１８、議案第６７号まで５件を議

題とし、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑ありませんので、これで議案第６３号外４件の質疑を終わります。 

 以上で、議案に対する質疑を終わります。 

 これより委員会付託を行います。 

 議案第５０号から議案第６１号まで及び議案第６３号から議案第６７号まで１７件を、タブレ

ットに配信しております議案付託表のとおり、それぞれ所管の委員会に付託します。 

 お諮りします。議案第６２号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）は、議長を除く

１４名で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６２号については、議長を除

く１４名で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、議長を除く１４名を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。したがって、議長を除く１４名を予算特別委員に

選任することに決定いたしました。 

 今定例会における予算特別委員会の正副委員長につきましては、議会運営委員会で協議し、総
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務文教厚生常任委員の中からとし、委員長に山口欽秀議員、副委員長に市山繁議員と決定いたし

ましたので報告をいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１９．陳情第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１９、陳情第１号大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の設置

についての陳情を議題とします。 

 ただいま上程しました陳情第１号については、タブレットに配信の陳情等文書表のとおり、総

務文教厚生常任委員会へ付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．議案第６８号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２０、議案第６８号損害賠償の額の決定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本議案につきましては、教育次長に説明をさせますので、よろしくお願

いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  塚本教育次長。 

〔教育次長（塚本 和広君） 登壇〕 

○教育次長（塚本 和広君）  議案第６８号損害賠償の額の決定について御説明申し上げます。 

 次のとおり、損害賠償の額を決定することについて、議会の議決を求めるものでございます。

本日の提出でございます。 

 １、損害賠償の相手方は壱岐市芦辺町の法人。２、損害賠償の額、８万９,９９７円でござい

ます。３、損害賠償の理由でございますが、令和４年９月２９日午前９時３０分ごろ、壱岐市芦

辺町内の小学校の学校園において、学校職員が除草作業を行っていたところ、刈払い機の刃に当

たった小石が道路を挟んだ向かい側の駐車場に止めてあった損害賠償の相手方の法人車両のリア

ガラスに当たり損傷させたものでございます。 

 提案理由でございますが、損害賠償額の決定については、地方自治法第９６条第１項第１３号

の規定により、議会の議決を経る必要があるためでございます。過失割合は、事故状況から相手

方に過失がないとの保険会社の裁定を受け、壱岐市が１０割となっております。 

 今後、このような事故が発生しないよう、作業中の安全管理を徹底するよう指導したところで

あります。 

 以上で、議案第６８号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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〔教育次長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑ありませんので、これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案第６８号については、総務文教厚生常任委員会へ付託しま

す。 

 ここで、議案配付のため、暫時休憩いたします。再開を１１時５５分といたします。 

午前11時41分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時55分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２１．同意第６号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２１、同意第６号壱岐市副市長の選任についてを議題とします。 

 ここで眞鍋副市長の退場を求めます。 

〔副市長（眞鍋 陽晃君） 退場〕 

○議長（豊坂 敏文君）  提案理由の説明を求めます。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  同意第６号壱岐市副市長の選任について御説明申し上げます。 

 本案は、壱岐市副市長眞鍋陽晃氏が令和４年１２月１７日をもって任期満了となるので、引き

続き、同氏を壱岐市副市長に選任したく、地方自治法第１６２条の規定により、議会の同意を求

めるものでございます。 

 なお、同氏の経歴につきましては、裏面の略歴を御参照願います。 

 御審議賜わりまして、御同意いただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略し

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、本件については、委員会付託を省略する
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ことに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから同意第６号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は、これに同意す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、同意第６号壱岐市副市長の選任については同意

することに決定いたしました。 

 ここで眞鍋副市長の入場を許可いたします。 

〔副市長（眞鍋 陽晃君） 入場〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、明日１２月１４日、水曜日、午前１０時から開きます。 

 なお、１４日、１５日の２日間は一般質問となっており、計９名の議員が登壇予定で、壱岐市

ケーブルテレビ、壱岐ＦＭにて生中継いたします。市民の皆様におかれましては、御視聴いただ

きますようよろしくお願いします。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午前11時59分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 
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午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、一般質問を行います。 

 質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いいたします。 

 それでは、質問順位に従い、１１番、小金丸益明議員の登壇をお願いします。 

〔小金丸 益明議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１１番 小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。久しぶりに登壇させていただき

ます。 

 今回は、し尿及び生活雑排水の排水事業について、郷ノ浦町と石田・芦辺町の利用料の格差に

ついてお尋ねをしていきまして、できれば、是正をお願いしたいという気持ちで、進めさせてい

ただきたいと思います。 

 実は、平成２４年の１２月会議、ちょうど１０年前に白川市長とこの場でバトルをいたしまし

て、５０分を過ぎて当時の市山議長から注意を受けるほど熱を帯びた討論をいたしましたが、以

来、全く進展がない事項でございまして、合併に起因する、私は、市政の重要問題じゃなかろう

かと位置づけております。 

 しかしながら、今日考えてみますと、議員の中で、１５名の中で漁集もしくは公共下水道に加
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入しておるのが３名だけという、まあレアケースといえばレアケースのような状況でありまして、

なかなか議会でも大きな問題にならないのは、こういう状況もあるのかなとは思っておりますが、

市長の胸を借りて、頑張ってやりたいと思います。 

 今年の世相を表す漢字は「戦争」の「戦」、「いくさ」という字でございました。この問題に

ついては、今日でこの闘いを終わりたいと思いますので、市長もぜひ、腹を据えて御答弁を頂け

ればと思います。 

 また、元禄１５年、１７０２年、今から３２０年前は赤穂浪士の討ち入りの日でございます。

本懐を遂げた日でもあります。私も１０年来の本懐を今日成し遂げたいと思っておりますので、

ぜひ、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 先ほどから申しますように、同じ生活雑排水、そしてし尿を処理するというのに、公共下水道

と漁集の使用料は違うということは、歴然とした事実でございます。 

 また、県下全域を見ましても、合併が進む過程においては、ほとんどの市町村でその処理料の

格差がございまして、１０年前調べたときには、全ての市町村で癩癩まあ、「市町」ですね。も

う村はなくなっておりましたので。全て調整中というような、備考欄に載っておりました。 

 ですから、県下処理の状況は、「公共下水道」、「農業集落排水」、「漁業集落排水」で、

「コミュニティプラント」といって、何軒か集まったところに共同で浄化槽を設置して浄化槽の

共同使用というようなところと、もう一つは「小規模排水」という、これもあんまり変わらんよ

うな状況だろうと思いますが、県内では、そういう５種類の排水事業を行われているところでご

ざいます。 

 県下、見ましても様々な料金体系でございますが、壱岐市の場合は、そのうちで「公共下水

道」、そして石田・山崎、芦辺・恵美須、瀬戸浦・芦辺浦にまたがる「漁業集落排水整備事業」

というのがありまして、その２つの事業の使用料が違うという格差がずっと、引っ張ってこられ

ております。最近は、やはり住民の方も気づかれまして、どうかせにゃいかんというような声も、

多々、耳にするようになっております。 

 そこで、私だけではなく、合併当初、郷ノ浦町の立石議員、そして二、三年前には山内議員も

取り上げて是正を求めておりましたが、なかなか、遅々として進まないような現状でございます。 

 まず、お尋ねいたしますが、現在の下水道、漁集を、プールして結構ですけども、運営状況、

加入状況、そして現在、行政が抱えておるこの問題についての認識を、まず、お知らせいただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  小金丸益明議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  皆さん、おはようございます。では、１１番、小金丸議員の御質問



- 66 - 

に、通告書に沿って、お答えをしたいと思います。 

 まず１つ目の、公共、漁集の料金格差の現状と課題認識はという御質問についてでございます

が、議員御承知のとおり、現在、本市の下水道事業は、国土交通省所管の公共下水道事業、郷ノ

浦町の北部処理区・中央処理区と、農林水産省所管の漁業集落排水整備事業３地区、石田町の山

崎地区、芦辺町の恵美須地区、瀬戸・芦辺地区があり、平成１６年度の合併から現在まで、事業

継続中ということなどから、合併前からの異なる使用料としてきたところです。 

 その下水道使用料につきましては、芦辺町・石田町の漁業集落排水整備事業、使用料が現在

５トンまで基本料が６４０円、超過料金が２４０円であり、水道料と同額の設定に対しまして、

郷ノ浦町の公共下水道使用料が基本料金で約８割の５２０円、超過料金で約７割の１６８円と、

郷ノ浦町の下水道使用料が芦辺町・石田町の漁集の下水道使用料よりも安価となっております。 

 このことにつきましては、令和元年９月議会の議会答弁のとおり、令和２年度に全ての下水道

事業が完了したことから、その制度維持期間の３年間を経過した令和６年度の料金統一に向けた

改定をめどに、多角的に調査・検討をいたしております。 

 次に２つ目の、公共、漁集における直近の加入率はという御質問でございますが、令和４年

３月末現在で、公共下水道事業供給開始区域の戸数が１,７１８戸、うち接続戸数が９９５戸で、

接続率が５７.９２％、漁業集落排水整備事業供用開始区域の戸数が９９７戸、うち接続戸数が

５３９戸で、接続率５４.０６％となっております。 

 ３つ目の、公共、漁集における利用料収入と繰出金の状況はという御質問でございますが、ま

ず利用料収入は、令和３年度決算で、公共下水道が約４,０９０万円、前年度比１.５７％増、漁

集で２,７７０万円、前年度比１.５５％の増であります。 

 次に、一般会計からの繰出金につきましては、公共においては令和３年度決算で約１億円、漁

集では約７,０００万円となっております。このうち基準外繰出金が、公共で約２,７００万円、

漁集で２,１００万円であります。 

 国の指導により、令和６年度には公営企業会計への移行を目指す中にあっては、下水道事業の

経営は汚水処理費を全て下水道使用料で賄うこととする「独立採算の原則」に基づき、基準外の

繰入れを抑制すべく、補助事業を活用しながら、下水道インフラ設備の適切な時期の更新・修繕

を推し進め、維持管理費の削減に努めるとともに、使用料の改定並びに使用料確保のために、積

極的に個人加入推進等に努め、経営の健全化を図りたいと考えております。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  小金丸議員。 

○議員（１１番 小金丸益明君）  今、建設部長から概略の現状を説明頂きましたが、まあなかな

か、その格差是正についてそのままの状態であるというのが顕著になったと思います。 
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 今の説明に少し補足的に説明いたしますと、説明のとおりですね、公共下水道については基本

料金５２０円、漁集は６４０円という差で、そこに１２０円の差があります。超過料金について

は、２４０円と１６８円で、３割、約水道料の７割で郷ノ浦は徴収をされております。大体、使

用量が２０トンが平均値だとお伺いしておりますが、２０トンで調べたときに、郷ノ浦はそうい

う料金体系でございますから公共の場合２０トン使用して３,０４０円、漁集の場合は４,２４０円

となっており、そこだけで、２０トン、平均的な家庭の使用量だけでも１,２００円、月に変わ

ってくるというような現状がございます。 

 合併当初から格差が生じておるということでちょっと触れさせていただきますが、そういう料

金体系の下でですね、もし郷ノ浦が漁集並みの料金だったら、反対に漁集が郷ノ浦並みの料金だ

ったらということで、ちょっと計算をしてみました。 

 北部は、郷ノ浦町の北部処理区においては、平成１０年４月１日に供用を開始されて２４年が

経過いたしております。もし、漁集並みに高い料金であったときに郷ノ浦は、北部においては

３４万５,６００円が安かったと。２４年間でですね。 

 次に、芦辺町の恵美須、平成１１年４月に供用開始されて２３年が経過しております。ここが、

３３万１,２００円、公共に比べて余計に払っておると。山崎が、平成１６年４月供用開始、

１９年経過。２１万３,６００円、公共に比べて余計に払っておると。 

 ここまでは、４町時代、郷ノ浦町と芦辺町ですが、平成１６年３月１日に合併が成立しまして

「壱岐市」となりまして、郷ノ浦町中央処理区が、平成１８年５月に供用を開始して１６年が経

過しており、２３万４００円の安く上がっておると。 

 瀬戸浦が、平成２０年４月供用開始で現在１４年経過。２０万１,６００円、高く払っておる。

芦辺浦が、平成２３年５月供用開始で１１年経過で、１５万８,４００円、公共より高く払って

おると。 

 いずれもですね、もう、負担金１５万円払った地域と、加入助成金を頂いた地域癩癩１０万円

頂いた地域が、もう過不足なく、もうかっておるわけです。負担したところは料金で安くなって、

漁集に比べりゃ支払いが安く済んでおると。漁集も、１０万円もらったけども、それを支払って

ももうかっておるというような状況がもう発生しております。大体、負担金を取る郷ノ浦町と、

加入助成金を支払った石田町・芦辺町について、それもネックの１つだったろうと思いますが、

もう、現在となれば、料金格差でもうペイしとるような状態で。ペイどころかもう……、もうい

いんじゃないかと、もう。というような状況になっておりますから、あえて、今、是正に踏み込

むべきと思っております。 

 また、県内の状況を見ますと、公共下水道で最高値、一番高いところが松浦市で、これは

２０トンベースですけども、松浦市が県内で一番高くて３,４１０円。壱岐市が一番癩癩すみま
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せん。最低値は南島原市で２,７５０円という状況でございます。 

 公共の下水道の平均値が３,０８０円、壱岐市は３,０４０円ですから４０円、平均値より

４０円安くなっております。 

 また、漁集に関しまして、一番安いのは２,４６１円の佐世保、一番高いのが壱岐市でありま

して４,２４０円となっております。まあ平均でも３,３５０円程度になるかと思っております。 

 そのように、現在の漁集の料金、水道料金をそのままスライドさせた料金が、県下で群を抜い

て一番高い使用料になっていることを、まずは御理解を頂きたいと思っております。 

 そして、冒頭申し上げましたように、県内各市、合併当時は、処理の種類によって利用料が変

わっておりましたが、現在では、松浦市と南島原市のみが処理料が統一されていないということ

で、あと県内は全部、統一されております。南島原市におきましては、３,０３０円から

２,７５０円の間でばらつきがあるというぐらいで、壱岐市の料金とは比べ物にならないような

状態であります。よって、今説明したとおり、４,０００円を超すところは県下で全くないよう

な状態でありますので、これも御理解を頂きたいと思います。 

 こういう状態でですね、ぜひ、何とか、是正、料金改革をしないといけないと、強く、思うわ

けでございますが、もう２番目のほうに行きますけども、料金を統一すると。住民にとっては漁

集も公共下水道も全く関係ないと。し尿、そして生活雑排水を同じように処理していただいてお

りますから、その国土交通省であれ農水省であれ、所管する省庁は違っても、住民は全く関係な

いと。料金の統一について住民は異論はなかろうと思っておりますし、今申し上げましたように、

加入金そして加入負担金と助成金をもうペイしたような今状況ですから、住民に分かりやすく説

明されてですね、料金統一を図られるべきと、思っております。 

 しかし、先ほど申しましたように、当初の加入金を頂いた郷ノ浦町については、やはり、心情

的に、払っておるということと、芦辺町・石田町についてはもらっておるということで、スター

トラインが違うということも考慮しなければいけないと思いますので、私の暴論かもしれません

が、郷ノ浦町が負担した加入金については全て返すということで決断を頂けないかと思うわけで

す。それも、まあ、さっき増田部長が言われました加入件数を掛ければ相当な金額になろうかと

思いますが、どこかで決断しないと、この問題は永遠と続くんじゃなかろうかと思っております。 

 ですから、まずは、料金統一をするかしないか。その方策としては、加入金を返還すべきと。

まあ、交付した石田町・芦辺町の１０万円を返せというわけにはなかなかいかんと思いますから、

市が頂いたほうの金を返して、料金統一の足がかりをつけるということで提案したいと思います

が、まず、いかがでしょうか、御答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 
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○建設部長（増田  誠君）  公共下水の加入金の金額返還で市内の料金統一を急ぐべきではない

かという御質問でございますが、まず、現在までのそれぞれの事業について少し説明をさせてい

ただきます。 

 まず、公共下水道事業ですが、都市計画法第７５条第１項に「国、都道府県又は市町村は、都

市計画事業によって著しく利益を受ける者があるときには、その利益を受ける限度において、当

該事業に要する費用の一部を当該利益を受ける者に負担させることができる」となっていること

から、１つの公設桝につき一律１５万円の受益者負担金を、平成１０年度より現在まで、約

９,０００万円徴収しているところでございます。 

 それに対しまして、漁業集落排水整備事業ですが、供用開始後３年以内に加入した場合に限り、

促進助成金として一律１０万円並びに配管助成金として１メートル当たり３,０００円か工事費

の３割の安いほうを助成しており、２つ合わせると約２５万円程度の不均衡が生じている現状で

ございます。 

 ただし、先ほど説明頂きましたとおり、公共下水道のほうが使用料金が低額であるため、年数

経過により、不均衡についても一部相殺され、使用条件によっては相殺以上となる場合もありま

す。 

 使用料金不均衡の是正、また県内の他の市町においても料金統合が進んでいることなどから、

料金統合に向け、公共下水道加入金返還を含めて、幅広に検討し、早期に改定案を取りまとめて

まいります。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  小金丸議員。 

○議員（１１番 小金丸益明君）  まあ、返還を含めて早期に対応するという返事ですけども、ま

あ１０年前より相当踏み込んだ御返事を頂いたものと思いますけども、もうちょっと踏み込んで

もらわな困ると思いますけども。 

 今、増田部長の話では、都市計画法に基づいて、都市計画区域を指定して、多くの受益者負担

を取っておったというのが郷ノ浦町の施策ですよね。 

 しかし、受益者負担は「取らなければならない」というような法律じゃなくて「取ることがで

きる」というような条文だと思いますから、それをいつまでも引っ張りよったらですね、全く解

決策にならないと思いますから、議会の了承が得られるなら、もらった９,０００万円を全てお

返ししていいんじゃないかと思います。 

 しかし、郷ノ浦町については、現在は水道料の７割ですから、応分の負担をあげるということ

は条件にしなければなりませんし、増田部長が冒頭言われましたように、令和６年４月１日の料

金統一に向けて進んでおるということですから、猶予なくですね、令和６年の４月１日からは島
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内の料金を一律にするというような強い決意を持って進んでいただきたいと思いますし、先ほど

県下の状況、利用料を申し上げましたように、４,０００円を超すところはないわけです。どん

な小さな島、小値賀にしても、長崎市にしても、佐世保市にしても。三千七、八百円が上限です。

私も、返還して、水道料金に合わせて郷ノ浦町も値上げしてもらえばいいじゃないかと短絡的に

考えておりまして、調べておりましたらそういう状況で、これだったら、水道料金を真面目に払

うことは、ちょっと難しいんじゃないかと。まあ水道事業を考えれば当然のことでありますが、

下水道事業だけを取り切って考えれば、もうちょっと値引きするべきじゃないかという結論に達

しました。 

 また、水道蛇口をひねって、宅内で水道を流して下水に入る分が１００％じゃないわけです。

家の清掃、庭の庭木に水かけ、車の清掃等々、全部が下水管に入っているわけじゃないというこ

とも考慮の必要があろうかと思います。 

 だったら、９割程度、水道料の９割程度でどうかということで試算しましても、それでも高い

わけです。２０トンベースで考えるときに、県下にしても高値に張りつくということで考えてみ

ましたら、令和３年度の、令和３年の癩癩３年度ですかね。利用料の調定額から算出しましたら、

公共事業の利用料の調定額が４,２２３万９,０００円余り、漁集が２,８６２万７,０００円余り

が利用料の調定額です。まあ調定額ですから収入額じゃありませんが、担当者に聞きますと、大

体調定額並みの徴収率があるということですから、まあ、これでよかろうと思いますが。 

 これを、もし水道料の８割にしたときには、この調定額の２割引きになるわけです。計算しま

したら、現在の調定額総額が７,８６６万円余りになっとる、令和３年度がですね。それで

８０％ぐらいにすれば、６,９００万円余りになって、約１５０万円程度しか変わらんわけです、

利用料の調定額の差が。減額になりますけども。８割で。ですから、１６０万円ぐらいの現状と

の差であれば、８割ぐらいでも筋が通るんじゃなかろうかと。そして、県下でも高いほうにはな

りますが、まあそこぐらいは、利用者も考慮して、支払うべきじゃなかろうかという、私の、個

人的な、考えに至ったわけです。 

 まあ１５０万円ぐらいなら、どこかで何とか捻出できるんじゃないかと思いますし、利用料ば

かりに目を向けるようじゃなくてですね、やはり、加入者を増やさないかんということは念頭に

置かなければならないことと思っております。今でも、下水道、公共そして漁集にしても、管路

が整備されておっても加入されておらんところがもう半分以上です。半分ぐらい、どちらもいら

っしゃいますから、料金の高値も原因の１つだろうと思いますから、この際８割ぐらいまで抑え

て、加入率のアップに、促進に市としても取り組むべきじゃなかろうかと思います。 

 それについての見解もお願いしたいんですけども、一方、下水ばかりでは、片落ちしますから、

より個人所有になりますけども、合併浄化槽の設置に対してもですね、どんどん推進するような
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施策ももっと取るべきじゃなかろうかと。そして、個人的な生活環境の向上にはつながりますが、

何より港、漁場そして水田等の水路等の環境の向上にもつながりますから、下水道と同様に、合

併浄化槽の設置推進にももうちょっと力を入れていただければと思います。 

 その料金の全額支払いと水道料の８割で、本懐を遂げさせていただけないでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。（発言する者あり） 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  小金丸議員の下水道事業に対する御質問にお答えいたします。 

 １０年前、議論したと。１０年間、何も進まなかったということについてはですね、私も反省

をいたしておるところでございますけれども、先ほど部長が申しましたように、令和２年度に全

ての下水道事業が完了いたしましたので、３年を経過した令和６年度の料金統一、これはですね、

もう、絶対しなければならないと考えておるところであります。 

 そういう統一、料金統一の期限を定めた上で私は様々な判断をしなければならないと考えてお

りますけれども、これまで１０年間、これまで私の気持ちが定まらなかったのはですね、やはり

加入者が、やはり、同一時期の加入者じゃないということで、どうしたら一番皆さんに公平にな

るのかということを考えて、途中では、やはり個々に料金を計算すべきじゃなかろうかというこ

とも考えた時期もありました。 

 しかしながら、ここに至って、やはり、令和６年度の料金統一に向けた改定をするというため

には、やはり、議員御提案の、加入料金はお返しすることも含めてですね、検討しなければいけ

ないというふうに考えております。また、助成金を渡したところについては、先ほど来いろんな

計算を小金丸議員にしていただきました。そういったことで相殺をしたいと思っておるところで

あります。 

 しかしながら、これについては、御存じのように、議会の皆様、そして市民の癩癩加入者の皆

様方のですね、御理解を頂かなければ、進められないということでございますので、ぜひとも、

こういう方針で、令和５年度については議会の皆さんとの御相談、そして加入者の皆様への御説

明をしながら、この令和６年度の料金統一に向けた方向で進んでまいりたいと思っております。 

 そういった中で、先ほど来質問があっております、加入者を増やすということ、そのことにつ

いても、御提言があったように、やはり使用料の低廉化もその加入促進につながるんじゃないか

ということでございますし、壱岐は県下でも高いほうだということでございますから、そういっ

た料金の低廉化に向けても議論をしなければいけませんけれども、やはり一方で、これは経営と

いうことがございますから、そういったことも含めて、いろんな面から検討をしてまいりたいと

思っております。 

 また、全体的な合併浄化槽の設置推進についてもですね、力を入れてまいります。 
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 結論をまとめてちょっと申しますと、令和６年度の料金統一に向けた方向で進むということが

一つ、それから、そのためには加入金の返還あるいは下水道使用料の減額といいますか割引とい

いますか低廉化、そういったものも総合的に考えて、この令和５年度中に、議会の皆様、そして

加入される皆様方との合意形成を図っていくという方針で臨みたいと思いますので、御理解賜り

たいと思っております。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  小金丸議員。 

○議員（１１番 小金丸益明君）  建設部長の現状認識、課題認識に基づく市長の最後の答弁で、

ある程度方向性は見えたと思いますが、どこかで大なたを振るって解決にぜひ進んでいただきた

いと思いますし、そうすることが加入率のアップに必ずやつながると思いますから、ぜひお願い

を申し上げて、私の質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

〔小金丸 益明議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、小金丸益明議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩を行います。再開を１０時４５分とします。 

午前10時35分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時45分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、４番、山口欽秀議員の登壇をお願いします。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ４番、山口欽秀が一般質問を行います。 

 まず、１番目に、市長の政治姿勢について問います。 

 初めて市長と１対１で討論できること、楽しみにして準備してまいりました。 

 では、子ども・子育て会議が８月８日と１０月１８日にありました。私やマスコミの記者等が

傍聴を求めましたが、許可されませんでした。この対応について、その後、市長にこの傍聴を許

さなかったのは壱岐市自治基本条例違反であるのではないかと、こう問いました。しかし、市長

は違反と認めませんでした。 

 そこで、今回の一般質問で改めてお聞きします。 

 壱岐市自治基本条例には、本市における自治の基本原則及び市政運営に関する基本的事項とし
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てあるんだというふうに言っております。 

 その条例の１８条には、市長等は、原則として附属機関の会議を公開するものとあります。市

長は、この壱岐市自治基本条例の制定の折に、自治基本の憲法に当たるんだとこのようにも言わ

れております。傍聴を認めなかったのは自治基本条例違反していると考えます、この点で。まさ

に認めないとすれば、これはまさに民主主義の後退を意味する重大な行為だと考えておりますが、

市長のお考えをお答えください。 

 ２つ目には、最初の市長選挙に市長が立候補されたときには、公平・公正・公開の市政を目指

すと市民に訴えられたそうでありますが、この公平・公正・公開の市長の政治的構え、姿勢は今

も変わりないのでありましょうか、市長のお考えをお答えください。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口欽秀議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  ４番、山口欽秀議員の御質問にお答えをいたします。 

 子ども・子育て会議を傍聴させなかったことは、壱岐市自治基本条例に反すると考えるがとい

うこと、そして、今も公平・公正・公開の市政を目指す考えは変わらないのかという２点の御質

問でございます。 

 結論から申しますと、御質問の子ども・子育て会議を例外的に非公開したことに関しては、何

ら壱岐市自治基本条例に反するものではないと認識をいたしております。 

 御指摘のように、壱岐市自治基本条例第１８条第２項において、原則として附属機関等の会議

を公開すると規定されております。この規定によりまして、附属機関であるこの壱岐市子ども・

子育て会議においても、原則として公開されるものでございますが、取り扱う案件及び会議の内

容において、個人が特定されることで個人に不利益または自由な発言が損なわれる可能性等が考

えられられる場合や、審議、検討、協議に関する過程にあって、意思決定の中立性が不当に損な

われるおそれがある場合などは、それぞれの会議の判断において例外的に非公開とすることも想

定されることは、これまでも御説明をしてまいったところでございます。 

 次に、公平・公正・公開の市政を目指す考えは変わらないかといった質問でございます。 

 私は、壱岐市発足の際の市長選挙において、公平・公正・公開を目指すことをお誓いし、市長

選挙にチャレンジいたしました。その後、４度にわたり市長選挙に出馬し、そのたびに市民皆様

の信託を受け、市政の運営に努めてまいりましたが、公平・公正・公開を目指すというその気持

ちは、今なお不変であり、私が市長として任に当たる際の根幹であります。 

 そうした中で、子ども・子育て会議をはじめとする各附属機関等の会議については、自治基本

条例第１８条に、原則として公開すると規定しておりましたが、取り扱う案件や会議の内容にお

いて、壱岐市情報公開条例第７条に規定する個人や法人に関する情報が含まれる場合など、原則
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公開に対する例外規定に該当する場合もございます。 

 ９月会議の一般質問において申し上げておりますが、委員長判断により今回の会議を非公開と

されたことについては、原則公開に対する例外の場合であると捉えておりまして、このことが自

治基本条例に抵触するものとは考えておりません。 

 なお、附属機関の会議の公開については、それぞれの附属機関の要綱等に定めがある場合はそ

れにのっとって行うこととなりますが、子ども・子育て会議のように会議の公開・非公開につい

て、要綱等に明確な定めがない場合、自治基本条例の原則によることとなります。 

 しかしながら、今回のように公開とするか非公開とするか迷うことも想定されることから、

９月会議において例規の整備を行う旨、総務部長が答弁申し上げたところでございます。 

 そこで現在、壱岐市附属機関等の設置及び運営に関する要綱を定め、それぞれの附属機関の要

綱等に別に定めがある場合を除き、ただいま申し上げました壱岐市附属機関等の設置及び運営に

関する要綱の規定に基づき、会議の公開または非公開を判断することといたしております。 

 議員御指摘のとおり、壱岐市自治基本条例は、第２条に規定しておりますとおり、本市におけ

る自治及び市政運営の基本的な事項に関して、最も尊重すべき条例であり、市民、市議会及び市

長等は、この条例の趣旨を最大限尊重しなければならないものでございます。 

 また、この条例には、それぞれの立場での権利・責務等についても規定しており、まさに公

平・公正・公開を旨として自治基本条例の規定に基づき、市民を主体としたまちづくりの実現を

目指してまいります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  違反ではないというふうに言われましたが、まず１点目、原則公

開とするとしているけども、例外があるんだというふうに市長は主張され、その例外の根拠を今

るる言われました。 

 じゃあ、具体的にお聞きします。今回の８月８日と１０月１８日の子ども・子育て会議が、ま

さにその例外に当たるという、そういう議題であったのか。今回の議題は壱岐市が進める認定こ

ども園の建設に当たって、へき地保育所の今後の在り方を検討する、そういう内容でありました。

こういう内容に対して、今言われたような例外規定が当てはまる、まさに市民に公開すべき議題

をそのように例外として傍聴を許さなかったというふうに当たるのではないかと考えますが、い

かがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  まず、子ども・子育ての在り方について、壱岐市子ども・子育て会議に

諮問したということでございます。 
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 そういった中で、私はこの子ども・子育ての方法について、子ども・子育て会議に諮ったいう

こと自体が、私はまさに公正であると考えております。 

 こういったことを自分の判断でもってすることができないということを判断いたしまして、子

ども・子育て会議に広く意見を求めたわけでございます。まず、そのことを１点申し上げます。 

 そして、その子ども・子育て会議の中身について、私がそれは公開しなさいよとかこうしなさ

いよとか指示をすること自体、私は公平ではないと、公正ではないと思っておるわけです。 

 ですから、その子ども・子育て会議に諮った内容について、それを公開すべきかすべきじゃな

いか、それはやはりあくまで委員の皆様、委員長の考え方に基づくものであって、私がその会議

の在り方を指示するということはまずあり得ません。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  結果論としての市長のこの傍聴をさせなかったことに対する判断

を伺っているんです。 

 今言われたように、原則であるから例外として云々と言われた。その例外がまさにこれに当た

ると傍聴させなかった、その根拠、しっかり答えてください。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  私が言っていることを御理解いただけなかったようでございますが、子

ども・子育て会議の在り方あるいはその内容について、私が公開しなさいよとか、この内容は公

開すべきではないかとか、そういう口を挟むこと自体、それ私は許されないことだと思っていま

す。 

 子ども・子育て会議にどうでしょうかと諮っておるわけですから、そこは委員の皆様、委員長

の御判断に任せる。そのことが私は当然であって、その出た結果について、私がそれはおかしい、

おかしかったんじゃないかとか、そういうことを申し上げることはできないということを申し上

げております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  子ども・子育て会議の傍聴をできなかったこと、その後について

私は市長にこの傍聴はどうだったのかと、本当に自治基本条例に違反しているというふうに考え

られないですかと問いたときに、市長は今も反しないと言われた。 

 つまり、この２つの会議の内容がまさに後で、どうのこうの言われますけども、結果的にこの

会議が終わっているわけですから、会議の内容からして、自治基本条例に違反することのない会

議で傍聴を許す、そういうるる言われた会議だったから、この２つの会議の傍聴を認めなかった

のは正しいと、そういうふうに言われるのかと聞いているわけです。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 
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○市長（白川 博一君）  議論がなかなかすり合い、ぶつかり合いませんけれども、先ほど来申し

上げますように、原則公開するということ、絶対公開ではないわけですね。 

 そういった中で、話された内容、そしてまた、公開・非公開とすることを委員長あるいは委員

さんが決められたこと、恐らく私は中立的に活発な議論がなかなか発言が出ないというような、

そういった例えばですよ、そういう判断を委員長がなされば、それは傍聴を許さないということ

になるかと思います。 

 それはあくまで委員長の判断でございまして、私がそんな判断おかしいじゃないかとか、その

結果として、何であのとき会議を傍聴させなかったのですかとか、そういうことを私は言える立

場にはございません。それはぜひ理解いただきたい。 

 それをもし私がそういうこと言うなら、全くいろんな附属機関に意見を求めることはできない

ということを御理解いただきたいと思っております。 

 ですから、これは自治基本条例に私は反したものではないと、今でも考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今の市長の答えからいくと、その所管の委員長が傍聴を認めなか

ったら公開にならない、これが一つの例外だというふうに言われるわけですね、まずこれ確認。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  先ほどの答弁の中で申し上げましたように、その設置要綱に公開する、

非公開するということが明記されていないものについては、今回制定をいたしました壱岐市附属

機関等の設置及び運営に関する要綱、これに基づいて判断をするということになります。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今回の件について伺います。子ども・子育て会議の委員長が判断

したから傍聴を許さなかったのは、この原則公開に当てはまって正しいと、こういうことですね。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  正しいということではなくて、抵触しないと考えているということでご

ざいます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  では、お聞きします。傍聴には、議案によって賛成する人、反対

する人、市民いろいろ参加をいたします。 

 市長は、例外の一つの理由に、参加させると本当のことが言えないんだというふうに、その意

見を受け止められています。で、市民やマスコミが参加して、様々な審議会の意見を聞き取って

市政に声を上げる、参加するということは必要なことだと、そのようなことはこの自治基本条例

の中に書いてある原則だと、自治の原則だと思うわけです。 
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 じゃあ、この自治基本条例をつくられた市長自身が、この原則公開だというふうにされた理由、

その理由はいろいろ原則だけど例外があるよとか、そもそも言いたいことが言えないんだから傍

聴できないんだ、そのようなことを認めるような前提があって原則公開ということが自治基本条

例に入ったわけはないと思うんですが、その点どのような考えでつくられた自治基本条例なんで

すか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  前段の自由な発言ができない、中立的な発言ができないということを判

断したのかというようなことでございますけど、それは例えばと申しました、例えばそういう状

況もあったのではないかと言いました。そのことがあったと申し上げているわけではありません。

例えばそういう判断もあったのではなかろかという推測で申し上げたところであり、委員長の判

断として、申し上げたところでございますので、どうぞ御理解をいただきたいと思います。 

 また、自治基本条例をつくった立法趣旨といいますか、原則公開だと、それはもうまさに、先

ほど来何度も申し上げましたように、この自治基本条例をつくったものというのは、やはり市民

の皆様方の御意見等々も含めて、よりよい行政を進めるためにつくった条例でございます。 

 先ほど来申し上げますけれども、そういった附属機関について、公開・非公開というふうに委

員長あるいは委員様方が迷われるということでございますから、今度の子ども・子育て会議もそ

うであったように、そういった迷いをなくすために先ほどから何度も申し上げておりますが、今

回、壱岐市附属機関等の設置及び運営に関する要綱を定めて、その要綱に基づき、公開・非公開

の判断をしていただくというふうにしたところでございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今の市長は、設置要綱を決めて今後こういうことが起こらないよ

うにするというふうに言われますが、そもそも壱岐市自治基本条例は憲法だと、最上位にある最

高規範だというふうに言われている。それに従う様々な条例や設置要綱をつくるべきであります

から、今の説明は逆転、それはあってはならない。まず、自治基本条例に沿ったことを求めたい

と思います。 

 もう一つ、この自治基本条例はやっぱり原則公開ですので、例外を広げてはならない、そう思

います。この場合、様々な意見が言えないから、そういう前提があったら反対、賛成様々な市民

の意見、それから報道機関もこの会の傍聴を許されなかったわけですから、そういう公平な報道

も市が許さなかったと、こういう汚点です。 

 そして、ましてや委員長の判断に口を挟む権限は私はないんだと、まさに言われますが、附属

機関の委員長はそんな権限はないと思うんですね。まさに自治基本条例にのっとれば、市長の責

務は、市長は、市の代表として、指導力を最大限に発揮し、公正かつ誠実に、また、総合的に市
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政を運営するというふうに書かれております。 

 じゃあ、このような市長の指導力というのはどこに生かされるのでしょうか。まさにこの場面

ではないでしょうか。委員長が公平・公正な扱いをしたかどうかをしっかり審議会の中身、経過

を見て判断されて、今後指導すべき点であると思います。 

 公正は扱いが公平である、公平は偏らなく平等である、こういうことであります。扱いが公平

ですか、今回の場合、子ども・子育て会議に賛成、反対様々な意見のある人をやっぱり傍聴させ

る。公平、偏らずに市民を扱う、こういう市長の責任があるというふうに考えますし、その指導

力を発揮するのが市長の責務というふうに書いてありますが、その点で委員長に判断を口挟む権

限はないというのは、全く理にかなわない、自治基本条例違反の立場だと考えますが、いかがで

すか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  根本の考え方が山口議員と私は違うようでございますので、なかなか議

論がかみ合いません。 

 まず、原則というのは例外があるんです。それを私は例外を広げるよと言ってはおりません。

迷うときは公開・非公開を判断をする基準をあえて今回制定をしたところでございます。より正

しい判断をしていただくように要綱を制定したところでございます。 

 また私は、いろんな附属機関の会議の委員長さんにこうしなさいとか、そういう指導をする、

これは絶対あってはならないと私は思っているんです。私が任命をする各附属機関の委員さんは、

その辺の判断を正しく公平に公正に判断をしていただける委員さんを選んでおりますので、私が

そこまで指導して、こうしなさいよというような方を委員には選任をいたしておりません。 

 責任を持ってその任務を果たしていただく、そういった委員さんを任命をいたしておるところ

でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  かみ合わないと言われましたけども、私はこの壱岐市自治基本条

例が、市長が憲法なんだと、最高規範として考えて、市民と議会と市長等が協力して壱岐市をつ

くっていくんだということで決意されて、この基本条例をつくられたと思っております。 

 なおかつ、今条例は、自治の基本原則、市政運営に関する基本事項を定めているわけですから、

とりわけ、市民がどういう権利を持っているか、この基本条例には意見を表明し、また提案する

権利を持っている、情報を知る権利を持っている、このように市民の権利を言っております。 

 この点からいっても、様々な審議会の傍聴で情報を得る権利、委員になれば意見を表明する権

利は保障されているべきであると思います。 

 その一方で、市長の責務は、公正かつ誠実に、これは反対、賛成含めて公正に扱うべきであり
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ますし、市政に対して分かりやすく説明する責任もあります。 

 今回の子ども・子育て会議で諮られたへき地保育の問題も市民の最大の焦点でありました。ど

ういう話合いをしているのか、どういう結論になっているのか等々、市民の関心事に当たるのに

公開をしなかった。これは市長の責務を果たしているとは考えられません。 

 そういう意味で、この自治基本条例に沿ってどうなのかと、そこをしっかり考えられるべきで

はないかと思います。その点で、この自治基本条例に対して委員長が誠実に公正にやらない委員

長であれば、市長の指導責任は当然あってしかるべきだということで、市長の委員長の言うこと

には口を出せないということについては、自らの責任を放棄する態度だというふうに考えます。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  何度も申し上げますけれども、この子ども・子育て会議の今回の決定に

ついては、私は自治基本条例に違反しているとは思っておりません。まず、このことを申し上げ

ておきます。 

 もし、これは違反していると、山口議員がどうしてもおっしゃるならば、明確な根拠を、ただ

自治基本条例は公開となっているのに公開しなかったから違反だということではなくて、私は

様々な事情を判断をして会議は開くべきだということを思っておりますし、その公開・非公開に

ついても、そういったことで判断すべきだと思っております。 

 自治基本条例は憲法と私も申しました。いわゆる壱岐市の行政の憲法と申しました。日本国憲

法だって第９条にはいろんな様々な議論があるんです。やはりその憲法といえども、それぞれに

議論があってしかるべきだと私は思っております。 

 私は、そういった意味で、今回の私の見解は、子ども・子育て会議の判断は自治基本条例に抵

触していないということを申し上げます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  白川市長のお考えは分かりましたが、市民の参加を訴えて、市民

に様々な情報を公開するということをしながら、この自治基本条例は、市民、議会及び市長等が

お互いに理解を深め信頼し合う関係を築くことで、市民の権利を守り、市民全体としてまちづく

りの実現を図ることを目的とするというふうに、目的を第１条に書いております。 

 しかし、今回のような子ども・子育て会議の傍聴を許さないという様々な公開原則、原則公開

というところを例外をつくってやらないのは、この目的を達成するに至らない、やってはならな

い行為だということを重ねて述べて、そして今後、審議会の傍聴は公開を広げていく、このこと

をお願いして、求めて、次の質問に移ります。 

 ２つ目の質問、漁業の課題について質問いたします。 

 壱岐市の基幹産業である水産業、深刻な事態が長年続いております。魚が捕れない、魚の値段
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が安い、燃油の値上がり、資材の値上がり等、漁師の皆さんの生活大変です。コロナ禍の中で一

層その苦境が増しているという現状であります。 

 このような現状の中で、壱岐市は水産業の現状、私がるる言いましたが、どう捉えているのか、

今後どのような支援をしていこうというふうに考えているのか、漁業経営をどう支えるか、その

政策とこれまでの成果等をお聞かせください。 

 ２つ目は、とりわけ深刻な問題として考えているのが、磯焼け対策であると私は思います。こ

の磯焼け対策に対するこの間の取組、るるやられておりますが、これまでの現状と今後の方策を

どう考えているのか、お答えください。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  ４番、山口議員の漁業の課題についての御質問にお答えをいた

します。 

 まず、漁業経営を支える施策についての御質問でございますが、現在の水産業の状況は議員も

今おっしゃったとおり、漁獲量の減少、生産コストの高止まり、高齢化・後継者不足などと併せ、

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、魚価の低迷も続いており、非常に厳しい状況にありま

す。 

 そのような中で、市としましては、国県事業を積極的に活用するとともに、市単独事業におき

ましても、漁業者への支援を積極的に進めてまいりました。 

 これまでの支援策としましては、国の事業の離島漁業再生支援交付金では、各集落に対し漁業

再生につながる取組への支援を行うとともに、新規就業者の漁船リースへの支援、雇用を創出す

るための取組を支援しており、県事業のひとが創る持続可能な漁村推進事業では、新規就業者の

漁業就業実践研修に対して支援を行っております。 

 また、市独自の支援策として、これまで継続して実施しております制度資金貸付けに係る利子

への補助、漁業近代化資金等利子補給事業費、それから漁獲共済掛金への補助の漁獲安定共済事

業、それから漁業者が実施する機器導入及び機関換装に対する補助の漁船近代化機器導入事業、

漁船保険掛金への補助の漁船損害補償事業、漁船の燃油に対する補助の漁業用燃油対策事業、認

定漁業者が実施する機器導入及び機関換装に対する補助の認定漁業者支援事業により、漁業者へ

の支援を行っております。 

 支援策の成果としましては、漁業者への積極的な支援は行っておりますが、水産資源の減少や

漁場環境の悪化による全国的なスルメイカの不漁やクロマグロの資源回復のための漁獲抑制、あ

わせて、魚価の低迷により漁獲量・漁獲高は年々減少しておりますが、これまでの支援策が漁家

経営の改善につながっていると確信をいたしております。 
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 次に、今後の支援策につきましては、これまでどおり、国県事業を積極的に活用するとともに、

市単独事業により、漁業者への支援を積極的に進めてまいります。 

 ２番目に御質問いただきました磯焼け対策の現状と今後の方策についての御質問にお答えをい

たします。 

 まず、磯焼け対策の現状につきまして御説明をいたします。 

 平成３０年度までに磯焼けにより、本市海域ではほとんどの藻場が消失をしており、令和元年

度から本格的に磯焼けの原因と思われる植食性動物の駆除に取り組んでまいりました。 

 これまで３年間のイスズミの捕獲実績は１万９,７２６尾、アイゴの捕獲実績は９,６４１キロ

グラムとなっており、国立研究開発法人水産研究・教育機構に、本市で捕獲していたイスズミ

１尾当たりどれだけ海藻を食べるかを問合せをいたしましたところ、イスズミは魚の体重の約

５％の海藻を食べることとされており、平均魚の体重が３キログラムとした場合に、年間４３キ

ログラム程度の海藻を食べるとの回答でございました。 

 そこで、３年間で捕獲したイスズミが１万９,７２６尾でありますので、年間約８５０トンを

食べることとなります。よって、イスズミ駆除を実施したことにより、約８５０トンの海藻を守

っているのではないかというふうな考えとなっております。 

 あわせて、漁協の垣根を越えた母藻の供給を進めるため、母藻供給ネットワークに取り組んで

おり、壱岐栽培センターでブロック等に海藻の種子を付着させ、市内の各海域へ設置をしており

ますが、自然に再生させるよりは効果は非常に高いと考えております。 

 市として、磯焼け対策に本格的に取り組んで本年度で４年目となりますが、これまでの取組が

着実に実を結び、本市周辺海域で海藻の回復が見られる状況となっており、特に郷ノ浦町漁協管

内では、仕切り網を設置しない場所でヨレモク等の回復が見られ、これまで数年見ることがなか

ったヒジキやアマモの着生が確認をされております。 

 また、その他の漁協管内でも南方系ホンダワラ類の分布拡大が確認をされ、内海湾ではアマモ

の回復が見られ、全体的には小型海藻が回復しており、ウニの実入りもよかったとお聞きをして

おります。 

 特に注目している点は、県内他市の取組では、仕切り網の中だけでしか海藻の回復が確認され

ておりませんが、本市では、仕切り網の外でも広範囲に海藻が回復をしております。 

 このような現状を考慮しますと、本市では、植食性動物の駆除が磯焼け対策として最も有効な

手段ではないかと考えております。 

 また、仕切り網による海藻の保護区も勝本町漁協管内で２か所、箱崎漁協管内で１か所設置さ

れており、植食性動物の駆除により食圧を低減することと併せて海藻を保護し、増殖する取組を

同時に行うことにより、藻場回復効果の向上が図られると考えております。 
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 本年度の知事要望で核藻場となる大規模な仕切り網による藻場再生実証試験区域の設置を要望

し、県知事から前向きな回答をいただきましたので、今後は具体的な場所の選定等について、関

係漁協と協議して前に進めてまいります。 

 今後の方策としましては、これまでの市の取り組んだ磯焼け対策は、本市海域の磯焼け原因等

に合致したものであり、引き続き、イスズミ等植食性動物の駆除を実施することが藻場の早期回

復につながると考えており、さらに効果を高めるため、各漁協や漁業者、関係機関等との協力を

得て取組を進めてまいります。 

 以上でございます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  まず、漁業経営の支援について様々な支援があるということはお

話いただきました。 

 その中で、今の物価上昇の中で、とりわけ燃油の上昇が漁業をかなり負担にしていると考えま

す。で、燃油の支援が令和３年度７月から３月３１日まで、リッター当たり１０円の補助があり

ましたが、令和４年度の燃油の補助というのはどういうふうになっているのでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  ただいまの再質問にお答えいたします。 

 令和４年度も同様に、１リッター１０円の補助を継続いたしております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  燃油は、コロナ前は７０円か８０円ぐらいだったということであ

りましたが、もっと低い時期もありますが、今、１００円を超しているという状況であります。 

 コロナ前も１０円の補助があることがありましたが、この燃油の高騰の状況の中で、観光とか

運送とか様々な分野の補助がある中で、以前と同様の１０円の補助でいいのかどうか。もっと漁

業を推進する意味では、補助が必要ではないかと考えるわけです。 

 漁師さんは、燃料費が高くて、行っても赤字になる。魚が捕れなかったり、魚が捕れても安く

て元が取れないということで、かなり出漁を取りやめると、そういう発想、そういう生活になっ

ております。 

 しかし、漁師の皆さんにとっては、海に出て魚を捕って収入を得なければ生計を支えられない

わけですから、その点でやっぱり燃油の補助を抜本的に、国県も含めてですけども、市も独自に

必要性があると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  山口議員のただいまの再質問にお答えをいたします。 
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 燃油の補助につきましては、漁業経営のセーフティーネットという事業がございます。それに

よって、今現在、これは令和４年７月から９月においては、平均原油価格が８４円ほどかかって

おりますけども、それで補填金が４４円ほど補填がされておりますので、約半額補填されており

ますね。 

 そして、プラス市が１０円ということで、そういったことから、そのうちの半額以上５４円ほ

どの補填ということになりますので、そういったことで燃油に対する補助については、県内の単

価、各市町の取組も考慮しますと、やはり１０円といったこともございますし、そういったとこ

ろとの整合も図りながら、単価についてはそのまま１０円でやっているということでございます。 

 それで、漁業、単価を増やしてやったとして、果たして出漁に行かれるかといったところは非

常に漁業者のところで考えられるところでございまして、非常にそこは難しいところではござい

ますが、私どもとしましては、少しでも経費を抑えるといったことから、漁業用燃油に対しては

１０円を補助するということを継続させていただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  その補填があったとしても、この物価高の中で、燃油だけじゃな

くて様々な資材を含めて、漁師さんの生活に多大な負担がかかっているわけですから、支援をす

る、漁師さんは魚を捕りに出なければ収入は増えないわけですから、やっぱり出るための意欲を

つける、そのための支援としてやっぱり燃油は一つの施策であるというふうに思います。 

 壱岐市の子供の状況をこども家庭課からデータをもらいました。年代ごとに勝本小学校に何歳

の子が何人行くかと、芦辺小学校は何人というようなデータですが、勝本小学校、ゼロ、１歳、

２歳、３歳、この人数は１桁なんですよね、あれだけの集落があって勝本小学校に行くのは１桁、

芦辺小学校も同様なんですね。 

 いかに若い世代が勝本地域、芦辺地域にいないかということなんですよ。それは、まさに今後

漁業を受け継ぐ若い世代がいない、そのことを示しているのではないかな。まさに漁業を守るた

め、壱岐市は最善を尽くさなければならないという、そういう危機感をその数字だけを見ても、

私は思いました。 

 壱岐市の支援の中で、やっぱり魚を増やすということで栽培漁業、魚等の放流をされておりま

す。 

 平成２９年について、アワビ、アカウニ、カサゴ、クエ、アオナマス、オニカサゴを放流され

ておりますが、その後、この２９年以降、増えたり、それから放流した魚の種類が増えたとか変

動がありますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 
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○農林水産部長（谷口  実君）  その放流したものが捕獲されたかというと、そこは確実に…… 

○議員（４番 山口 欽秀君）  復活じゃなくて、放流自体の種類と種類が増えていますかって、

結果じゃなくて。 

○農林水産部長（谷口  実君）  それは今お調べになった内容のもので…… 

○議員（４番 山口 欽秀君）  それ以外には…… 

○農林水産部長（谷口  実君）  ございません。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  増えていませんね。これだけですね。 

○農林水産部長（谷口  実君）  はい。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  このような放流で資源を回復しようというふうに取り組まれてい

るのはいいんですが、必ずしもアカウニが増えたりとかいう、アワビが増えたということもない

もんですから、その点でどうなのかということ、それから、カサゴとかクエとか、そういう魚が

放流されておりますが、クエは大いによく捕れるという漁師さんの話を伺いましたが、その一方

で、カサゴとかそういう魚がない、捕れないと、そういう放流の結果をどのようにつかんでいら

っしゃるか、先ほど答えられようと思ったところかもしれないですが、どういうふうにこの放流

の現状を捉えてあるか、お聞き願います。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  ただいまの再質問にお答えいたします。 

 その放流したものが確実にそこで捕獲されているかといったところの実績というものは、なか

なかつかめていない状況でございます。 

 ただし、先ほど申されたように、クエが捕れているといったことはお聞きをするので、そこの

放流効果はあっているものというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  放流でやっぱり成果があるのかどうかですね、やっぱり多大な費

用を費やして放流事業をやるわけですから、結果を求めていくべきだと思いますし、その点で磯

焼け対策とこの放流がセットじゃなければ、放流してもアワビやアカウニは育たないわけですか

ら、磯焼け対策の現状、るる今後取り組むよというふうに言われましたので、ぜひちょっと本腰

を入れてやっていただくというのが必要じゃないかなと、壱岐の第１次産業をきっちり支える立

場をもう一度、この年に取るべきだと強くお願いして、先ほど言いましたように小学校に子供が

いないという状況をやっぱりなくすためにも、漁業で生活できる壱岐をつくるために知恵を絞っ

ていただきたい。私たちも声を聞いて市に届けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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 以上で一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、山口欽秀議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時といたします。 

午前11時35分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、７番、植村圭司議員の登壇をお願いします。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（７番 植村 圭司君）  皆さんこんにちは。それでは、通告に従いまして、７番、植村圭

司が一般質問させていただこうと思います。今日は３つ持ってまいりました。今日話すことは、

初めてのことではありませんで、過去にも質問があった件なんですけども、改善する余地がある

んではないかと思いまして、少しでも前に進めたいという思いで質問させていただこうと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 まず最初に、１番目、障害者が暮らしやすい島にということで質問させていただこうと思いま

す。障害者の方、たくさんおられますけども、つい最近は、目の見えない障害者の方に対しまし

て、盲導犬が壱岐市のほうに導入されまして、第１号かと思いますけども、盲導犬を連れて散歩

であるとか買物に行かれるという方が出てこられるようになりました。そして車椅子の方々もよ

く車を利用されて運転されていく方がいらっしゃいます。そういった方々、障害者の方々が今後

も社会の中で活動範囲を広げていくということが考えられるんですけども島内の状況を見ますと、

スーパーとか、商店、事業所の駐車場に障害者用専用駐車場があるにもかかわらず、障害とはほ

ど遠い健常な方の駐車が見受けられます。よく言うパーキング・パーミット、長崎県は名前変え

まして、今年の１０月から思いやり駐車場というふうに名前変えてるようでございますが、この

障害者用の駐車場の使い方につきまして質問をしたいと思います。 

 １番目、障害者駐車場を健常者の方が利用するという実態がございますが、それに対する市の

認識をまずお伺いいたします。 

 ２番目に、障害者駐車場の整備改善について、費用負担を重く感じているという事業者がおら

れますので、その対策をどうするのかお伺いいたします。 

 ３番目、駐車場の使い方については、モラル等の問題でもありますので、そのモラル改善のた
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めに標語等で募集をかけて呼びかけをするといった方法も、アナログではありますが、あるんで

はないかと思いまして、提案をしたいと思います。御見解をお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村圭司議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  ７番、植村議員の御質問にお答えいたします。 

 まず１つ目の障害者駐車場を健常者が利用する実態に対する市の認識はとの御質問ですが、障

害者駐車場を不適正利用等により区画を本当に必要としている人が駐車できないなどの問題は、

本市に限らず発生しているということは承知をしておりますが、公共施設、商業施設等の駐車場

は、道路交通法の対象外であり、自治体で罰則を設置しようにも、証拠保全などの管理者の負担

が増えるため、現実的ではないとして見送られているのが現状でございます。そのため、適正な

利用を促すための取組の一つとして、多くの自治体が導入をしている障害者等用駐車場利用制度

で長崎県では先ほど議員も申されました、長崎県思いやり駐車場制度、旧パーキング・パーミッ

ト制度でございますが、その利用促進に努めていきたいと思っております。本制度は様々な施設

に設置をされている障害者等用駐車区間の利用対象者を障害者に加え、要介護者、難病患者、け

が人、病人等、妊産婦に限定をし対象者に利用証を交付することで適正利用を図る制度でござい

ます。現在、壱岐市における本制度への協力施設は３４施設５１駐車場ございます。今後も、施

設管理者、利用者、そして広く市民の方への周知を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、２番目の障害者駐車場の整備、改善についての費用負担についてでございますが、車い

す使用者用駐車施設は、バリアフリー法で一定の条件に該当する場合に設置が義務づけられてお

ります。先ほどの長崎県思いやり駐車場制度へ新たに登録していただくと、ステッカーの配布が

ありますので、表示等に活用していただければと考えております。 

 ３番目のモラル改善に向け標語等を募集し、呼びかけてはということでございますが、参考に

させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  御回答いただきました、標語のほう、参考にするということでご

ざいました。効果があるかないかというのは、私もここよくわからないんですけれども、ないよ

りもあって表示をして見せたほうが皆さんよく目につくところに、気をつけるようになると思い

ますので、なるほどなと思えるような標語を集めてそれを見てもらえるようにするというのは大

事かというふうに思います。 
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 御紹介ありましたそのパーキング・パーミット、旧名前がそれで、今は、長崎県思いやり駐車

場ということで制度がされてありますので、これを運用していくということでありますから、そ

れは適切かと思います。それで、私、この状態、一般の方々、健常の方がその障害者用の駐車場

を使っているという実態を目にしまして、あまりにも多いなというふうに思いまして、一時、お

店の前を行くたびに観察をしておりました。どういうふうになっているんだろうと思ったら、や

っぱり仕組みとしては、その駐車場がお店の出入り口に近いというのがあって、そういった使い

やすい場所にある。しかもそのスペースが広いということがあって誰でも利用できるような雰囲

気も持っておりますので、意識をしてない方は簡単に使っていくというのがあって、どうしたら

それを改善できるかというふうにも考えましたところ、共通していることを見つけました。それ

は、看板が大きいところには止めにくい状態があるということです。障害者の使うものだという

ことが明らかにわかる看板があるところには、やっぱり車を止めにくいのかなというところがあ

りますので、抑止効果が発揮されているんじゃないかというふうに、共通として見えたなと思い

まして、よくよくちょっと研究をしたところ、探し物をして調査をしたら、１つの論文が見つか

りまして、これは、課長のほうにも渡しているんですけども、論文見つけまして、障害者用駐車

スペースの適正利用促進のための課題の明確化という論文がございました。この論文によります

と、出しているところは、国際交通安全学会というところなんですがここの論文によりますと、

やっぱり障害者の方が困っているという実態、それに対して、どういうふうに対策をすべきかと

いうことが書かれてあります。参考のためにとちょっと御紹介しますが、まず、その障害者駐車

場の特徴なんですけども、やはりスペースが広くて、建物入口が近い、利便性がよい、誰にとっ

ても使いやすいという特徴がありますので、これでは誰もが利用できるという状態でございます。

障害者にとっては、車の乗降がしやすいので、やっぱり使いたいという状況。そして、今後、車

両の改造であるとか、あとは障害者に対する運転教習の充実ということが図られますので、これ

からもそういった障害者の方の運転というのは増えてくるということが想定されるということで

ございます。課題といいますのが、さっきから申し上げますように、健常者の方が、不適正利用

をするということが多いので、困っているということです。アンケートがありまして、このアン

ケートが障害者の方がドライバーでいらっしゃる場合のアンケート３６５人に対する結果でござ

いまして、ちょっと私も障害者ではないので、障害者の方の代弁ということでちょっと御紹介し

たいと思いますけども、障害者の方のアンケート結果によれば、スペースがあれば利用したいと

思う方が９５％、スペースがあっても、実際には利用できないことがあった人が８７％というこ

とで、利用ニーズが非常に高いということがわかります。 

 その障害者の方の困った経験ありますかという質問に対しては、一般車の駐車がよくあるので

たまに困っているという人が９６％、あと駐車場の場所がわかりにくい７３％、あとパイロンが
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ある、面倒くさいということで８８％の人が困っているということで、非常に多くの方が不適正

利用の防止のために対策が大事だというふうなことがわかります。 

 困ったときの対応としましては、一般駐車場を利用するのが９３％、別の駐車場を探すが

２２％、中には、目的施設の利用を諦めるといった方が１９％ということがありまして、障害者

の方が駐車スペース使えないことで車移動の制限を受けているといったような実態があります。 

 トラブルの経験ありますかという話については、健常者の方に対して不適正利用を注意した場

合にトラブルになったというのが６４％、あとは、文句を言いたかったが気持ちを抑えたという

方が２８％ということで、不適正利用者に対して何らかのストレスを感じるということでパター

ン化するトラブルが多く見受けられるという結果でした。こういう実態を踏まえて、対策が必要

なんですけども、おっしゃるとおり、罰則ございませんので、対策が特に取られていないという

状態です。 

 そこで、今回質問している２番目、費用負担を重く感じているという事業者に対してなんです

けども、ここで、対策方法の中に不適正利用しないために、設置の場所であるとか表示内容、表

示物の工夫で、不適正利用が抑制できるというふうにこの論文は結論づけています。この考え方

でいきますと、例えばその表示物を大きくするであるとか、表示の内容をわかりやすく利用者を

限定するような形にするとかいうふうな方法でこれを防止する、適正利用を促すことができると

いうふうになっているんです。ということは、対策をすれば適正利用は増えてくるというふうに

なりますので、このために、その看板を大きくするであるとか、看板を適切に設置するというふ

うなことをしたほうがいいんですけども、それにはお金がかかると。ある事業者さんに聞いたん

ですけども、そういうふうにしたいんだけどお金がないよというふうにおっしゃるんです。であ

れば、壱岐市で何らかの補助を多少なりともしてあげれば、少しずつ広がっていくんじゃないか

という趣旨で今回の質問をしております。 

 今さっきの回答では、思いやり駐車場の制度を利用するといった方法を示されたんですけども、

こういった効果がある対策をするのに、年間少しでもいいので、１台２台ずつのスペースを使っ

た対策ができないかと思って、少しずつの予算化ができないかという思いなんですけども、その

辺を含めてもう１回御答弁いただけないでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 費用負担の関係でございますが、これにつきましては、この長崎県思いやり駐車場制度、これ

については、今後も利用促進に努めるということでございますが、なかなかこの費用負担、事業

所についての費用負担について、今ここで、答弁することはできませんけれども、今後も施設の

管理者、それから利用者等、一般市民に対しても、広く周知のほうは図ってまいりたいと考えて
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おります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  周知を行っていくということでございました。私としましては、

論文にも出るぐらいですので、効果あるというふうに考えておりますので、そこの予算化につい

て、今後も研究をしていただきたいという思いでございます。この思いを伝えて、この質問を終

わりたいと思います。 

 ２番目に移ります。高齢者の見守り対策ということで質問させていただきます。 

 高齢者の見守り対策は、４年前も一般質問、先輩議員がされまして、研究するというふうな答

えがあったわけです。最近ですと、新聞報道でもありましたけども、壱岐島内での独居高齢者の

方の孤独死ということで報道がされました。しかも、その独居高齢者の方が今後も増えていくで

あろうということは容易に想定されます。高齢者率も高くなって３７.７％ということで認識し

ておりますが、そういったことが増えそうだということで、その対策どうするかというふうな話

でございます。不安な方は、島外の親族を頼って転居されたりというふうなこともあると聞いて

おります。人口減少に拍車がかかっていくような状況でございますので、独居高齢者の方の安心

安全を守っていって、暮らしていけるようにするにはどうしたらいいかということでお尋ねをい

たします。 

 まず最初に、市内の独居高齢者の実態がどういうふうになっているのかということをお伺いい

たします。どのように把握しているのかということでお伺いいたします。 

 ２番目に、独居の方が安心安全に暮らすことができる、具体的な方策をお伺いいたします。 

 ３番目に、過去の答弁にありましたＩＣＴやＩｏＴ技術を使ったシステム整備を研究するとい

うふうなことであったんですけども、その後の状況についてお伺いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  ７番、植村議員の御質問にお答えをいたします。 

 私のほうからは、独居高齢者の実態把握と安全安心に暮らすことができる具体的方策について

お答えをいたします。本市における独居高齢者の実態は、地域包括支援センターにおいて、定期

的に民生委員の方々と情報交換を行い、委員が御担当されている地域の高齢者について、個別の

聞き取りを行い、把握に努めているところでございます。 

 令和３年７月末時点の状況としましては、高齢者９,８０３人のうち、独居の高齢者は、

１,７２９人となっています。また、把握した方法につきましては、危機管理課、市民福祉課、

壱岐市社会福祉協議会とも情報共有を行っているところでございます。地域包括支援センターで
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は、高齢者や家族、民生委員や高齢者の支援に関わる方々からの相談を受け付け、高齢者の心身

の状況や生活実態、必要な支援を幅広く把握し、適切な保健・医療・福祉サービスにつなげてい

るところでございます。さらに、市民の皆様が相談しやすいように壱岐市社会福祉協議会、各支

所に総合相談窓口業務を委託し、高齢者の実態把握を行っているところでございます。 

 次に、安心安全に暮らすことのできる具体的方策につきましてお答えをいたします。地域包括

支援センターでは、独居の高齢者が安全安心に自立した日常生活を続けていただくために、各種

介護予防教室や通いの場を充実させることで、心身機能の改善や参加者との交流を通じ、閉じこ

もり傾向を予防する支援を行っているところでございます。 

 また、在宅での食事の確保が難しい高齢者の方々には、食の面から高齢者の健康維持と安否を

確認する配食サービスを実施しているところでございます。引き続き支援を必要とする高齢者の

方々へ地域包括支援センターを中心に、先ほど申し上げました実態把握を行い、民生委員や壱岐

市社会福祉協議会相談窓口担当者による個別の訪問や自治公民館福祉保健部等の地域の皆様方と

の連携による定期的な見守りや安否確認を行ってまいります。また、市民部の所管事業としまし

て、市内の収集・配送などの利用者と連携し、地域をさりげなく緩やかな見守りを行う地域安心

見守り支援事業や７５歳以上の一人暮らしや高齢者世帯に安心ボトルを配布し、服薬状況、かか

りつけ医や緊急連絡先を記載したカードをボトルに入れ、冷蔵庫に保管し、万一の緊急時に備え

る、安心ボトル配布事業の実施、認知症等で「はいかい」の恐れがある人やこの家族が在宅で安

心して暮らせるよう支援する、いきいきあんしんネットワークを構築しているところでございま

す。高齢者の一人暮らしは、認知症状の進行による権利擁護や消費者被害問題など、様々な問題

やリスクを抱えています。市民皆様には、引き続き高齢者の相談窓口としまして、保険課、地域

包括支援センターや市民福祉課に御相談をいただければと思っております。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  ７番、植村議員の高齢者の見守り対策についてお答えいたします。 

 過去の答弁では、ＩＣＴやＩｏＴのシステム整備を研究するとのことだったが、その後の状況

はとの質問でございますが、現在、いろいろなシステムが開発をされ、一部活用されております

が、まだまだ開発途上と認識をしております。 

 緊急システムは、県内担当者会でも議題になっており、必要なシステムの整備について適正な

サービスが提供できるよう、介護サービス等関係部署と連携し今後取り組んでまいります。また、

システム整備と並行し、先ほども保険環境部長の答弁にもありましたように、アナログではあり
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ますが、地域の協力もいただきながら、誰一人取り残されることがないよう、支え合い、尊重し

合い、安心して、自分らしく、いきいきと暮らせるまちづくり実現に向けて関係機関と協力しな

がら今後も進めてまいります。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  御答弁いただきました。おっしゃるとおりいろんな施策があって、

展開されてきているわけでございまして、これは今後も続いていくというふうに思います。ここ

であのちょっと私の調べなんですけども壱岐警察署のほうに御協力いただきまして、どれぐらい

の方が孤独死になってあるのかということを調べました。そうしますと、今、独居の単身世帯数

は１,７２９世帯ということで、お話あったんですけども、大体年間で、例えば令和２年であり

ますと、１２件の孤独死が見つかったと。令和３年が８件、令和４年が今年１１月までに１１件

見つけられたということで、合計３１件です。３年間で大体３１件ですので、年間１０件ほどの

孤独死の方々が見つけられているということになるかと思います。これが多いのか少ないのかな

んですが、比べるものがありませんので、よくわからないんですけども、ただ、この３１件の

方々がいらっしゃったという事実は残ります。ちょっと思ったのが、かつてシルバーフォンとい

うのがあったということで、そのシルバーフォンを使っていたときも、こういった孤独死事例が

あったんだろうとは思うんですが、今それがないということで、仮にちょっと考えたんですが、

五島市のほうでもシルバーフォンを使ってたという実態がありまして、そのときの話をちょっと

聞いたら、これちょっと古いんですけども、平成２５年から３０年の間に４件という数字であっ

たと。４件の方が孤独死で見つかりましたというふうな話だったんです。そうすると、年間１件

ぐらいなんですけども、それに比べて、もしこれを仮に単純に比較すると、壱岐の場合が年間

１０件ということですので、ちょっと若干多いんじゃないかというふうな話になります。それと、

この何かのＩｏＴ、ＩＣＴなり何かそういったシステムを使ってやれば、この３１件も、もしか

したら減っていたんじゃないかというふうな推測をするわけなんですけども、ただこういって言

ったところで今おっしゃるとおり、システムに頼らずともアナログでというふうなお話でありま

した。 

 システムはシステムでやっぱり今後のＤＸと言っている時代でございますからますます進めて

いただきたいという思いがございます。そして、アナログ方式でありますが、見守りが大事だと

いうふうなことでございます。見守りについては、例えばなんですけども、まちづくり協議会の

ほうでも、見守りをやっているところもございまして、話では、うまくいっているんじゃないか

というふうなところも聞きます。そういった見守りの方法でうまくいっているという事例があれ
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ば、横展開ができるんだろうと。ですからその辺の情報把握していただきまして、いい事例があ

ればそういった壱岐島内全体的に、まちづくり協議会があるところはやっていただくというふう

な呼びかけ等していただきたいんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  植村議員さんの再質問といいますか、御提案につきましてお答

えをいたします。 

 まちづくり協議会様のほうに、実際に生活支援コーディネーターという制度がございまして、

その辺のお願いができないかという働きかけを実際に今言っているところでございます。そうい

った部分からも個別の生活実態とか、支援が必要な高齢者の把握とかができると思いますので、

お願いができるところがあれば、そういったものも含めて今後考えて、御相談をさせていただけ

ればと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  わかりました。ＩｏＴとかＩＣＴとかいうデジタルの話もありま

すけども、やっぱり、普段からの御近所付き合いとか、地域の中でどうやって目配せができるか

というところが、こういった独居の方であるとか、高齢者の方の見守り、安心安全対策になって

いくんだろうと思うんです。ですから、システムのほうの研究は続けていただきまして、さらに、

様々なシステム、システムといいますのは、まちづくり協議会とか、人を使った見守り方法につ

いても広く十分浸透していくように、事業を進めていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 これで２番目の質問を終わりたいと思います。 

 ３番目に入ります。３番目ですけども、子育て政策についてということで質問をさせていただ

きたいと思います。子育て政策につきましては、９月議会でも質問をさせていただきました。そ

のときのちょっと振り返りなんですけども、まず幼稚園につきましては、令和６年までは現状の

ままで、それ以降に統廃合などの対策に変わっていくということで承知をしております。市民部

との連携とかについてもされていくんだろうと思います。保育所につきましては、これは第３次

総合計画にのっとって令和６年までに各町１か所ずつの認定こども園をつくるという目的に向か

って進んでいくということであると思います。それに向かって今年は子供政策としましては壱岐

市子ども・子育て支援事業計画の中間年ということで見直ししたというふうなお話でありました。

今日の話は、ここまでを踏まえまして現在の子育てといいますのは、平成２６年に策定されまし

た壱岐市公立幼稚園及び保育所運営の在り方についてという答申がありまして、その答申にのっ

とってやってきているということでございますので、その答申が今後どういうふうになっていく

のかということで質問させていただきたいと思います。 
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 策定当時、平成２６年なんですけども、このときは、まだあの法律が変わる前もありまして、

それを前取りしていただきまして大変御苦労されてつくってあると思います。関係者の方々には

敬意を表したいと思います。人口等も含めまして子育て環境が変わってまいりました。現在まで

に幼児教育無償化等も進んでおりまして環境等変わってきております。また来年の４月には子ど

も家庭庁の設置であるとか、あとは子供に対する予算のほうも増えるといったことも、動きがご

ざいます。答申策定時はなかったこの環境が、違いがありますので、このような中、壱岐市答申

にのっとった政策をいつまで続けようとしているのか、踏襲しようとしているのかお伺いいたし

ます。市の認識を伺います。そして、仮に、答申を実現するには、どういった筋道で実現しよう

としているのか伺います。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  植村議員の子育て政策について答えいたします。 

 まず１つ目に、平成２６年に策定された壱岐市公立幼稚園及び保育所運営のあり方についての

答申を基本とし、平成２７年度には、第１期子ども・子育て支援事業計画を策定し、子ども・子

育てに関する現状と課題などを見極め、良質かつ適切な保育の提供を行うため、保育の量と提供

体制の確保に努めてまいりました。 

 現在は、令和２年度から令和６年度までの５年間を計画期間とする第２期壱岐市子ども・子育

て支援事業計画に沿って計画を進めるとともに、中間年度である令和４年度、本年度に当たりま

すが、現状と進捗状況を点検し、支援事業計画の見直し作業を行っておる最中でございます。今

後とも平成２６年の子ども・子育て会議の答申を基本とし、現状に沿った子育て支援と子育て環

境の整備のため、必要に応じて支援事業計画の見直しを行いながら、良質かつ適切な保育の提供

を行うために保育の量と提供体制の確保に努めてまいります。 

 ２点目の御質問については、今後の子育て政策の進め方についての御質問と理解しております。

子育て政策の実現に向けて、第３次壱岐市総合計画並びに壱岐市子ども・子育て会議の答申を基

本とした第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画に沿って子育て世帯への保育支援の拡充と、

幼児教育、保育の量の確保と質の向上のため、教育委員会と連携を図りながら、政策達成目標で

ある各町１か所ずつの認定こども園の整備を進めてまいりたいと考えております。 

 御存じのように、令和元年度には石田町に石田こども園を整備し、令和４年度に、筒城保育所

を石田こども園に統合をいたしました。令和６年４月には、民間による認定こども園の開設が郷

ノ浦町に予定をされております。勝本町及び芦辺町の現時点での計画につきましては、認定こど

も園設置の具体的なスケジュール等の整備までには至っておりませんが、今後とも平成２６年の

壱岐市子ども・子育て会議の答申を尊重しながら幼稚園、保育所の施設整備をすることを基本に
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検討してまいります。また答申に沿った取り組みの一環として継続的に在園率が５割を下回るこ

とが予想され、児童の減少により集団生活の中での学びや活動が制限されてしまうへき地保育所

５園の統廃合に向けた手続を保護者の皆様、子育て世帯の皆様の御理解をいただきながら進めて

まいります。 

 既に御報告のとおり、三島保育所を除く、へき地保育所５園のうち、渡良、沼津、初山の３園

のへき地保育所を令和５年度末で閉園し、残るへき地保育所２園の柳田、志原を令和６年度末に

閉園することで手続を進めてまいります。こども園の施設整備に向けてまずは既存の保育施設の

集約化を図りつつ、保育の量の見込みと提供体制をコントロールすることで、良質かつ適切な保

育の提供を行うための保育環境の整備に努めてまいります。今後とも保護者の皆様、子育て世帯

の皆様へ不安や混乱を招くことがないように丁寧な説明に努め手続を進めてまいります。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  答申を尊重するということでございました。今回聞いていますの

が、この答申をいつまで踏襲しようとしているんですかというふうに聞いているんですけども、

お答えは尊重するということでありました。これは、尊重するということですので、踏襲し続け

るという意味でよろしいでんしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  先ほども答弁をいたしましたように、平成２６年の答申の基本は変

わりません。ただ想定よりも少子化が進んでおりますので、第２期子ども・子育て支援事業計画

の中間年度である今年度にその検証するとともに、見直しを行い、対応していくこととしていま

す。 

 今回、民間の認定こども園が参入されるということですが、まだ開園をされているわけでござ

いません。今後の状況を勘案しながら、必要であれば、改めて子ども・子育て会議に諮問をする

ことも考えられるのではないかと考えております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  諮問をするということは、何を諮問するということなんでしょう。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  今後民間認定こども園が参入される。その中でまた状況が変わるよ

うでありましたら、そのときに新たに子ども・子育て会議に必要であれば諮問をすると（「何

を」と呼ぶ者あり）保育の量の確保と、そのことについてでございます。 
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○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  わかりました。おっしゃるとおり、量の確保と質の向上というこ

とが基本になっていると思うんです。そうなんです。答申時からこの方針は貫かれておりまして、

量の確保は大事ですよ、質の向上も大事ですよというふうなことで、両方でやってきたんです。

ところが、私はそれはそれでいいんですけども、ちょっと勉強したといいますか、令和３年の

１２月２０日、１年前ですね。令和３年の１２月２０日の厚生労働省の公表がありまして、その

内容が地域における保育所・保育士等の在り方に関する検討会の取りまとめの公表という発表が

ございました。この中には資料はたくさんあるんですけども、中には人口減少地域等における保

育所の在り方というペーパーがございます。こういう取りまとめ内容、諸々あるんですけども、

まあ人口減少地域ですので、壱岐市はまさにそれに合致していると思うんです。その減少地域に

おける保育所の在り方という資料を見たところ、現状把握と今後どうするかが記してあります。

この取りまとめの公表、大したボリュームあるんですけども、簡単に御紹介すると、実は量の確

保というのは、消えてはいないんですが、量の確保しつつ質の向上ということで、どちらかとい

うと質の向上のほうにシフトしています。なぜかというと、これは、法案変わった平成２６年以

降、幼児教育無償化がありまして、幼稚園から保育所のほうに人の動きがあります。そうすると

幼稚園が空くという環境が出来上りまして、幼稚園の空きスペースに一時預かりをしましょうと

いったことができるように国のほうが変わってきました。ですから、幼稚園の空きスペースを改

造するということで、その予算が出るようになっています。国の対応はというふうに変わってき

ていまして、しかも国はですね昨年令和３年度から癩癩あっ済みません時間ないんですけど、新

子育て安心プランということを策定していまして、新しい子育ての方法はこうですよということ

を、この取りまとめ公表で示しています。その内容の大事な点といいますのは、子育て機関が相

互に連携して、地域を面として考えて整備していきなさいというふうになっていまして、以前あ

りました民営化という考え方じゃなくて、公立は公立で維持しまして、公立と民間の共存共栄と

いいますか、連携を大事にして、その機能を維持したまんま計画性を持って構築する必要がある

というふうに、去年の１２月に発表しています。ということは、壱岐市も、この考え方でいくと

人口減少地域のこの方策を参考に考え方を変えていかないと、国に乗り遅れるんじゃないかとい

うふうに思っておりまして、今おっしゃられたような従来型の答申のままでは、恐らく壱岐市は

国の政策についていけなくなってくるという危険を感じております。それについて何かコメント

があれば１回いただきたいんですが。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  ただいまの質問でございますが、確かにその植村議員が言われるよ

うに、そういう状況はあると思います。そういうことも国の動向等注視しながら、今後研究して
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まいりたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  注視しながらということでございました。注視はいいんですけれ

ども、実際に考えて実行していかないと、この新安心プランにも乗っかっていかれないんです。

例えば、この中には、もう既に遅れているところが利用定員の適正化というのがあって、定員が

今のままだと、今昔のままなんです。人口が多かったままの定員を今維持している状態。そこに

今度新しく保育園が出来上ったら例えばゼロ歳児の小規模のところ、ゼロ歳、１、２歳の定員が

全然多くなって、取り合いなってくるといった実態では、誰かが困ってくるというのが目に見え

ているんです。そうすると、この利用定数を適切に見直すとやるとか、計画的に地域の子育て支

援機関を整備するとかという話ができないと、令和６年以降の計画が全く立たなくなっていくん

じゃないかと思うんです。そういう意味も込めて、この環境変わりつつある最近の状況を踏まえ

てなるべく早急にこの答申を見直しをしたほうがいいんじゃないかというふうに私は思っていま

すけども、先ほどはその答申について踏襲をしていって、必要に応じて考えていくというふうな

ことだったんですが、考えている場合じゃなくて、これすぐに答申見直しの実行に移していかな

いと追いつかないと思うんです。ですからそこについての考え方をちょっと教えていただきたい

なと思っております。 

 これ市長にできたらお願いしたいんですが。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  植村議員の今の御提案でございますけれども、現在、国は、子供が人口

問題研究所の予想よりも８年間早く出生数が８０万人を切ると、７７万人ぐらいになるんじゃな

かろうかという発表されております。今壱岐も例外ではございません。急激な出生数の減少、こ

れはいろんな原因があると思いますけど、コロナも１つあると思いますけれども、そういった中

で、今議員おっしゃるように、従来の考え方では乗り切っていけないということも十分考えられ

ます。今の植村議員の御提案も参考にしながら、担当部局とも相談しながら、進めてまいりたい

と思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  市長から答弁でいただきました。現実的な話だと思います。今の

答弁で前を向いて、政策が実行に移っていくんじゃないかというふうに私は思うんですけども、

壱岐だけの状況じゃなくて、国の状態、国の状況、政策、よくアンテナを張っていただきまして、

その施策に乗って、有利に壱岐の中の子育て政策が進んでいくように期待をしたいと思っており

ます。 

 この話は結構奥が深くて、量の確保だけじゃなくて、質の向上だけじゃなくて、例えば保育士
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の確保方策、資質向上策とか、あとはそのＩＣＴを使った予約システムとか、発達障害とか医療

的ケア児の方の、あとは障害児の方のケアとか、そういったあの満遍なく人口減少地域の課題に

ついて、対応できるような取りまとめ、これでておりますのでよく参考にしていただきまして、

今後の方策としてやっていただきたいと思います。 

 今年もこれで終わりますけども、来年がよい年でありますように、祈念しまして、私の一般質

問を今年は終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、植村圭司議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をします。再開を１４時といたします。 

午後１時50分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、９番、赤木貴尚議員の登壇をお願いします。 

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（９番 赤木 貴尚君）  本日午後から３名ということで、私の後は市山繁議員が質問をさ

れるということで、よろしくお願いいたします。 

 本日は大きく１点だけ、壱岐市の取組についてお伺いしたいと思っております。 

 ＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷への対策についてというところで、その世代的にどうい

う世代かというところにもなりがちですが、今やスマートフォンという端末、電話にもなるしイ

ンターネットも見れるというような端末の保有率というのも、若年層から高齢者まで、多くの幅

広く持ってあるということで、インターネットの中において、そういう誹謗中傷の書き込みとか

そういうことについて、壱岐市としてどういうふうに考えてあるかということをお伺いしたいと

思っております。 

 ＳＮＳというのは、誰でも気軽に自分の意見を書き込める大変便利なソーシャルメディアです

が、その気軽さは時に人を傷つける道具にもなり得るということです。私たち一人一人が快適に

ＳＮＳを、インターネットもそうですけれども利用するためには、自分のことだけではなくて相

手を傷つけない心構えと思いやりが大切というのは言うまでもありません。 

 意識改革の一環として、総務省が「＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳ」というキャンペーンを行っ

ています。ＳＮＳやインターネット上での誹謗中傷について、壱岐市の考えや取組を伺いたいと
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思いますが、まず誹謗中傷という言葉について、少しお話をしたいと思います。 

 私も今回簡単に誹謗中傷というようなことで質問に挙げましたが、誹謗中傷とは、誹謗と中傷

とを組み合わせた言葉だそうです。今回、犯罪に当たるような誹謗中傷ということで表現をして

いきますが、法律上明確な定義のある言葉ではないそうです。 

 誹謗中傷の誹謗とは、人の悪口を言うこと、中傷とは、根拠のない内容で人を貶めることだそ

うです。警察の発表によると誹謗中傷とは、根拠のない悪口や嫌がらせで他人を傷つけることを

言うとしておられます。 

 他方、批判という言葉がありますが、批判とは、物事の良し悪しを評価したり論ずることを言

うそうです。両者は必ずしも明確に区別できる場合だけではありませんが、一般的に批判とは、

根拠を示して論理的に改善できる余地のあるものを示すそうです。単に相手を否定したり攻撃す

ることは批判ではないということです。 

 今回、客観的に見て人格攻撃の域に達した書き込みは、批判でなく誹謗中傷というところを意

識した上で、幾つか質問をしていきたいと思いますので、答弁をお願いいたします。 

 まず①として、ＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷をどのように考えるか。ちょっと大まか

な質問になっておりますが、これは法律上における誹謗中傷というのがどういうものが当たるか

ということについて、壱岐市の見解をお伺いしたいと思っております。 

 ②としましては、総務省が「＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳ」という取組を行っているようです。

壱岐市では、それをどのように情報発信しているのかということについてお伺いしたいと思いま

す。 

 ③としまして、ＳＮＳやインターネット上での誹謗中傷を受けた場合、壱岐市での相談はどこ

で対応するのかということをお伺いします。 

 ④ＳＮＳやインターネット上での誹謗中傷に対しての壱岐市の相談窓口の設置は考えがあるの

かということをお伺いしたいと思います。ちょっと相談窓口がないという設定で質問をさせてい

ただいておりますが、よろしくお願いします。 

 ⑤ＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷を防止するための壱岐市独自の取組が必要だと思いま

す。壱岐市の考えは、壱岐市の取組は何かあるのかお伺いしたいと思います。 

 ⑥壱岐市内の小中学校において、授業や教育でのＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷に関し

て、何らかの取組があるのであれば、教えていただきたいと思います。 

 ⑦壱岐市職員の方に対してＳＮＳやインターネット上での誹謗中傷の被害報告があるのか、な

いのかということについてお伺いしたいと思います。 

 大きな１点、ＳＮＳやインターネット上での誹謗中傷対策について７個の質問をしております

ので、答弁のほうをお願いいたします。 
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○議長（豊坂 敏文君）  赤木貴尚議員に質問に対する理事者の答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  ９番、赤木議員の御質問、ＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷へ

の対策についてお答えをいたします。 

 私のほうからは質問７項目のうち、⑥の学校現場を除く分についてお答えをさせていただきま

す。 

 まず、１点目のＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷についてですが、誹謗中傷という言葉は、

赤木議員が御質問のとおり法律上の定義はございません。一般的に用いられる言葉となっており

ます。 

 悪口、嫌がらせ、なりすまし、法律上の不法行為である権利侵害、犯罪行為など、実に様々な

ケースが誹謗中傷には含まれます。一般的には、人や企業に対して不快な思いや恐怖心をもたら

すものは全て誹謗中傷と捉えられています。このような誹謗中傷行為は人権侵害に当たり、時と

して法的責任を負うこともあります。 

 ＳＮＳ等のプラットフォームサービスの普及に伴い、インターネット上で気軽に自由なコミュ

ニケーションを行うことができるようになった一方で、匿名のまま不特定多数に向けて特定個人

の誹謗中傷を書き込んだり、特定個人のアカウントに対して一方的に誹謗中傷のメッセージ等を

発信したりする事例も発生をしております。インターネット上の誹謗中傷が深刻な社会問題とな

っております。 

 市といたしましては、壱岐人権擁護委員協議会、長崎地方法務局壱岐支局、長崎県と連携を図

りながら、いじめ、差別、誹謗中傷等で悩まれている方々が相談できる窓口について、ケーブル

テレビ、ポスター、チラシ等の周知により、人権意識の向上を図るための啓発活動に努めている

ところでございます。 

 次に、２点目の「＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳ」の取組を壱岐市ではどのように情報発信して

いるかとの御質問でございますが、現在、総務省が一般社団法人ソーシャルメディア利用環境整

備機構、一般社団法人セーファーインターネット協会、法務省と共同して、「＃ＮｏＨｅａｒｔ

ＮｏＳＮＳ」という特設サイトを開設をされております。 

 このサイトでは、ＳＮＳ上での誹謗中傷に悩む方に役立てていただくための情報提供がされて

おり、ＳＮＳ上に投稿されている投稿の削除や発信者の特定も可能であることから、身の安全を

守るためのツールとして御利用いただける制度となっております。 

 市ではこれまで今回議員からの質問を受けるまで、このサイトの情報を把握をしておりません

でしたので、周知には至っておりません。今後は誹謗中傷で悩まれる方々が気軽に相談ができ、

安心、安全に生活していただくために、ホームページやケーブルテレビ等で周知をしていきたい
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と考えております。 

 次に、３点目の誹謗中傷を受けた場合、壱岐市では相談はどこで対応するのかとの御質問です

が、現在市では、ＳＮＳやインターネット上での誹謗中傷に限らず、いじめ差別などの幅広い人

権問題について、壱岐人権擁護委員協議会、法務局、長崎県と連携して対応しております。 

 法務局壱岐支局内において、毎週水曜日午前１０時から午後４時まで常駐相談所を開設し、ま

た、年に８回程度、市内の施設で特設人権相談所を開設をしております。相談所については、広

報紙、ケーブルテレビ、公共告知放送で周知を行っておりますので、お悩みがある方はお一人で

抱え込まれずに、ぜひ御相談いただけばと思っております。 

 次に、４点目の壱岐市の相談窓口設置の考えはあるかとの御質問ですが、ＳＮＳの誹謗中傷被

害への有効な対策については、投稿の削除依頼をする、嫌がらせアカウントの凍結を求める、加

害者を特定して訴えるの３つの対策が掲げられておりますが、市独自での相談窓口開設には専門

的な面で限界もありますので、相談内容や目的に応じた機関窓口を紹介、周知する方法を取りた

いと思っております。 

 もちろんこれまで同様に、壱岐人権擁護委員協議会、法務局、長崎県と連携することで対応し

てまいりたいと考えておりますが、今回の質問を受けましていろいろ調べてみましたところ、法

務省が公開しておりますインターネットの書き込みにより誹謗中傷などの被害に遭われた場合の

フローチャート、非常に分かりやすくどこに相談していいかというのが示してありますので、市

のホームページにリンクするなど積極的な周知に努めていきたいと思っております。 

 次に、５点目のＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷を防止するための壱岐市独自の取組が必

要、壱岐市の考えはとの御質問ですが、本市では、これまでＳＮＳやインターネット上の誹謗中

傷を防止するために特化した取組というようなものはございませんが、今回、赤木議員からの御

提案を頂きました総務省の「＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳ」という特設サイトをホームページ、

ケーブルテレビ、壱岐市の公式ＬＩＮＥ等で周知していくとともに、今後も壱岐人権擁護委員協

議会、長崎地方法務局、長崎県と連携し、いじめ、差別、誹謗中傷等の人権問題で悩まれている

方々が気軽に相談できる環境をつくりたいと思っております。 

 また、誹謗中傷の防止策も重要でございますが、それと併せて誹謗中傷が起きないようにする

ための対応策も重要と考えておりまして、ＳＮＳを利用している若年層の方や、これからＳＮＳ

を利用していく小学校、中学校の生徒さんに人権意識の向上を図るための啓発活動がより重要と

なるものと考えております。 

 次に、７点目の壱岐市職員に対しＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷の被害報告はないかと

の御質問ですが、職員に対しての被害につきましては、コロナ関係でございましたが、一部の職

員に対し、インターネット上で顔写真などを掲載されるといった事案がございました。その際は
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該当職員に特設の人権相談窓口である、これは長崎県にありますが、新型コロナウイルス感染症

関連人権相談窓口を紹介をいたしました。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田教育長。 

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  ９番、赤木議員の質問にお答えします。 

 ６番目の質問は、壱岐市内の小中学校において、授業や教育でＳＮＳやインターネット上の誹

謗中傷に関して、何らかの取組を行ったことはあるかでした。 

 結論を先に申し上げますと、いろいろな取組を行っています。大きく２つお答えします。 

 １つは、ＳＮＳを含むメディアを利用した誹謗中傷については、学級の道徳の授業は元より、

全校集会の場でその卑劣さと危険性について機会あるごとに指導をしています。 

 文部科学省の示す学習指導要領の中には、児童生徒の発達段階を考慮しながら、情報モラルに

関する指導を充実することと示されています。このことを受け各学校では道徳の時間を中心に、

他者への共感や思いやり、法や決まりの持つ意味などについて、児童生徒が考えを深めていく情

報モラル教育を行っています。 

 具体的には、長崎県教育委員会から配付されている「ＳＮＳノートながさき」を全ての子供た

ちに持たせています。これは、小学校は低学年、中学年、高学年ごとに作成をされ、中学校は一

冊にまとめてあります。ほぼ２０ページぐらいでこういう形で配付し、中には書き込みができる

ようなスペースを取って活用をしているというのが実態でございます。こういう形です。 

 その内容は、こんなときはどうすればよいのかとの問いかけで、様々な場面での対応について

考えさせるようになっています。書き込みがなされる仕組みです。また、同じような内容で保護

者用もあり、家庭でのルールづくりを勧める形にも役立てています。 

 私たち壱岐市教育委員会は、こういったことを元にしながら、「ＳＮＳの被害から子どもを守

る『壱岐ルール』」というのを作成しております。ここにはＡ４判でしておりますが、大きくは

Ａ３判で学校や子供たちに配付して、冷蔵庫とかいろんなところに共有をしていただいていると

思います。学校と家庭と共有をして児童生徒の指導に当たっています。 

 また、壱岐市ＰＴＡ連合会でも、母親部会で連携した取組がされています。「いきいき家庭の

ルール」これも全家庭に配付されています。強い紙でできていますので結構長もちしていると受

け止めております。 

 また、市Ｐ連のほうでは、研究会や総会、あるいは各学校の単Ｐの研修会でも、講師を招いて

子供たちのメディアとの向き合い方、親としての関わりという題等で研修会を開催するなど、積
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極的に取り組んでおられます。 

 ２つ目になりますが、こういう取組あるいは指導をしていても、ＳＮＳの書き込みによって、

それまでの友人関係を壊してしまいそうな事例も市内の中学校では過去にありました。家にいる

時間帯で送信をしているので発信者も分かる事例でしたし、本人やその保護者たちの適切な対応

と学校との連携した指導で、その後、関係の改善が図られて、普段の学校生活に戻ることができ

ています。 

 書き込みの表現や内容によっては、心に深い傷を残したり、取り返しのつかない大事に至るこ

とも起こったりします。子供たちの心はデリケートです。起こってからでは遅いを信条に指導に

当たっています。その基盤になるのは、子供と保護者と学校の日頃の信頼関係があると早期に対

応ができるものと考えます。 

 文科省から時期を得た通知もありますので、学校と共有しながら、壱岐市は毎月定例校長研修

会、教頭研修会の場で、市教委のほうから具体的な指導を加えて取り扱うようにしているところ

です。 

 赤木議員が言われる相手を傷つけない心構えと思いやりが大切ということは、私も全く同感で

す。壱岐市の学校教育で最も大切にしているところです。学校生活でこういうことを友達に言え

ば、友達にすれば、それはどんなことになるという見通しを持った考え方を身につけると、相手

を傷つけるような言動は取らないと考えます。 

 壱岐市の子供たちが正しい見通しと考え方を身につけ、実践できるように指導をしていくこと

が壱岐市教育委員会の責務です。この考え方と実践を子供たちに身につけさせるためには、その

指導者である教職員が、まずもってこの考え方をしっかり身につけていかなければなりませんし、

私ども行政の立場の壱岐市教育委員会に勤める者も、そのことをしっかり言い聞かせ、指導に当

たってまいります。 

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  赤木議員。 

○議員（９番 赤木 貴尚君）  答弁ありがとうございました。 

 ７つの項目に対して答弁いただきましたが、まず今教育長からの答弁がありましたので、まず

教育関係についての幾つか再質問というか、お話をしていきたいと思います。 

 まず、壱岐市内での小中学校についての取組ということに関しましては理解しました。私も子

供を持つ親としてＰＴＡの活動のときに、私の子供はもうもうすぐ二十歳なんですけど、その頃

やっていた教育というか研修会の主な内容というのは、スマートフォンとかタブレット端末を持

たせないような研修会を行っておりました。 

 しかしながら、もう現代というか今は持つことを前提にした、今回の私の質問もそうですけど、
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持っていることを前提とした質問をさせていただいています。所持率というところであれば非常

に高くなっているようです。 

 ちょっと３年前の長崎新聞の一文、記事です。長崎県内小学校児童の３５.１％が携帯電話、

スマートフォンを所持し、高学年では半数近くに上ることが分かったということです。３年前で

すね。その中に、所有する小中高生の２割が携帯電話で嫌なことや危ないことを経験したという

ような答えが出ております。所持率が小学生で３５.１％の中の２割がそういう思いをしたとい

うことがありますが、この記事によると高校生は９４.７％というような率です。スマートフォ

ン、またはタブレット端末を持っている所持率ですね。 

 壱岐市内の数値としては、私の知ってる小学校においては、先日調査した数値を見ましたが約

４０.２％というような数値が上がっていたと思います。そういう意味では、壱岐市内での小中

学校の子供たちのスマートフォン、またはタブレット端末のまず所持率をしっかり把握された上

で、どのような対策をしていくかということをしっかり、今もやってあるということなんですが、

その所持率等は定期的にやはり調べて、学校側も現場も把握する必要があるのではないかなと思

っております。もしかすると現在もう把握されているかもしれませんが、そういうことを定期的

に行うべきだと思っております。 

 文科省からの通知が出ているのがちょっと私の手元にありますが、令和４年１０月２７日に、

これは令和３年度児童生徒の問題行動、不登校等、生徒指導上の諸課題に関する調査結果につい

てということで通知が来ております。この中の５番目に、ネットいじめについてという項目で通

知が来ていると思います。 

 この通知には、壱岐市にもありますが、ＧＩＧＡスクール構想で１人１台の端末を持つことに

よって発生することが留意が必要であるというのが書いてあります。少し読ませていただきます。 

 今回調査においては、インターネット上のいじめについては約２万２,０００件と、昨年より

約３,０００件増加となっていると、インターネットのいじめは、このように増加しているとい

うことを書いてあります。ＳＮＳ等を用いたいじめについては、外部から見えにくい、匿名性が

高いなどの性質を有するため、そうしたいじめを小学校が認知しきれていない可能性があるとい

うことです。 

 またＧＩＧＡスクール構想が進展する中、１人１台端末を使ったいじめが発生する可能性があ

ることにも留意が必要であるということです。まだあったわけではないんですが。 

 端末の活用におけるルールを明確にし、児童生徒との間で共通理解を図り、教師が児童生徒の

書き込みを確認できる設定にするなど、安全かつ効果的に端末を活用できるようにすることが重

要であるというようなことが書いてあります。 

 文科省の通知が来ておりますので、やはりＧＩＧＡスクール構想で１人１台の端末というのは、
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保護者からすると、いいことだ、これでもっと勉強がはかどる、新しいことに取り組めるという

ようないいことをすごく思いがちですが、非常に危険性もあるということを文科省から通知が来

ております。 

 この対応に関しては教育委員会をはじめ現場ともに、やはり見えない部分があるというような

ところが書いてありますので、しっかりそこをどう監視をしていくと。監視という言葉だとちょ

っと子供を監視するというのはどうかと思われがちですが、やはりインターネット、ＳＮＳ上で

の書き込み等というのはなかなか見えない、匿名性があるということなので、しっかりその点は、

いつも以上に意識を持って対応していただきたいなと思います。これは通知で来ておりますので、

改めて周知徹底をお願いしたいと思います。 

 教育長のお話は、子供に対しての注意喚起というような話だと思われがちですが、やはりこれ

は大人も一緒のことです。ＳＮＳ、インターネット上で書き込むことがいかに危険なことという

か、違法性があるかということは、大人も同様、今の教育長の分かりやすい答弁を、私たち大人

も大人に置き換えて理解すべきだと思っております。 

 教育長に再質問はちょっと今のところなさそうなので次に行きますが、まず、インターネット

上での誹謗中傷の書き込みによって成立する可能性のある罪は何かというところです。 

 久間部長の答弁だと、具体的にそこまではおっしゃいませんでした。私の質問もちょっとよく

なかったんですが、私の調べたところによると、そのインターネット上の誹謗中傷の書き込みに

よって成立する可能性がある罪というのは５つほど見つけました。名誉棄損罪と侮辱罪、脅迫罪、

信用毀損罪、偽計業務妨害罪というような５つの罪に当たるということが分かりました。私も弁

護士でもないので、裁くほうでもないのでちょっと詳しくは分かりませんが、このように５つの

罪に当たる可能性があるということをしっかり理解してほしいと思いますし、壱岐市自体もそう

いうことを今後発信していただきたいと思っております。 

 先ほど久間部長から、私もちょっとうまく言えませんで、「＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳ」と

いう総務省の取組のことに関して、ちょっと議長の許可を得て、紙を用意しました、これです。

総務省のホームページを開くと、こういうのが出てきます。お困りの際は、この部分をクリック

していただくと多分分かりやすくなっているのかと思いますが、これどういう意味かと言うと、

ノーハート・ノーＳＮＳですから、ＳＮＳはハートをつなげるものだと、誰かを傷つけるために

あるんじゃないということです。 

 ＳＮＳというのは、ハートをつなげるもの、やはり心と心をつなげて豊かになって、みんなが

笑顔になるようなことでＳＮＳというのはしてくださいよということです。誰かを傷つけるため

にその投稿をするわけではないということが書いてあります。 

 これは総務省のこの呼びかけによって、あと先ほど久間部長もおっしゃいましたが、そこで困
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っている人があれば、その総務省の中から相談する電話番号だったり、窓口等につながるように

なっております。いろんな世代の人たちが、もしも本当に心を傷つけられるようなことがあれば、

ここに問合せしてもらうといいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 この総務省のホームページの中に書いてありますが、「もし、あなたが誰かを傷つけてしまい

そうなら覚えておいてほしい。言葉は刃にもなり集まれば弾丸の雨にもなって誰かの全てを奪っ

てしまうこともある。ＳＮＳであなたがしたかったことは何ですか？」というふうに書いてあり

ます。言葉は刃にもなり、集まれば弾丸の雨になって誰かの全てを奪ってしまうこともあるとい

うふうに書いてあります。 

 先ほど久間部長の答弁の中で、私の質問した中に、壱岐市職員に対してのＳＮＳやインターネ

ット上の誹謗中傷の被害はないかという質問に対して、答弁でもありましたが、コロナ禍におい

てネット上に書き込まれたことがあったということが報告がありました。実は私も見ました。今

回この一番最後の項目に付け加えたのは、もう本当に提出間際に思い出したからでした。市の職

員さんの本当に本人のみならず、家族の投稿、書き込みもあったように覚えています。非常にそ

ういうことであれば、やってはならないことであって、今からもう３年前になるぐらいだと思う

んですけども、もっと早くこういう対策が取れればなと今さらながら思っております。 

 ＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷というのはあってはならないということは改めて皆さん

理解していただきたいと思いますし、先ほど久間部長も相談窓口の今の壱岐市の現状で言うと、

人権擁護委員会の、これは法務局なんですけれども、これちょっと１０日までが人権週間だった

みたいです。ここにちょっと番号が分かりにくいんですが、０５７０癩００３癩１１０、

１１０番になっていますね、みんなの人権１１０番というふうな番号があります。ここに電話す

るのも一つの手段だということで、人権週間、１０日には終わりましたけれども、このようにな

っているみたいです。 

 ほかにも警察庁の中にある警察庁サイバー犯罪相談窓口というのがあります。ほかにも誹謗中

傷ホットライン、ほかには弁護士さんに相談したり警察、そして今さっきから言うように法務局

等にも相談できますので、もしもそういう被害に遭われたのではないかと思われる方は、そちら

に電話されるといいと思いますが、壱岐市の取組について、具体的に何かないかというふうに思

っておりましたが、もう条例制定というのもいいのではないかと思いました。これは市長からの

提案でもいいし、私たち議会からの提案でもいいんではないかなと思いながらも、これは教育委

員会からの提案というのもありかなと思いながら、日本の中において、では条例制定ってどれぐ

らいされているのかというふうに調べたところ、８つの自治体において条例制定が既に行われて

います。 

 大阪府の大東市には、大東市インターネット上の誹謗中傷等の防止及び被害者支援に関する条
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例、これは令和３年４月１日から施行されています。群馬県の渋川市には、渋川市インターネッ

ト上の誹謗中傷等の防止及び被害者支援に関する条例、これは令和４年４月１日から。愛知県で

は、愛知県人権尊重の社会づくり条例というのが令和４年４月１日、広島県大崎上島町、大崎上

島町インターネット上の誹謗中傷等の防止及び被害者支援に関する条例というのも令和４年４月

１日、大阪府、大阪府インターネット上の誹謗中傷や差別等の人権侵害のない社会づくり条例、

令和４年４月１日、東京都江戸川区、江戸川区インターネット健全利用促進条例というのが４月

１日、三重県、差別を解消し、人権が尊重される三重をつくる条例というのも令和４年５月

１９日、大阪府和泉市が和泉市インターネット上の誹謗中傷や差別等の人権侵害のない社会づく

り条例というのが令和４年６月３０日というふうに、既に日本の国の中においても自治体でこの

ように条例制定に動いているところもございます。 

 壱岐市においては、まず久間部長の答弁にありましたが、しっかり改めて今回のことで情報発

信等をしっかりやっていただくというところで、まずその対応をしていただきつつ、具体的に本

当にＳＮＳ、インターネット上の誹謗中傷で命を落とされたりする方もおられるということは報

道等でも出ておりますが、本当に壱岐市の中において、そういうことが起こらないように、今の

うちに防止する策を取っていかなければいけないというのが今回の質問の大きな意味です。 

 条例制定等にもしっかり動くには、私たち議員、私も含めてですけど、しっかりそういう動き

をしていくのが必要だと思いますが、今回の壱岐市の取組をしっかり注視しながら、今回この一

般質問を聞いた方たちが本当に困ったときに相談をして、最悪の事態にならないようにしていた

だきたいと思っております。 

 ちょっと独り言のようにずっとしゃべっておりますが、そろそろまとめに入りたいと思います

が、今回テレビ報道等によって有名人や一般の方たちがＳＮＳやインターネット上の誹謗中傷に

よって、先ほども言いましたが命を落としたり、つらい思いをしていることを改めて知り、誹謗

中傷はあってはならないということを理解しました。 

 また、新型コロナウイルスの発生によって、感染した方や御家族に対しての誹謗中傷等も事案

が多く見られたのも事実です。誹謗中傷は犯罪になり得るということです。壱岐市はあらゆる広

報媒体を活用して、誹謗中傷や差別や偏見も含めて注意喚起をしていただいて、誹謗中傷防止を

持続的に呼びかけてほしいと思っております。 

 全国では先ほども言いましたが条例の制定を行う自治体も増えています。この壱岐の島に安心

して住める、住みやすい島になるためにも、誹謗中傷等の防止のために条例制定や相談窓口の設

定、情報発信を改めて強くやっていただきたいと思っております。その部分を改めて求めていき

たいと思います。 

 市長、一言、私の今回ちょっと一人でずっとしゃべっておりますが、このＳＮＳやインターネ
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ット上の誹謗中傷、それ以外のことも含めてですけど、誹謗中傷や差別、そういうことに関して

の市民を守る方法であったり、壱岐市の、久間部長の答弁にもありましたが、改めて積極的にや

っていただきたいと思いますので、そのことについてちょっと答弁を願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  このＳＮＳの誹謗中傷につきましては、それこそ先ほど議員おっしゃっ

たように、心に刺さる刃、刃というよりも本当にすごい武器になるわけでございます。そういっ

たことで、これはどういうことでどうのという具体的な方法はもうたくさんあるわけでございま

すけれども、やはり今、今日赤木議員からこういう御提案を受けて、市民の皆様方もこのＳＮＳ

について思いを新たにされたことだと思っております。 

 あらゆる防止策、そしてまたそういった方々、心を傷つけられた方々への対応策についても、

市として全力で取り組んでまいりたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  赤木議員。 

○議員（９番 赤木 貴尚君）  ありがとうございます。 

 ＳＮＳやインターネット上での誹謗中傷はだめです。市としても私たち議会としても、そこを

しっかり注意喚起して、防止策をしっかり考えていきたいと思います。一緒に安心して本当に暮

らせる島、壱岐の島にしたいと思いますので、一緒に頑張っていきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、赤木貴尚議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩します。再開を１４時５５分とします。 

午後２時43分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時55分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、１４番、市山繁議員の登壇をお願いします。市山議員。 

〔市山  繁議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１４番 市山  繁君）  皆さん、こんにちは。大変お疲れさんです。１２月会議は、本

年最後の議会であります。一般質問１日目のトリを、１４番、市山繁が通告に従いまして一般質

問を行います。質問事項は大きくは４点でございますが、１項から３項までは空港整備の関係、
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４項は土地規制法の指定についてであります。簡潔な御答弁をお願いいたします。 

 なお、空港整備につきましては、私は、旧町時代からの推進派でございまして、現在もその気

持ちは変わっておりません。その点御理解を頂き、質問をいたします。世界の情勢も厳しくなっ

ておりますので、その点についても申し上げたいと思います。 

 それでは、まず１項の壱岐空港の整備に係る要望書提出についてでございますが、去る１０月

１２日、白川市長、豊坂議長様と鵜瀬県議様、同席の下、壱岐市の重点要望として、壱岐空港滑

走路延長に係る調査費の予算確保、ほか９項目の要望書を新長崎県知事大石賢吾様に提出されて

おります。お役目とはいえ、大変お疲れさんでございました。この要望書は、空港整備促進期成

会、また壱岐市議会、市民の総意による空港整備と空港の維持存続の必要性の要望であります。

この要望も７年連続で、大石知事様には初めての要望であり、通算７回目の要望書提出となりま

すが、その都度、前中村知事の回答は厳しい回答でありました。今回、新知事への要望と白川市

長の面談を期待しておりましたが、大石知事の回答も、残念ながら前知事と同様に厳しく、大石

知事の回答は、要望書の１０項目どの要望も重要だが、空港整備は莫大な費用が必要、国の定め

た採択条件である就航が見込めるかというのが現時点の条件になるという、卵と鶏のような回答

であり、白川市長も新知事に対し、要望書の趣旨を詳しく説明されておりますが、新知事は前知

事の引き続きのこととは理解しておりますけれども、私は、知事の御回答を見るときに、空港整

備は実現不可能と思われるような答弁でありました。市長が面談された知事の回答と感触を、ま

ずお尋ねいたしたいと思います。これは２項と一緒によかですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  そうですね。 

○議員（１４番 市山  繁君）  次に、小さい２項の壱岐空港の要望書に対する知事の回答の経

緯についてでございます。 

 壱岐市では、壱岐市の重点要望、知事への要望として、壱岐空港の維持存続のためにどの機種

でも離着陸可能な１,５００メートル以上の滑走路が必要とのことから、２０１６年に第１回の

空港整備についての要望書を知事要望として提出、２０１７年、同じ内容の要望書を知事に提出。

知事の回答は、空港整備には莫大な費用がかかると。費用対効果を考えた場合、現状では難しい

との難色を示されております。２０１８年（平成３０年）、空港整備促進期成会、官民一体、島

民の総意としての知事への要望。知事の回答では、離島空港の在り方として、どの機種でも離着

陸できる滑走路延長をする時代ではない。必要性を検証したことであるので、各離島でのこのく

らいのものが欲しいと要望するのは通用しない、御理解をという答弁でございます。既にこの時

点でこの要望は無理との回答であると考えられます。２０１９年での要望に、空港整備に係る調

査費の予算確保の要望に対し、知事の回答は、空港整備には巨額の費用がかかる。国が定めた採

択条件である具体的な就航の見込みが必要、調査費の確保は非常に難しいと。今回は「非常に」
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という文言を表現されておられます。滑走路延長も調査費確保も、無理との回答であります。

２０２０年と２１年は、要望書には盛り込んでありますが、なぜか知事の意見等の交換はあって

いない。面談しても回答は同じと思われましたのか、真実は分かりません。２０２２年、新知事

に就任されて初めての要望書で、内容は同じであります。新知事との面談は、白川市長も期待を

されたと思いますが、大石知事の回答は前知事と同じ回答で、莫大な費用と国の支援が不可欠、

国の採択条件など非常に厳しいとの前知事と同じ採択条件の答弁であります。この要望も７年に

わたり、白川市長も意見交換の場で市長創意の趣旨説明を詳しくされたと思いますが、前向きな

回答は得ておりません。毎年同じ内容の要望を提出しても無意味と思われますが、今回、今後、

来年も同じ内容の要望書を提出されるのか。別な要望もあり、取り下げるわけにはできないと思

いますが、要望書提出の知事の回答では、壱岐市の要望とは相当な温度差があると思われます。

壱岐市の英知を結集して、今後の壱岐空港の維持管理、存続方法を検討する必要があると考えて

おりますが、市長の御見解をお願いいたしたいと思います。 

 まず、２項まで。 

○議長（豊坂 敏文君）  ３まで行きましょうか。 

○議員（１４番 市山  繁君）  ３まで行きますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  ３の、３枚目ですが、（２）の壱岐空港ターミナルビル改築計画。 

○議員（１４番 市山  繁君）  分かりました。 

 次に、壱岐空港ターミナルビルの改築計画についてでございますが、このことについては、令

和元年１２月会議の一般質問で質問をいたしましたが、久間総務部長の御答弁では、現在、滑走

路延長の要望中であり、整備は滑走路が基準となるので、空港整備の要望が決定しなければター

ミナルビルの改築も未定であり、例え改築するにしても、ターミナルの収入も少なく、財源の措

置もないので改築計画は厳しいとの御答弁でありました。私は、そのことはよく理解しておりま

すが、現在要望している空港整備に係る必要な県有地があるのかについて、空港ターミナルビル

の建設に関係がありますので、その必要面積を申しますと、空港滑走路延長は３００メートル、

予定でございますが、海上へ伸ばす工法しかありません。延長の３００メートルと幅最低

４５メートル、幅が最低４５メートル掛け３、結局、着陸帯が両方に４５メートル、４５メート

ル、滑走路が４５メートルですから、１３５メートル、それに滑走路の位置は、海抜１３メート

ル大体あるわけですね、１３メートル、水深が約３メートルから４メートルと見て、海底から

１６メートル、基礎掘りが２メートルとして、高さ１８メートルの高さになると予定して、それ

は（……）もなると思いますけれども、延長では長さ３００メートル、上部が１３５メートル、

底辺が１５０メートル、高さ１６メートルの台形型の堤防となります。これは莫大な土地になり

ますが、海上の埋立ては、潮の動きとか、それらがあると思いますが、漁協の承認が要るはずで
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すが、それも事前に協議しておらねばなりません。前知事が過去のこともあると言っておられる

のは、平成６年から９年にかけて、壱岐空港の用地交渉と空港の適地と必要性の議論もあり、そ

うした経緯があり、知事はそのことを言っておると思います。要望は、壱岐からの要望で、事業

主は県であり、何度要望しても県がやる気持ちがなくては回答も厳しくなります。やる気持ちが

あれば、調査も県がやるのでありまして、島民が頼りにしている有人国境離島新法の第７条に上

げられている空港の整備のために必要な措置を講ずるよう努めるものとされているのは、県の見

方では、これは逆に、文言はどの部分でも取られますが、整備の必要はないと思っているように

受け止められます。これでは県の回答は９０％以上厳しい。今後の壱岐空港の存続がまた憂慮さ

れます。例え要望書が受理されたとしても、調査着工までは１０年ぐらいはかかると思わなけれ

ばなりません。現在のターミナルは、何回も申しておるように、昭和４０年の建設、本年で築

５７年を経過し、コンクリート建物の耐用年数も既に過ぎております。あと３年で築６０年とな

り、事務所も暗く、会議室の応接ではなく、ただの事務所で、外見もみすぼらしく、壱岐の空か

らの玄関口としては思えない状況であります。 

 来年夏には、ＯＲＣの新機種ＡＴＲが就航予定であり、機体のデザインも飛翔する海鳥として、

その意は、高く飛ぶ海鳥が大空を飛翔するという意味をコンセプトにした機体のデザインがなさ

れ、機能も７万サイクルで想定約１５年ぐらいはフライトできると言われております。１日、壱

岐空港、壱岐癩長崎間の２往復では就航便も少なく、１社だけではもったいないわけですけど、

１０月３０日、県内離島を結ぶ路線で共同運航が開始され、ＡＮＡとＪＡＬの大手２社と天草エ

アライン、それから日本エアコミューター、オリエンタルエアブリッジのその５社でつくられる

地域航空サービスアライアンス有限責任事業組合の取組の一環としての県内での対象となるのは、

長崎癩壱岐・対馬・五島福江、福岡癩対馬・五島の福江を結ぶ計５路線、２２便のＯＲＣの座席

をＪＡＬでも販売できるようになり、利用客の幅が広がると期待されております。これを機会に、

壱岐空港のターミナルビルの改築計画が必要と思われます。ターミナルの収入もＯＲＣの賃貸料

だけで財源措置もない状況では改築計画のめどは立たないと思っておりますが、建物は老朽化す

るばかりで、ターミナルの修理箇所も多くなります。空港整備とターミナルビルの改築の根比べ

では進展はしません。空港整備の要望が受理されたときには、そのときまた検討すればよいと思

っておりますが、この壱岐空港ターミナルビルの会社は、改築計画の検討はされておるのか。ま

た、空港整備の要望、この知事への要望の厳しい結果を見ておられるかどうか。社長であられる

市長に答弁をお願いいたしたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員、（４）のほうもここは関連してよかっちゃないですか。 

○議員（１４番 市山  繁君）  そうですか。４まで行きますか。そしたら続けましょう。 

 それでは、第３項の１、壱岐空港ターミナルビルの買収についてでございますが、壱岐空港
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ターミナルビルは壱岐市ほか５社の株式会社であり、資本金は１,０００万円の株式会社として

設立し、事業はＯＲＣが壱岐癩長崎間の１日２往復を運航しております。対馬空港ターミナルビ

ル株式会社は、資本金が１億円であり、運航も対馬癩福岡６便、対馬癩長崎が４便と運航回数も

多く、五島の福江空港ターミナルビル株式会社は、資本金７,０００万円で、運航も福岡３便、

福江癩長崎間が２便と、会社の規模も運航回数も、福岡便もあり、運営も事業内容も、壱岐空港

ターミナルビルとは建物も両社とも空港ターミナルビルとしての空の玄関口と思いますが、その

点、壱岐空港ターミナルビルは簡素であり、壱岐空港ターミナルビルの維持管理は、株式会社で

あり、ターミナルビルの改築計画も事業主となりますが、事業収入も少なく、改築計画も厳しい

ようであれば改築の見込みはないと思います。例えば、失礼ですが、例えば壱岐が買収すること

になれば、株式会社の設立条件があったのかどうか。空港ターミナルの運営は、株式会社が条件

だったのか。別に条件があったのかどうか、まずお尋ねをしたいと思います。市が買い取ること

ができれば、国からの措置や起債もできるかと考えておりますが、この点について、市長の御見

解をお願いしたいと思います。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山繁議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  １４番、市山繁議員の御質問にお答えいたします。 

 壱岐空港の整備に係る要望書提出について、お答えをいたします。 

 まず、１項目めの知事要望における壱岐空港の整備についての回答とその感触について及び

２項目めの整備計画の経緯について、お答えをいたします。 

 御承知のとおり、現在、オリエンタルエアブリッジ社は、次期後継機として、壱岐空港の滑走

路長１,２００メートルで離発着可能なＡＴＲ機、これは４８席を有する機種でございます。こ

のＡＴＲ２機を令和４年度から順次導入を進め、パイロットや整備士等の養成を行いながら、令

和５年度夏頃から定期便として就航を開始し、令和６年度の早い段階でＡＴＲ２機体制での運航

を目指すこととされております。今回の新機種であるＡＴＲ機導入においては、既に大型機の離

着陸可能な空港があり、ＡＴＲ機の導入そのものが必要のない対馬市及び五島市においても、壱

岐市と同額の分担金に対する御理解を頂きました。長崎県及び両市に感謝を申し上げます。ＡＴ

Ｒ機導入により、壱岐の長崎への定期航空路の維持存続は当面確保できたものの、現在の

１,２００メートルの滑走路長では、福岡や関西方面等からの定期便やチャーター便の誘致も厳

しい状況にあります。壱岐市の振興発展には、どのような機種であっても離着陸可能な最低

１,５００メートル以上の滑走路の整備が必要であると考えておりまして、平成２８年度より継

続して、壱岐市及び壱岐市議会が長崎県に対し、壱岐空港滑走路の延長を重点要望項目として要
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望してまいりました。今回、新知事に対して初めての独自要望の機会であったことから、空港の

整備については、地域振興のためには必要不可欠であると強く要望いたしました。知事からは、

先ほど市山議員おっしゃったように、滑走路延長は予算規模が膨大で、国の支援が必要不可欠で

ある。国の採択条件になっている定期航空路の就航の見込みを示す必要があるといった、これま

でと同様に厳しい回答でありました。私といたしましては、滑走路延長が不足している現状で新

しい定期航空路線の開拓はできないことから、まずは調査費の予算確保をぜひお願いしたいと申

し上げたところでございます。 

 参考でございますけれども、新潟県の佐渡空港は滑走路長が８９０メートルしかなく、現在、

定期旅客便はございません。佐渡新航空路開設促進協議会、これは昭和６０年にできております。

県・市と連携して首都圏等への航空路開設を図るため、ジェット機の離発着陸が可能な滑走路

２,０００メートルの拡張整備計画を推進されております。 

 また、全国の県や市町村で構成する全国地域航空システム推進協議会においては、本年５月に

国に対し要望書を提出されておりまして、その中で離島航空路線維持対策の拡充についてという

項目において、佐渡空港の滑走路延長を図ることが記載されております。離島の佐渡空港につい

ては、島民生活の安定、離島振興等の視点から、滑走路の延長を図っていただきたいとの内容に

なっております。 

 なお、本協議会には長崎県は構成団体となっておりまして、さらにはオリエンタルエアブリッ

ジ株式会社も賛助団体となっておりますので、チャーター便を含め、具体的航空路線を模索する

必要があると考えております。 

 本市においては、令和４年８月２３日に行われた壱岐市国境離島新法制定民間会議及び空港整

備促進期成会総会において、谷川衆議院議員、山本参議院議員、宅島県議会議員、鵜瀬県議会議

員、御出席の下に空港の整備等については、壱岐の航空路の維持存続及び地域振興のために全力

で取り組んでいく旨の決議文を採択したところでございます。空港整備といった大きな課題につ

いては、当然、一朝一夕に解決できるものではなく、粘り強く要望活動を行うことが重要と考え

ております。 

 次に、３項目め、４項目めの御質問、壱岐空港ターミナルビルの改築計画についてでございま

すが、議員御承知のとおり、おっしゃられたとおり、壱岐空港ターミナルビルにつきましては、

昭和４０年１０月に竣工し、既に５７年が経過し、老朽化も進み、修繕等に費用がかかっている

状況にあります。耐用年数、鉄筋コンクリートは５０年でありますけれども、既に過ぎており、

改築の時期は来ているものと考えております。しかしながら、先ほど申し上げましたように、滑

走路の延長について県に対し要望等を行っておりまして、民間の組織もございます。議員おっし

ゃるとおり、滑走路が１,５００メートルということになれば、空港の規格も変わり、現在、
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９段階中の６番目のＦ空港でございますけれども、１,５００メートルになりますと４番目のＣ

空港ということになります。現在の滑走路幅の３０メートルを４５メートルとする必要もありま

して、空港全体の必要面積も増えるため、現ターミナルビルの位置を変えるという必要が出てま

いります。 

 このようなことから、知事要望はもとより、先ほど申し上げました全国地域航空システム推進

協議会へ加入し、滑走路延長の要望を行うことができないかなど、検討してまいりたいと思って

おります。そうしたでき得る限りの努力を重ねた結果、滑走路延長がかなわないと判断した場合

は、空港ターミナルビルの改築を行いたいと考えておりますので、それまでは滑走路延長につい

て強く申し入れてまいりたいと思っております。御理解と御協力をお願い申し上げます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  まず市長にその大石知事との要望の面談の感触はどうだったで

すかね。それはおっしゃったですかね。厳しいでしょう。厳しいはずと思います。 

 それからの空港の県有地、空港の面積ですが、さっき言うたように、１,５００メートルにす

るには、３００メートル出して、長さが取れても幅が私はないと思いますが、その点どうですか

ね。幾ら要望しても、面積がなかれば。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  市山議員は当然、普通考えますと、それは海上のほうに伸ばすというこ

とが普通でございますけれども、私はそういったことも含めて、ぜひ調査費を計上してくれませ

んかということをお願いしているわけです。普通のやっぱり考え方と専門家の考え方は違うと思

いますし、やはり調査費をつけていただく、そのことが大前提だと考えている次第であります。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  いや、私はそれはいいとですね。とにかく県有地です、県の事

業ですから、県がやると言わねばそこまで、調査費は県が出すわけですから、今こっちは市が調

査しますから調査費をお願いしますとこう言いよるわけですから、それはもう逆の立場になった

らなかなか県が動かんとできないと思っておりますし、それでこの滑走路面積、空港全体の面積

に対しましても、面積がなかればまた用地交渉をせないかないと。そういうことも準備をしちょ

かんと、幾ら、調査費をどんくらい要るちゅうことは、もう１５０メーターは必ず要るわけです

から、そういうところを前もってしちょかんと元の前知事が言われるように、そういうことがあ

ったろうがと、今言うとはそれだと私は思っております。 

 それから、隠岐空港のことを言わっしゃったですけど、隠岐空港も癩癩あ、佐渡、佐渡空港も

ですたい。やっぱり今８９０メートルか。それを２,０００メートルちゅうことは相当なやっぱ
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りこれ用地が要るわけですけど、これは後で言いますけれども、今、南西諸島から東シナ海、今

度は日本海、そうした危機感を持ってこれはやっておるというような考えもありますから、それ

がやっぱり壱岐空港と同じような状況になるかと思います。 

 そこで、市長も東シナ海の状況は分かっておりますが、壱岐空港整備の要望の経緯を振り返っ

てみますと、私は知事の回答は、知事の立場として、国の方針による国内外の情勢を考慮しての

回答と私はこう思っております。１つ目の費用対効果、これはジェットフォイルの就航により、

壱岐癩福岡の空の乗客が減少し、全日空が撤退した。これが一つ。 

 ２つ目は、国の採択条件である具体的な就航見込みと全日空の就航計画のことと私は思われま

す。 

 ３つ目は、どのような機種でも着陸できる滑走路延長が必要という時代ではない。このものが

欲しいと要求するのは通用しないと言われております。それから大石新知事とは、同じく膨大な

費用と国の採択条件が非常に厳しいとの（……）されておりますが、現在、国内外ではコロナの

対策、ロシアのウクライナの侵攻により、物価の高騰対策、防衛費の予算確保など、南西諸島の

問題が関連しておると私は思っております。 

 次に、有人国境離島に対しては、空港整備の要望に関する重要なことが報道されました。これ

は去る１１月１３日の新聞に防衛力強化と国民保護の観点から、南西諸島の空港、港湾、シェル

ターの改修、利用拡大の計画を公表されており、離島の防衛の保護の遅れを私は感じたところで

ございますが、現在の状況を見ていますと、２０２０年８月の時点で南西諸島、沖縄県ですね、

南西諸島では２０か所空港があるわけですな。その中で２０か所ある空港のうち戦闘機、今、

Ｆ癩１５を含む自衛隊機が着陸できる空港は、沖縄県本島那覇空港と沖縄県の宮古島市の下地島

空港だけの２空港しかなかわけですよ。あとは残りの７空港は輸送機のみ、残りの１１空港は滑

走路の長さが足りない。自衛隊機が機種を問わず着陸できるのは、滑走路の長さが、Ｆ癩１５、

Ｆ癩１５Ｂでもですが、３,０００メートルは必要と言われており、滑走路の延長が急務とされ

ております。港湾も自衛艦が着岸される港湾は、１１の主要港で３か所しかないちゅうことよね。

それで残りの８港は水深が浅く、護衛艦や輸送艦での住民保護の避難が遅れかねないための港湾

整備とまた住民の生命を守るシェルター施設を含めた国民保護体制の強化、公共インフラ整備の

特別保護を仮定した空港港湾整備に加えて、地下シェルターの拡充もしっかり取り組むとされて

おります。国も緊迫する地域の防衛の整備に先行して整備が必要で、同じ国境離島でも状況の違

いが見られます。壱岐空港整備要望の知事の回答であり、同時に国の回答と私は感じております

が、要望は壱岐市の重点要望として位置づけられて、必要な時期が来れば国も受け入れると思っ

ておりますので、焦って、県の事業でありますので、ＯＲＣも現在の空港で離着できるＡＴＲ新

機種を購入して、壱岐癩長崎間を維持されるために頑張っておられますので、壱岐空港も壱岐市



- 115 - 

も空港存続できることを考えて、空の空港の美化などを考えていかねばと思っておりますが、こ

れについても、幾ら焦ってもなかなかこれは回答が、よし、来たと、やりますよということにな

らんと、これはもう延長はできんわけですから、その点は市長はどえん思うちょらすですか。根

気比べでずっと待っていきますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  今、市山議員が、いわゆる国境離島における空港で国防関係にも関係す

るということを思っていらっしゃるかと思います。ただしかし、壱岐の場合は国防関係の空港と

いう位置づけというのは、それはなかなか、私はそのことを持ち出すことは非常に危険だと思っ

ております。そうではなくて、やはり純粋にやはり壱岐市の発展のために、振興発展のために空

港は必要だということを訴えてまいりたいと思っております。が、しかし遅々として進まない、

それをどうするかということでございます。私は、今まで谷川先生、名前を出していいかどうか

分かりませんが、谷川先生にいろいろ国境離島でもお世話になりましたし、御相談を申し上げて

きました。今回は山本参議院議員、国政にいらっしゃいます。その辺のことも、感触等々につい

ても、ぜひ私は相談に乗っていただきたいと今は思っている次第であります。やはり鵜瀬県議、

山本啓介参議、長崎県でいわゆる参議は２人ですけれども、１期の選挙人としてはお一人でござ

います。長崎県全体を考えなければいけない立場にあられますけれども、やはり出身地の壱岐市

についても、私は積極的に御相談を申し上げて、壱岐市の発展のために御尽力を賜りたいと思っ

ております。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  それは私はもう、もちろん市長も変わりなかと思います。もう

とにかく国境離島新法でも期待しているわけですけれど、今の状況はなかなかこう厳しいと思っ

ております。そして南西諸島の関係、防衛の関係には関係ないと言わっしゃるけれど、これは国

はこのＧＤＰ２％をやるために今相当の予算の確保があっておりますけれども、出るところは一

緒ですから、それで国債を使うか、それから税金を上げるかということで、これはやっぱり大事

なことから緊急なものから国は持っていくけんですね、これは有人国境離島でせっかくそういう

ふうに制定はされておりますけれども、その今要するに先生たちを有効に活用、お願いして、ぜ

ひこれは進めていかないと、今までまだ一度もこの市長の県知事の答弁に対しての内容は、市長

から代議士にお伝えしてあるとですかね。大石知事の答弁は厳しいということは、谷川先生たち

は知っちゃるわけですかね。知らっしゃれんでしょう。こういう知事を期待していたけれども、

知事の答弁は前と変わりませんよというぐらいのことは谷川先生におっしゃって、そして参議院

議員の山本参議院議員も今度就任しちゃるわけですから、そのことについてはやっぱりやらんと、

これは国防が先になりますよ。これは間違いないと思っております。私、新聞をずっとこう切り
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抜いて持っちょるんですが、そういうことはもうどうしても大事なことは国防と思いますから、

これが東シナ海、日本海と、北朝鮮が日本海にミサイルを撃っているように、そうした防衛の関

係も今あるわけです。そしてそういうふうなことはやっていただくように。私は、これはもうず

っと、もう平成６年からずっと私も議長時代からこの空港整備については取り組んでおりますか

ら、もうあれからすると十何年になります。そして要望も７回から８回になるわけですから、そ

の点、今度８回目についてはしっかり取り組んでいただきたいと。市長も大変でしょうけれども、

壱岐のため、これは日本のため、そして島民のためにも頑張っていただきたいというふうに思っ

ております。これは話せば切りがないですから、よろしくお願いします。 

 次に、４項の土地規制法の指定についてでございますが、土地規制法は本年９月２０日に全面

施行され、政府は土地所有者の調査のほか、施設の機能を妨害する行為への中止勧告や罰則つき

の命令を出させる法律であります。政府は２０２２年１０月１１日、安全保障上重要な施設周辺

を対象とする土地利用規制法の特別注視区域や注視区域について、北海道、青森県、東京、島根、

長崎の５都道府県の離島や自衛隊施設など計５８か所の候補地を提示されておる。第１弾の対象

区域として、早ければ年内にも指定されるが、長崎県では対馬が特別注視区域が９か所、注視区

域が１０か所と多く、それは対馬市では平成８年、１９９６年に対馬市の海上自衛隊基地周辺に

韓国企業による土地取得が表面化して、規制法の法制化につながり、「対馬が危ない」という本

も出版された経緯があります。五島市では特別注視区域が２か所、注視区域が７か所、壱岐市で

は同じ国境離島であり、海上自衛隊もありますが、特別注視区域や注視区域の候補地の指定はな

されていないのか、お尋ねをいたしたいと思います。これについて答弁をお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  １４番、市山議員の御質問にお答えをいたします。 

 御質問いただきました土地規制法の法律の正式名称は、重要施設周辺及び国境離島等における

土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に関する法律と申しまして、通称土地規制法、または

重要土地等調査法と呼ばれております。 

 かねてから日本を取り巻く安全保障が厳しさを増している中で、国境離島や防衛関係施設周辺

等において外国資本による土地建物の買収が相次いでいることを踏まえれば、監視を強化するこ

とは必然的ではあります。 

 具体的な事例といたしましては、議員もお話しされましたけども、平成２０年に対馬市での韓

国資本による土地取得や、平成２６年には北海道で航空自衛隊千歳基地や新千歳空港などに隣接

する地域で中国資本による土地買収の状況について、安全保障上、懸念案件とされております。 

 また、国の林野庁が行っております、外国資本による森林取得に関する調査におきましても、
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平成１８年から令和３年までに３０３件、面積として２,６１４ヘクタールを外国資本が取得さ

れているという調査結果も出ております。 

 こうした中、国におきましては、安全保障等の観点から、関係機関による情報収集など土地所

有の状況把握に努め、土地利用管理等の在り方について検討し、所要の措置を講ずることが令和

２年７月に閣議決定され、本年９月２０日に当該法律が施行されたものでございます。内閣府が

公表しております注視区域及び特別注視区域の指定についての資料には、年内に５８の区域が指

定をされる予定となっております。その候補地には、議員御質問のとおり、対馬市や五島市が含

まれておりますが、壱岐市の区域は含まれておりません。最終的には全国およそ６００か所が注

視区域等に指定される予定となっておりますので、壱岐市は国境離島であり、そして自衛隊や海

上保安署の施設もございますので、今後、市内の関連する地域は区域指定がされるものと考えて

おります。しかし、現在のところ、国からの意見聴取等は受けていないところでございます。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  この規制法は、さっきも述べてましたように、２００８年、対

馬の海上自衛隊基地周辺で韓国企業による土地取得や北海道の水資源や山林を中国資本が大規模

に外国資本に土地が買収されるケースが相次いで、表面化されております。壱岐でもそういう個

人的にはあっております。規制法の法制化につながっている経緯がありますが、壱岐市にも海上

自衛隊警備所や唯一の温泉源、また観光資源もあり、島の少子化・人口減少に伴い、犯罪の拠点

に利用される可能性があると思われます。小さな島でありますが、国境の島として壱岐市は注視

する必要があると思いますが、先ほどまだ国からあってはいないということでございますけれど

も、これはそういうことがあったら、もう要望してでもやらんと、壱岐だけ取り残されるような

ことがあってはなりませんので、私が申し上げておるわけでございますから、よろしくお願いい

たします。何かありましたら、もう時間も来ましたから。ありませんね。ないようですので、答

弁がありませんようですから、空港整備、そしてまた空港の改築、それから壱岐空港ターミナル

株式会社には市は買収はできんとですかね。そういう条件があったんですかね。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  壱岐空港ターミナル株式会社につきましては、当初、壱岐空港が開

設されるときに会社はできておったわけですけども、空港を管理運営する長崎県が指定をして、

そのターミナルビルの運営を任せられております。ですからその買収につきましては、可能か不

可能かというのは、現在のところ、何も根拠的なものはございません。現に、神戸市が神戸の空

港を買収をして、そして目的が違っておりましたけども、買収してほかの管理組織に移したとい
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う、技術的な買収はあっております。県のほうにもその他事例を確認しましたけども、あまり市

が購入をしたという例はないとのことです。ただ今後、そういうことも可能かどうかも含めて、

いろいろ調査はしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  それは大事なことであって、これは壱岐空港ターミナル株式会

社は今運営が借金もしていないし、預金も五百何十万円かありますね。ですからそういう資産も

ありません。そして壱岐空港が、例えば今、滑走路の要望をしておりますけれども、滑走路はで

きてもできんでも、市の空港ターミナルビルは壱岐の株式会社の所有ですから、もうターミナル

を私たちは、さっきも申しましたけれども、どうしても多額の金が必要で計画ができんというこ

とになると、いつまでもターミナルは建設ができんということになりますから、私はそういうふ

うに申しておるわけでございます。そしてそういう縛りがなければ、市が買収、買収ちゃ失礼で

すが、引き受けて、そしてやると、先ほども言いましたように、国の措置も交付税措置もありま

すし、起債もあると。市がやればですよ、あるだろうと思うとですが、株式会社ではそういう措

置はないですからね。その点を考えていただいて、やっぱり株式会社のせっかく５社の方が設立

されておりますけれども、どうしてもやれんということになると、空港のターミナルが倒れても

何もやれんということになりますから、やっぱり壱岐の空港、空の玄関口ですから、早めにやら

んと。私も、先ほどから何遍も言いますけれども、やっぱりもうだんだん建物が古くなると修理

箇所も多うなります。台風だったら保険掛けちょけばそれでよかかもしれんですけど、こざこざ

の修理やら何やらいろいろありますから、それはやっぱり株式会社も責任を持ってどういう方法

を取るか、市のほうもひとつ交渉していただきたいというように思っておりますから、よろしく

お願いいたしまして、あと３分ありますけれども、このくらいで。よろしくお願いします。どう

もありがとうございました。 

〔市山  繁議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、市山繁議員の一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、明日、１２月１５日、木曜日、午前１０時から開きます。 

 なお、明日も一般質問となっており、４名の議員が登壇予定となっています。壱岐市ケーブル

テレビ、壱岐ＦＭにて生中継いたします。市民の皆様におかれましては、御視聴いただきますよ

うよろしくお願いします。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 
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午後３時43分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 

教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 

農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  総務課長  平田 英貴君 

財政課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので、御了承をお願いいたします。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、一般質問を行います。 

 質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、３番、武原由里子議員の登壇をお願いします。武原議員。 

〔武原由里子議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（３番 武原由里子君）  おはようございます。３番、武原由里子が通告に従いまして一般

質問を行います。大きく３点、まず１項目めです。 

 不登校・ひきこもり支援体制の構築について。 

 まず、毎年壱岐保健所主催の不登校・ひきこもりの連絡会議が開催されています。市内の各機

関や団体、専門職との顔合わせや研修があっております。 

 現在、この保健所主催の会のみで、壱岐市が主体となった会はないということでした。壱岐市

が主体となった支援体制の構築が必要だと考えております。壱岐における現状把握と今後の具体

的な支援体制について、次の３点を伺います。 

 １点目、現在、全国的にも増えておりますが、不登校という定義には入らない不登校傾向の児

童生徒、別室登校や短時間登校などの児童生徒数が壱岐で今どれくらいいるのか、その現状と相

談窓口、また支援体制についてお尋ねいたします。 
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 ２点目、壱岐におけるひきこもりの現状と相談窓口の体制についてもお尋ねいたします。 

 そして、３点目に、壱岐市内の各機関の団体や専門職との連携についての現状と今後の方向性

など教えていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原由里子議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。久保田教育長。 

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  ３番、武原議員の質問にお答えをいたします。 

 質問の１点目に上がっております別室登校や短時間登校の児童生徒数と相談体制についてです。 

 先ほどお言葉の中にありましたように、相談体制というのは相談の窓口、併せてその支援体制、

それも含んでいるのだということでしたので、その認識でお答えをいたします。 

 現在、別室登校をしている児童生徒数は９名で、全部中学生です。そのうち短時間登校の状態

にあるのは７名と捉えています。 

 この内容は、午前中１０時ぐらいに来て給食終わって帰る、あるいは午後から来てという形で、

残り２名は短時間登校ではないのですが、つまり学校に来るときはちゃんと来て終日までいれる、

しかし、その登校する日数がやや少ないというのが私たちが把握をしている状況でございます。 

 別室登校をした生徒の居場所は、相談室が６名、保健室が２名、通級指導教室が１名です。そ

れぞれの場所で相談員や養護教諭、学校によっては空いている時間の先生等が対応をしています。 

 教室に入れない状況の要因も個々によって微妙に違いますが、教室復帰を目標に学校では対応

をしております。それぞれの生徒の学年に応じて、学習支援を中心にしているところです。 

 たまたま現在のところ、同じ学校で別室登校をしている生徒が２人いた場合、その２人が相談

室で一緒になるから相談員が対応できる、あるいは別の学校ではたまたま保健室で対応する、今

の場合は割と同性同士がそういう形になっておりますので、幸い対応もしやすく、学習支援等も

含めて、相談を受けながら、なおかつ学習支援をするということをしております。 

 やはりそれぞれで対応する教職員の熱意と誠実さが通じて、少しずつ教室に復帰できる生徒も

出ています。つまり、この時間は教室に入れるとか、体育のときには、また参加できるとか、そ

ういう状況をつくり出している形です。 

 また、タブレットによるオンラインが自分は受けれるという男の子も１人、中１ではおり、そ

の対応も学校のほうでできるだけしているところです。 

 このように根気強く対応することが学校に求められております。別室登校の生徒の支援体制は、

その学校の教職員が総がかりでしているのが実情でございます。 

 ４つの中学校に市費で配置をしております心の教室相談員、その存在は大きく、教室に入れな

い生徒の相談者であり、学習の支援者の役割をしていただいているところです。 

 ２つ目の質問については、市民部のほうでお答えになります。 
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 ３つ目の壱岐市内の各機関や団体、専門職との連携のための具体的支援体制についてで、関わ

る分についてのお答えをいたします。 

 御指摘のように、不登校やひきこもりにある児童生徒や成人に関わっている期間はそれぞれの

立場で相談や支援を行っていますが、ひきこもりという形の概念で言いますと、小学生と中学生

にはそれに値する形はないと私どもは捉えております。 

 それは、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）がそのような子供たちとの対応をしてくれま

すが、しっかり対応をする、そしてまた友達が家に来た場合も外に出て一緒に活動をする、家族

で出かける、そういう家庭の中から外に出る活動的な部分を有しておりますので、小中学生の中

には今のところひきこもりというのがいないと教育委員会では捉えているところです。 

 市教委は、不登校にある児童生徒の支援を壱岐市不登校相談ネットワークというのを早くから

設置して、その関係者や関係機関との連携を図っております。各学校の相談体制を充実させ、児

童生徒の学びの場の保障に努めているところです。 

 議員お話の壱岐保健所が主催しております壱岐地区不登校・ひきこもり支援連絡会議にも、当

然教育委員会のほうからも担当が毎回出席をしながら、各機関や各団体の代表者の皆さんたちと

協議をしているところですが、そこで十分情報の共有はできていると、こう捉えております。 

 市教委としては、この不登校に関わる要因、原因は一人一人によって違う、そういう意味では

個に対応することが、この不登校対策では最も重要になると考えますので、そちらのほうに力点

を置いておりますので、この保健所が主催される連絡会議等を全体での連携の会議としては大切

にさせていただきながら、市教委としては独自に個別の部分を、先ほど申しますＳＳＷを中心に、

学校、保護者、教育委員会が連携をして取り組んでいるところでございます。 

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  おはようございます。３番、武原議員の２点目の御質問にお答えを

いたします。 

 ひきこもりの現状と相談窓口についてですが、議員御承知のとおり、ひきこもり支援は就職氷

河期世代支援プログラムにも位置づけられており、本市としましても、市町村プラットフォーム

を設置し、生活支援ネットワーク会議を活用し、支援体制の構築を進めています。 

 このネットワーク会議につきましては、ハローワーク、法テラス、壱岐警察署、壱岐保健所、

民生委員・児童委員協議会連合会、保護司会、商工会、漁協、農協、社会福祉協議会、そして市

役所の関係機関で構成をしております。 

 次に、相談窓口についてでございますが、壱岐市社会福祉協議会に委託をしており、平成
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３０年度から令和３年度までの実績で１７件のひきこもりに関する相談があっております。それ

ぞれの状況に応じた支援や助言、必要な期間へのつなぎができたものと考えております。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  御答弁いただきました。幾つか再質問をしたいと思います。 

 まず、不登校についてです。 

 今、壱岐では、市教委では、スクールソーシャルワーカーを中心に、個別に対応しているとい

うことでありました。不登校支援ネットワーク、前回も紹介あったと思うんですが、「ｉ癩ネッ

ト」というこのネットワークのことだと思いますが、実際これを使って相談件数が何件ぐらい今

まであっているでしょうか。（発言する者あり）すみません。一緒にそしたら、はい。 

 それをお聞きするのが、やはりどうしても不登校の方々がなかなか相談をしづらいという声が

届きました。ある保護者からお手紙を頂いたんですが、どうしても自分の子供の不登校の状況を

なかなか理解してもらえなかったというお手紙が届きました。実際その方は、なかなか相談でき

ず、また知り合いも少なく、本当に孤立されておりました。 

 そこで、やっぱり一人になると、いろいろ自分の子供のことだけで本当に精いっぱいで、大変

苦しい思いをされておりました。やはり一人の力では難しいということで、つながっていくこと

が必要だと、そういうサポートの会も今できつつあります。親が一人で孤立するだけではなく、

親同士が一緒に悩みを共有しながら、少しでも自分の子供の健やかな成長を見守っていきたいと

いう親の会も今立ち上がっております。 

 実際には、心理カウンセラーの先生がボランティアでサポートしてくださっています。そこに

は保健所の方や主任児童委員、また先ほども説明がありました心の相談員、また元不登校の保護

者など、たくさんの方がサポートしながら、本当にボランティアで支えて、今まさに悩んでいら

っしゃる保護者の声を聞きながら、そういう親の会が今できて、月１回、皆さん集まっておられ

ます。 

 こういう状況で、どうしても行政機関と民間とというところで、なかなかそこのつながりとい

うのが今まだできていない状況なんですけれども、以前は県のほうからその親の会へのサポート

もあったようです。 

 実際には、今は、壱岐の場合は、親の会は民間で運営をされております。県のほうで１２月議

会の質問の中で、不登校の児童や生徒への対応について質問がございました。 

 その中で、知事の答弁では、不登校の児童生徒への体験活動の実施を今後考えて実施していく

ということでした。自然の家などを使い、そういうなかなか学校に行けない子供たちにも様々な
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体験をさせる、そういうことを県でもやっていくということでした。 

 実際、壱岐でもそういう活動が今後必要になってくると考えております。壱岐でどのような、

今後学校の学習支援等含めまして、体験活動の実施をどういうふうに考えておられるか、お聞か

せください。 

○議長（豊坂 敏文君）  教育長。 

○教育長（久保田良和君）  武原議員の再質問にお答えをします。 

 まず、ネットワークのほうは、正直言いまして、この二、三年、電話相談があっておりません。

それだけ、先ほど言いますＳＳＷが各個人家庭に行っているということになります。 

 例えば、ここにある１日のＳＳＷの行動記録があります。そこにきちっとした氏名、お母さん、

お父さん、誰と相談して、どういう内容で、そのことを帰って、学校でどう対応して、次にどう

対応するかという具体的な記録が残されて活動をしていて、これほど個人に対して取り組んでい

ることは私ないと思います。 

 組織立ち上げても、そこまでのことは多分できないと思いますね。これだけＳＳＷの存在とい

うのは大きいので、県に対しても毎年この制度、配置は続けていただくように強くお願いをして

おり、できれば壱岐市で不登校等が増えるのであれば、１名ではなく、２名の予算枠等をしてい

ただきたい。むしろ県には、私は、そうお願いしたいと思います。 

 ２番目の体験活動については、おっしゃるとおりですが、何度も言います不登校の原因、要因

は、一人一人違います。県下の１,０００人を超す数の中で、まず体験活動を取り入れようとい

う考え方は間違っていないと思いますし、私どももその体験的な場所への子供たちを登校させる、

例えば現実的に修学旅行に来てくれるか来れないかも学校は相当努力をして、いや、修学旅行は

来たという事実をつくっていますね。それも大きな体験活動だと思っております。 

 単なる学校外のところで遊びを中心にした形だけで子供を引っ張り出すだけで終わるのは、や

はり真の狙いにはならないと、できれば学びということをしながら、長い人生を生きていく子供

たちを支えていく小学校、中学校の教育活動の支援というのを根底に考えているのが壱岐市教育

委員会です。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  御回答ありがとうございます。本当にスクールソーシャルワー

カーの方一人で奮闘されているのは、本当に分かります。やはりぜひ複数の派遣等、これは県や

財源もありますので、今後ぜひ増やしていただきたいと思います。 

 また、体験活動については、どうしても人とのコミュニケーションが取りにくいお子さんもい

らっしゃいますので、まずはそういうところで同じ悩みを持つ方々が集まってというところだと

思います。学び、ただただ遊ぶということではないと考えております。 
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 では、２点目なんですが、ひきこもりのほうに再質問、市民部長のほうよろしくお願いいたし

ます。 

 今回、壱岐市では社協さんに委託されているということで、１７件が相談があったということ

でした。こちらなかなかひきこもりというところはすごく難しい問題なので、本当に大変な状況

でされていると思います。 

 実際、今日の本当新聞にもございました。８０５０問題ですね。なかなか解決できていない、

こういう中で、当事者と親が年を重ねております。そのために家族を丸ごと支援する必要がある

と、今日の新聞にも書いてありました。やはりここが一番大事なところではないかと思います。 

 前回の保健所の会では、実は県内の状況の報告がありましたが、残念ながら壱岐市のみ、この

家族や当事者支援の会が実施されておりませんでした。ぜひこの会を社協さんだけでは難しいと

思いますので、壱岐市のほうでも一緒になりながら、１７件の相談があっているということです

ので、それ以上の御家族の方がやはり悩んでおられると思います。ぜひそういう会をつくってい

ただきたいと考えております。いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  武原議員の再質問にお答えいたします。 

 当事者と家族を支援をするということは、非常に大切なことだと思っております。今後、この

件につきましては社協に、現在、相談を委託しておりますけれども、協議をしながら、研究した

いと思います。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  よろしくお願いいたします。 

 また、このひきこもり等、長引きますと、どうしても自殺等にもつながっていくことが、たく

さん事例が上がっております。 

 壱岐市では、今まさに命を支える自殺対策計画の改定を実施されておると思いますが、この改

定の今状況をお知らせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  武原議員の再質問につきまして、お答えを申し上げます。 

 自殺対策計画の見直しにつきましては、６月からワーキング職員による打合せ会を皮切りに、

毎月保健所との会議、ネットワーク機関との打合せ会等を行っておるところでございます。 

 １月までに今の本年度の事業計画のモニタリングまで終了をし、２月に素案を作成、その後、

パブリックコメントを実施し、３月に成案を策定する予定でございます。 

 以上でございます。 
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○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  直接的には中身の件に、こういうひきこもり等のことも書いてあ

ると思いますが、まだ策定途中ということですので、ぜひ内容等も、今の親の会の、壱岐市とし

ては足りない部分がありますので、その辺りも計画として入れていただきたいと思います。 

 実際に、今、本当に個別に対応しているという教育長のお話がありました。これまさにアウト

リーチ型の支援を壱岐市は率先してやっているということで、大変すばらしいと思います。 

 これが実際、子供政策の今基本理念の５番にあります。こども家庭庁のそれを、今まで待ちの

支援ということでしたが、基本理念の５番、これからプッシュ型支援、またアウトリーチ支援に

転換するという、国が大きく転換を示しております。これをいち早く本当に壱岐市は対応してあ

る。 

 しかしながら、やっぱり一人の負担がかなりかかっていると思います。ここの人材が必要です。 

 また、処遇改善も、安定的な財源確保についても、しっかりとしたサポートがないと、これは

続けられないと思います。これは、国の政策として、今後予算化もされると思いますので、ぜひ

壱岐市も要望等を続けていただきたいと考えております。 

 また、この理念の４番目にもあるんですが、縦割りの壁や年齢の壁を克服して包括的な支援を

ということで、これも今お聞きいたしましたら支援体制、ネットワーク等されているということ

で、ますますそれを広げながら、実際に個別も併せながら対応していただきたいと思います。こ

れも子供政策の大きな４番目になっております。実際に、国も県も、子供の政策をしっかりと今

打ち出しているところです。 

 しかしながら、実際には、現場は壱岐市が主体となります。この取組の中で、やっぱり市長の

考えが大きいかと思います。不登校やひきこもりについて、市長の御見解をお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  こういった市民に寄り添った内容については、やはり現場の職員が最も

重要でございます。現場の意見を聞きながら、それに対処してまいりたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  まさに現場に答えはあります。 

 大きな１点目、子供の視点、また当事者の視点を現場に行って、探して見つけて、政策として

立案していただきたいと思います。私も、その声を届けたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 これで１点目を終わります。 

 続きまして、２点目です。 
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 壱岐市の将来を見据えた保育行政の在り方について御質問いたします。 

 コロナ禍の中で、本当に子供を預かる保育士の方々、また保育の補助をされている方、大変な

状況で毎日働いておられます。労働時間や低い賃金など、本当にコロナの対応等、本当に大変な

中で頑張っておられると思います。感謝いたします。 

 この今の状況の中で、出生数もかなり予測よりも大きく下回っている。昨日も人口統計では

８年先を進んでいるということで、市長の答弁もありました。 

 今、壱岐の中で、待機児童もいない中で、公立保育所の定員を見直す必要があると考えており

ます。それがないと、民間の小規模の保育事業者がかなり厳しい状況で、継続できるかも危ない

状況にあると声をお聞きいたしました。 

 そこで、３点お聞きいたします。 

 まず、定員数見直しを考えておられるか、考えておられるんだったら、時期とその方針につい

て、もし今のところないということであれば、２点目、小規模保育事業所に対する定員払いの事

務費の補助についてを御検討いただきたいということで、２番目は提案です。 

 ３番目は、第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画の現在改定をされているということです

が、これを改定される前には、ぜひパブリックコメントもお願いいたしたいと思います。 

 また、来年４月からは、こども家庭庁も設置されます。６年度から第３期になるということで、

今本当に大きく変わっている過渡期だと思いますので、事業の見直しの時期、本当に早急にしな

ければいけないかと思いますが、この現状等もお知らせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  武原議員の２つ目の御質問にお答えいたします。 

 まず、１つ目の定員数についてでございますが、例年４月当初には、待機児童は発生をしてお

りません。年度途中における出産及び転入などにより、受入れ施設との調整によって待機児童が

発生するケースはございます。令和４年１２月１日現在、壱岐市内の待機児童数は１４名でござ

います。 

 その内訳としましては、全てがゼロ歳児となっております。現在、壱岐市内の各保育園、小規

模保育施設ともに、ゼロ歳児の定員数は全て埋まっている状況でございます。 

 また、令和５年度末で三島保育所を除く、渡良、沼津、初山へき地保育所、３園を閉園し、令

和６年度末には柳田、志原へき地保育所、２園を閉園することで手続を進めさせていただいてお

ります。令和６年４月には、郷ノ浦町に民間による新たな認定こども園が開園予定となっており

ます。 

 このようなことから、御質問の定員数見直しにつきましては、へき地保育所の閉園及び民間に
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よる認定こども園の開園を考慮し、１年間児童の入所者希望状況を見極めさせていただきたいと

考えております。民間による認定こども園にどのくらいの児童が流れるものなのか、認可保育所

でどのくらいの児童を受け入れることとなるのか、小規模保育施設も含めて、どのような児童の

流れができるものなのかをまず１年間見極めさせていただき、削減定数等の判断を適宜させてい

ただきたいと考えております。 

 次に、２つ目の小規模保育所の定員払い事務費補助につきましては、子ども・子育て支援法第

２７条第１項、施設型給付費の支給及び同法第２９条第１項、地域型給付費の支給に規定する認

可を受けた私立の保育所等に対して、定員に対し、入所児童の欠員が生じた場合に保育事業の円

滑な実施を期することを目的として、保育所等の運営基盤を確保するために要する費用を支給す

るものとして、広島市が昭和４７年より独自に行っている支援事業と認識をしております。 

 また、小規模保育施設の定員数は１９名以下と定められており、市内では４施設が対象となっ

ております。 

 この独自の取組である小規模保育施設の定員払い事務費につきまして、長崎県内で実施をして

いる自治体は現在ございません。現在の地域型給付費の支給公定価格に加えて、小規模保育所の

定員払い事務費補助につきましては、現時点においては、検討はいたしておりません。 

 今後とも出生数などの推移を注視しながら、保育の量の見込みと提供体制を見定め、公立認可

保育所の削減定数等の判断をさせていただきたいと考えております。 

 次に、３つ目の質問ですが、第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画は、令和２年度から令

和６年度までの５年間を計画期間として、中間年度である令和４年度に目標達成状況及び進捗状

況を点検し、見直しを行うこととしております。 

 現在、壱岐市子ども・子育て会議において、平成２６年の答申を基本とし、現状に応じた質の

高い幼児期の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供のため、支援事業計画の見直し

を行っております。 

 また、広く市民の皆様からの意見や情報をいただき、支援事業計画に反映するためにも、パブ

リックコメントは必要と考えております。 

 今後、手続が整い次第、市民皆様へ壱岐市ホームページなどを介してお知らせさせていただく

予定でございます。 

 次に、こども家庭庁設置に伴う事業計画見直しの時期についての御質問ですが、支援事業計画

の策定と見直しは、市町村ごとにおける子ども・子育てに関する現状と課題を見極め、将来の動

向及び子育て支援策に関する状況の把握と整理を行い、質の高い幼児期の教育・保育及び子ど

も・子育て支援事業の提供を図ることを目的としております。 

 こども家庭庁設置に伴う事業計画の見直しにつきましては、今後とも国の動向を注視しながら、
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必要に応じて対応してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  答弁いただきました。現在、１４名が待機児童ということで御報

告いただきましたが、その全員ゼロ歳児、１４名待機児童ということは、入れていないというこ

とで、自宅等でどなたかが見ているという状況ということですよね。 

 ゼロ歳児ですので、やはり３人に１人の保育士が必要になりますので、なかなか定員１２０％

とか言っても、保育士がいないと、そこは預かれないということで、かなり大変な状況にはなっ

ているというのを認識いたしました。 

 今回、年度途中で、そうやって出産等、職場復帰される方がいらっしゃってということだと思

うんですが、この辺りこれ２番にも関わるんですが、４月から最初の９月まで、前期はなかなか

このゼロ歳児が、今１４名の待機児童と言われますが、この４月から９月までは定員も大幅に割

れている施設がほとんど、特に小規模は１９名の中のゼロ歳児の枠がなかなか埋まらないという

ことで、ここの前期の部分で毎月持ち出しが各事業所さん、１００万円まではいかないというこ

とですけれども、それに近い持ち出しを毎月されているということです。 

 子供を預からないと、その運営補助は出ないということなので、ここで、かといって保育士を

切るわけには、解雇するわけにはいきませんし、なかなかこの大変な問題を抱えているというこ

とですね。 

 実際に、今説明ありました広島市は、かなり前からこの定員払い事務費補助ということで、そ

の４月から９月までの穴埋めをしてくださっているということです。 

 壱岐市の場合は検討していないということでしたが、昨年度、３年度末の運営補助の不用額が

かなり出ておりました。定員よりも当初の見込みが、児童数が少なければ、そういうふうに不用

額が出ています。 

 しかしながら、小規模の事業所さんはそれを維持しないと、今１０月以降も対応できない。実

際１４名、今、待機児童がいるということは、それだけ後半から預けたい需要があるということ

ですので、前半で保育士を解雇とかしたら実際にはもうできませんので、やはりそこはすごく大

事なところで、事業所を存続させるためにも、ここは事業所の努力だけではやはり難しいと考え

ておりますが、ぜひここの前半の部分ですので、計算をしますと、不用額よりも少ない金額で恐

らく人数、計算していただくと出るということですので、再度御検討いただきたいと考えており

ます。それについて、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 
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○市民部長（西原 辰也君）  武原議員の再質問にお答えいたします。 

 小規模保育施設の４月から９月に関して定員割れをしておるということは、認識をいたしてお

ります。現在、次年度に向けての園児の募集を行っておりますが、今後、保育所の希望を取って

おりますので、利用についての調整を行いながら、小規模保育施設と民間の保育施設、その運営

についても確保ができるように調整をしてまいりたいと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ありがとうございます。１つ、定員の件で聞きそびれておりまし

た。１年間様子を見るということでありましたが、この１年間のどこからの１年間かというのが

ちょっと把握できなかったので、再度お答えください。 

○議長（豊坂 敏文君）  市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  民間の保育施設が郷ノ浦町に開園がされる令和６年４月からの１年

間ということになります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  そうしますと、現在、４年度ですから、令和６年度を終えてから

見直すという、そこまでは様子を見るという御回答だと思いますが、それであれば、なお５年度、

６年度で小規模のこの保育事業者が運営ができなくなることも考えられます。ぜひ先ほどの件も

含めまして御検討いただきたい、そうしないと、この待機児童の件もますます増えるということ

になりますので、ぜひお願いいたします。 

 ３点目のパブリックコメントは、ぜひお願いいたします。 

 また、実際には、今、多様なニーズがありますので、この保育に対してもインクルーシブ保育

や発達支援員への配慮、また医療的ケア児、障害児、外国籍の子供など様々な保育ニーズがある

中で、この支援事業計画も、その辺りも含めて、ぜひ見直しをしていただきたいと思います。 

 また、もう一点は、福祉サービス第三者評価ということも書いてありました。最近話題になっ

ております不適切な保育等々、かなり保育士さんもストレスがあり、その辺りが出てきているの

かなと考えております。この辺りもニーズ調査のときに、ぜひ保育士さんのニーズ調査もしてい

ただきたいと考えております。 

 子供は、日本の宝です。ぜひ子供は未来とも言います。若い世代は、医療・保育・教育のこの

３つがきちんとあるところに選んで住むというふうに言っております。その大事な保育をしっか

りとしていけば、壱岐にもたくさん若い世代が移り住んでくれるのではないかと考えております。

ぜひこの辺りも、市長の保育行政に対する狙いや思いを一言お願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 
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○市長（白川 博一君）  なかなかゼロ歳児の待機児童が発生するということは、まさに４月以降

にお生まれになれば、そうなるわけですね。 

 一方で、公の施設の定員が大きくて、そのことによって民間の保育所が非常に困るというよう

なことは絶対避けなければならないことであります。基本的に、民間でできることは民間でとい

うことでございますから、民間の施設を守っていくという、この姿勢には変わりはございません。 

 ところが、今回の保育所の閉園でも分かりますように、おかげさまで公立の保育所の人気が高

くて、公のいわゆる施設を閉鎖するとは何事かという御意見があるのも事実でございます。 

 そういった中で、やはりどういうふうな調整をしていくか。これは非常に難しいと思いますけれ

ども、民間の保育施設を守っていく。この姿勢は堅持してまいります。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  保育はすごく大事ですので。保育行政の主体は壱岐市です。ぜひ、

きちんと方針を出していただいて、皆さん安心して子育てができるような環境をつくっていただ

きたいと考えております。 

 以上で、２点目を終わります。 

 ３点目です。高齢者や障害者の緊急通報システムについてお尋ねいたします。 

 先日の新聞報道を見て、大変心配をされて、独居の方からお電話がありました。実際に今、い

ろんなサービスがある中で、この緊急通報システムが、壱岐市の場合は以前はあったということ

ですけど、今は壱岐市としてはない。民間とのシステムで、民間と個人が契約でやってください

ということで、包括のほうからは聞いております。 

 今後、島原市では緊急通報システムがあるということです。月額３００円の利用料で、申請を

して利用できるということが実際やっておられます。壱岐市でもぜひ、やっぱり心配だというこ

とでおられますので、そういうのも検討していただきたいと思います。取組はいかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  武原議員の、３番目の御質問にお答えいたします。 

 今後、壱岐市での緊急通信システムの取組はということですが。旧町時代から実施をしており

ましたシルバーホン事業につきましては、現時点での利用者は１０名となっております。先日の

答弁の繰り返しになりますが、必要なシステムの整備につきまして、適正なサービスが提供でき

るよう、介護サービス等、関係部署と連携し、取り組んでまいります。 

 また、システム整備と並行し、アナログではありますが、地域の協力も頂きながら、誰一人取

り残されることがないよう、支え合い、尊重し合い、安心して自分らしくいきいきと暮らせるま

ちづくり実現に向けて、関係機関と協力しながら今後も進めてまいります。 
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 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  包括支援センターで確認したところは、壱岐市ではやってないと

いうことでしたが。シルバーホンは、やっているということでよかったんでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  現在１０名の方というのは、旧町時代に契約された方についてでご

ざいます。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  失礼いたしました。では、新しく壱岐市になってからは、ないと

いうことですよね。 

 やはり、それがあるから、そういう孤独死がなくなるとかいうことはないと思いますが。やは

り安心を担保したいという方も、すごく言われておりました。 

 実際に、アナログで訪問してくださったり、その方もされて、受けていらっしゃるんですけれ

ども。それでも、やっぱりこういう緊急通報システムが欲しいということで。他市ではやってい

るってことも、多分、その方は御存じでしたので、そういうお問合せがありました。 

 ぜひ、これも検討していただいて、やっぱり安心っていう何かそれを、安心安全なっていうと

ころで、独居の方が生活できるような、住みやすい環境をつくっていただきたいと思います。御

検討よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  この件に関しましては、こういうシステム、緊急通報システムが、

構築は必要とは考えております。今後、研究いたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ぜひ、やはり他市でもやっていらっしゃいますし、そんなに高額

なもの、提携になるんでしょう。今でも、ＮＴＴと個人でやっているということはお聞きしてお

りますので、早急に、研究していただきながら。やはり、やっていただいたほうが高齢者にとっ

ても、やっぱり独居の高齢者が２,０００人近くいらっしゃいます。そういう方が、やっぱり安

心して暮らせる島に、ぜひ、していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 これで、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〔武原由里子議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、武原由里子議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時とします。 

午前10時51分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、１０番、音嶋正吾議員の登壇をお願いします。音嶋議員。 

〔１０番 音嶋正吾議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  通告に従いまして、１０番、音嶋正吾が一般質問をいたします。 

 吉幾三さんの歌の一節に、「暦はもう少しで今年も終わりですね」という時節になってまいり

ました。長引くコロナの影響で、また経済の停滞により、非常に寂しい思い、懐事情も寂しい、

そんな年末を迎えております。こうした中、壱岐市におきましても、年々人口は減少の一途をた

どっております。 

 今回、質問の内容は、同じ類似的であります。というのは、どうかして人間の人口を維持しな

ければいけない。そのためには、産業を活性化させなければいけない。よみがえらせなければい

けない。そして、今日まで、壱岐の発展のために尽くしていただいた御老人の皆さん方を、住み

やすい壱岐の島にしていかなければならない、そういう思いを込めて一般質問をいたします。 

 １項目めには、大それたことを書いておりますが、壱岐市総孤独社会への対策と。昨日、植村

議員、そして、今し方、武原議員のほうから質問がございました。今日まで頑張ってくださった

皆さん方が、一番心配されておるのは独居世帯、そうした皆さんから、お願い、切実なお願いが

電話で寄せられます。そして、足を運んでいただいております。 

 それは、夜間、そして自宅にいるときに、突如、不測の病魔に襲われたり、そうしたときに、

行政機関、そして医療機関、そうした機関とのいわゆる連絡網をつくってほしいというお願いが

寄せられております。いわゆる緊急通報システムであります。 

 市民部長も、若干検討はしますと言われておりますが、やはり、これは非常に大事なことです。

今現在、昨日、植村議員が包括支援センターのデータを言われましたが、独居所帯で１,７２９所

帯あるということは、１,７２９名いらっしゃるというわけですね。 

 そして、６５歳以上の所帯、お二人いらっしゃる方ですね。のみですよ。２,９５０人いらっ

しゃるわけです。ということは、所帯数で１,４７５所帯あるわけです。実に、３,２０４名が、

御老人だけでお住まいなんです。 

 市長は、現在、交流人口の拡大をするために、テレワーク、ＩＴ推進、三勤交代、ＳＤＧｓ、

強力に進めておられることには、敬意を表します。しかし、元来、壱岐に住み続けて、今日まで



- 136 - 

壱岐の発展のために体を張って頑張ってこられた皆さん方に、どうしてお返しをするんですか。

私は、ぜひとも、こうした皆さんとのＳＯＳの連絡網を、ぜひとも確立をしていただきたい。 

 現在、ＩｏＴとか、いろんなシステムがあるみたいですけど、スマホでもできるし、僕はそう

いうシステムにとろいですが、疎いです。ぜひとも、皆さん方の、そうした切実な願いをかなえ

ていただきたい。 

 そして、今、壱岐市の人口の減り方というのは、やはり、産業と比例をしております。その

データは、昨日、どなたか、山口議員でしたか、勝本小学校の生徒数が一桁になっているという

ことを言われました。私もちょっと調べてみました。これは、あくまで平成１８年９月と今年の

９月のデータを申し上げます。一番減っているのが、勝本町であります。平成１８年９月、

６,６７０名の人口がございました。今年９月には４,９３５名、これを平成１８年を、１８年の

９月を１００としたときに、２６.２％の減少率です。 

 その次に、目減りが大きいのが郷ノ浦町です。平成１８年９月に１万２,０７２名いらっしゃ

ったのが、今、９,３００人になっております。その次が、芦辺町です。１８年９月が８,７６５名、

現在、６,８９８人、いわゆる２１.３％の目減りです。そして、私が生まれ育った石田町が、

１８年９月には４,８０３人、３,９３０名、１７％の目減りです。 

 壱岐全体におきましては、２０％減少しております。これも、やはり産業基盤をきちっと整え

ておったとここそ、これだけ目減りが少ない。そして、勝本、漁師さんが多いところは、どうし

ても不漁です。魚が捕れない。漁船漁業に頼っておるために、この自然現象が、もろに、この人

口の推移に出てきておる。こうしたことがございます。現状的に、今、こういうことであります。 

 一応、私が人口の目減りまで１項目に入れておりましたんで、ここであれしますが、いわゆる、

そのＳＯＳの取組について、今後の壱岐市としての基本的な考え方、やっぱりそうすべきである

なという見解をいただきたい。そして、これは２項目めに、次に続きますが、この人口の減少率

を見て、次に、またお願いがあります。 

 まず、１項目めの通告に対する答弁をお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  １０番、音嶋議員の御質問にお答えをいたします。 

 非常時における行政とのＳＯＳ連絡網の整備の要望が寄せられるが、見解をただすとのことで

すが、議員が称された総孤独社会の文言が示すように、個人や家族だけでは限界があり、地域の

課題解決に向けては、住民一人一人が地域を支える一員としての意識を持ち、支え合い、行政や

事業者等と協働しながら、地域福祉を推進する環境をつくり出すことは重要であります。 

 現在、高齢者、６５歳以上の独居高齢者、高齢者世帯の状況を把握するため、民生委員の協力
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を得て、保険課（地域包括支援センター）が主体となり、生活の把握や見守りの必要性の状況把

握に努め、自治公民館の福祉保健部による見守り、地域安心見守り事業登録事業所による見守り、

壱岐市はいかいＳＯＳネットワークによる対応、各種サービス事業を受ける中での支援と見守り

など、日常生活の中で、民生委員の方、自治公民館の方など、近隣住民との関係性を維持しなが

ら、緩やかな見守りの中で地域福祉計画の基本理念である、「誰一人取り残されることがないよ

う、支え合い、尊重し合い、安心して、自分らしく、いきいきと暮らせるまちづくり」実現に向

けて、関係機関と協力しながら今後も進めてまいります。 

 以上です。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  音嶋議員の御質問にお答えいたします。 

 私のほうからは、合併して以来、壱岐市の人口減少が顕著になっている、何に起因しているか

という、考えているかということでございます。 

 先ほど、音嶋議員は、平成１８年の数値を申されましたけれども、私のほうからは、合併直後

の平成１６年３月の数字で申し上げたいと思っております。 

 平成１６年３月末時点における住民票の住基人口でございますけれども、３万３,２３６人で

ありましたのに対し、令和４年３月末日では２万５,１７１人と、合併後の１８年間で８,０６５人、

率にして２４.３％の減少となっております。 

 平成３０年に、国立社会保障人口問題研究所が発表した将来推計人口では、令和２年の国勢調

査における壱岐市の人口は、２万４,８６４人と推計されておりましたけれども、実際の国勢調

査の数値は２万４,９４８人と、ほぼ推計どおりの減少数となっております。 

 同研究所の推計では、今から２３年後の令和２７年には、壱岐市の人口は１万４,６２２人と

されており、１万５,０００人を割るという予測でありますので、人口減少に歯止めをかけるこ

とは、本市にとって最重要課題と捉えております。これは、今に始まったことではないわけでご

ざいますけれども、ずっと考えておるところであります。 

 １年単位の人口減少率で見ますと、合併前は毎年約３００人。人口比で１％前後の減で推移し

ておりましたが、合併後以降は、人口減少に歯止めがかからず、直近５年間の平均では、年間

４００名、人口比で１.５％前後の減少率までに拡大をいたしております。 

 人口減少の原因は何かとの御質問でございますけれども、その大きな要因となっているのが、

出生数の減少でございます。合併直前の５年間は、年間３００人の出生数でございましたが、直

近５年間の年間出生数の平均は約１６０人であり、令和２年からのコロナ禍の影響があったとは
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いえ、合併以前の３００人と比較すると、年間１４０人、半数になっているという状況でござい

ます。 

 １１月２８日に行われました松野官房長官の会見では、本年９月までの出生数が、前年より

３万人減少し、過去最少ペースで推移しており、統計開始以来、初めて年間の出生数が８０万人

を下回る可能性があり、これは、国の予測よりも８年も早く、少子化が想定を上回るペースで進

んでいることとなりますので、まさに危機的状況との認識が示されたところであります。 

 壱岐市といたしましても、出生数の増加につながる結婚支援、出産・子育て支援に、相当な危

機感を持って対策を実施する必要があると考えておりまして、令和５年度当初予算編成に向け、

支援策の検討について、各部署に指示をいたしておりまして、思い切った政策をしなければとい

う気持ちでおります。 

 また、社会動態では、高校卒業後の島外への就職や進学のために、２０歳前後の若者の減少が

著しく、転出超過による社会減が続いております。 

 一方で、これまで取り組んできました移住定住施策や雇用機会拡充事業等の成果が徐々に現れ、

平成２９年度以降、転入者については増加傾向にございまして、社会減については抑制されつつ

あると認識をいたしております。 

 人口減少について、今後も続いていくことは避けられない事実でありますが、その減少を少し

でも緩やかなものにするために、引き続き、ＵＩターン者の増加に向けた取組や、若者の島外流

出の抑制につながる雇用拡充等への取組、出生数の増加につながる少子化対策の取組を推進して

まいります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  西原部長、こういう状況であるということは、十分認識はされ

ておる。今日まで、我々がこうして育てていただいたのも、親のおかげです。そして先祖のおか

げです。 

 今、独居で住んである皆さん方の中には、こういう方もいらっしゃるんです。子供が来いと、

もう向こうに所帯を構えとるから、うちにおいでという方も、いっぱいいらっしゃるんです。し

かし、その方たちが、なぜ壱岐にいられるかということは、先祖を守りたい。営々と築いてきた

自分の私有地、土地、家、不動産、そうしたものを守っていきたい。そして、慣れ親しんだ友達

と別れたくない、そういう思いで残っておられるんです。子供さんたちも、放棄してあるんじゃ

ないんです。来いとは言われているんですが、もう所帯が違うんです。 

 だから、そういう皆さんたちを、もっと温かく見守ってやると。そして、皆さんにも、僕の友

人の中におりました。４か月ほどした孤独死の皆さんを見つけたと、そういう方もいらっしゃる
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んです。かわいそうじゃないですか。そういうふうに、今まで一生懸命子供を育て、地域のため

にして、そういう人たちがそうならないために、どうかしてほしいと。市長、切実にそう思って

あるんです。そこら辺を考えていただきたい。 

 １２月といえば、まだまだ課長査定ぐらいでしょうから、予算査定も２月に市長査定があるわ

けですから、今回、言わな間に合わんとですよ、白川市長に。だから、１２月にお願いしよるん

です。ですからその方も、分かってあるんでしょう。市長査定は２月かと言われましたもん。 

 ぜひとも、片一方じゃＩターンで、どんどん引き込んでいる。ここにおらす人は、そういう手

立てもしてやらん。それは、余りにも酷じゃないかと、僕は思います。 

 そういうことで、ひとつ積極的な取組をしていただきたい。市長は、そうした歴史を重んじて

いかれる方と思っておりますので、ひとつよろしくお願いをいたします。 

 市民部から予算の査定が上がったら、財政課長、切らないように。予算査定を切らないように。

ちゃんと市長に上げていただきたい。そのことをお願いいたします。 

 そして、次に移らせていただきます。 

 壱岐市の潜在力を生かした産業に、やはり、この人口減少が物語っておるように、壱岐市は、

元来、１次産業で成り立っておる島であります。それで、私はふるさと納税の件も、１２月議会

に、一昨年ですね、申し上げました。今回、もう正月が近くなりますので、年末年始、また進学、

就職で旅立たれる皆さんに、ぜひともお願いをしたいという思いで、今回、取り上げました。 

 私は、今から申し上げる将来の壱岐を持続可能な社会にするためには、やはり人口減少、人口

が減ればどうにもならない。私たちの世代は、長男は残れと、僕も言われたほうです、長男残れ

と。次男、三男は勉強しろと。そうせな、財産も何もなかっぞと。その土台はあるんですよ。歴

史が、ちゃんと物語っているんですから。 

 農業、漁業、その環境整備は、議員の皆さんも、全部、漁業なら磯焼けをどうにかやってくだ

さい、農業に関しては、もう少し集約するような、圃場整備をきちっと整備をして、環境づくり

をしてやることも、一つの手段ではないかと私は思うわけです。 

 なぜ、僕は農業がよくなるかと言いましたら、世界の人口は、たしか１１月１５日でしたか、

今年の１１月１５日に、８０億人を超しました。その反面、市長が言われたように、日本はどん

どん人口が減っております。 

 日本の今年の出生者数は、８０万人を割ると言っています。それで壱岐市も、昨年度のデータ

ですが、１４０名ほどでした。亡くなってある方は四百何十名です。言われるとおりなんです。 

 そしたらどうするかと言えば、農業で飯を食えると。気候も地球の温暖化により、災害は起こ

る、自然災害は起こる。本当に、日本人は分かっていない。分かっていないというのは、政府の

政策がまずいからこうなるんです。 
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 安いところから、どんどん品物を買い寄せて、国内に。そして、国内の農家には、価格を叩く、

下げる。儲かりませんよね。儲からんことはせんとです。儲からないことはしない。だから、ど

んどん就労人口が減っていくわけです。 

 何を考えとるもんか。鉄と車を優先して、食べ物は外国から寄せる。これで、農業が成り立つ

わけないですよ。自給率がどんどん下がるのは当然です。１９５５年代は、自給率は１００％で

した、日本は。なぜかって言ったら、食料がないわけですから、外から買えないんですから、あ

とは餓死か、餓死はなかったです。すいません、失礼しました。飢餓に、飢えたんですよ。それ

で皆さん、都会の人たちは疎開してきたでしょう、どんどん田舎に。今、先進国の中で最低です

よ。３７％ですよ、カロリーベースでいったら。そこまでなっているんです。 

 戦争があったらどうなりますか。シーレーンが封鎖されたらどうなりますか。それ全部、今、

外国から取り寄せているんですよ、足らない分は。それは入らないと。そしたら壱岐の場合は、

今から必ず農業で成り立つ。 

 ただ、政治がしっかりしてくれないかん。価格を、ある程度安定させてくれなきゃ駄目じゃな

いですか。車も、年によってそう変わりますか、新車でも、何でも。農業なんかも、今年はよか

った、来年は生産が豊作になれば、漁師さんでも一緒じゃないですか。１次産業をばかにしてい

ますよ、１次産業を。これで、どけ、地方が成り立ちますか。僕はそう思います。 

 白川市長、言ってください。地方の声として。「先生、先生」って、国会議員に言う必要はな

かっです。同じ人間ですたい。「先生、先生」って、地方をちゃんと見て、面倒見てください。

食料がなかったら、人間死ぬわけですから。 

 ですから、ここで何を言いたいかといったら、帰省される皆さんに、ぜひとも、皆さんのお願

いです。 

 農業でも漁業でも、それを６次産業化すれば、壱岐は成り立つんだと。やれるから、そのため

には行政も、補助金出すから帰ってやろうと、一緒にやろうじゃないかというふうに、暮れに帰

ったときに家族会議をしていただきたいんです。 

 もうお年寄りも、私たちも、近くの人には言いました。もうやれんから帰っちくれって言いな

さいち。それぐらいに、もう僕だから言える、市長、それは職業選択の自由やら何やらあるから、

言いにくいから、あえて僕が言いよるとです。テレビで映っちください。壱州は、もう人間のお

らんごとなったら、ふるさとも何もなかごてなるばいち。 

 金をためるだけが幸せじゃない。家族全員で一緒に暮らすのが、一番僕は幸せと思う。年を取

って、幸せの定義が変わりました。もう金は要らんです。使うしこで。どうにか食わるっです。

田舎弁で、こういうしゃべり方すっとは、おじいちゃん、おばあちゃんたちのぴんてこらすけん、

元気が出さすかもしれんけん、言いよるとですよ。 
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 ところで、僕は何を言おうとしよったですかね。ちょっと、改めて話さないけんとですね。議

長、今、どこまでやりましたか。そうですね。 

 ですから、僕は、あくまで若い人が高い志を持って、食料供給の島にしていこうと。そして、

市長には、もう少し安定した所得、価格保証ができるような農業を位置づけをしてもらえないか

と、僕は、そう思います。ＥＵもしているんです。アメリカなんかも、全部しているんです、そ

れは。全部調べとりますけど。日本だけじゃないですか。車や鉄ばっかり。献金やるとこにはよ

うして、農業、農家には、選挙んときだけ地方が元気にならん、そえんことはでけんでしょうが。

地方を本当にあれせんと、地方は人材の宝庫です。私はそう思います。 

 ですから、とにかく、Ｉターン、Ｕターンも進めていいけど、僕は、みんなに聞いちほしかっ

です。１戸に１人、後継者が残る、そうしてほしいと、お願いです。 

 私は、ふるさと納税もそう言いました。しかし、ここに（……）。誰か一人残ってください。

親も幸せですよ。僕のようなつまらん息子でん、おれば、親は幸せなもんです。皆さんもそうで

すよ。僕は、そういう心温かい島にしてこそ、壱岐のＳＤＧｓがあると考えます。 

 わけくちゃ分からんような、テレワークとか何とかして、お年寄りは、全く分からっさんとで

す。それを、どんどん推進する。それも推進はしていいけど、極端にせんで、よく状況を見た予

算づけをしていただきたいなと。確かに１００％はあれでしょうけど、１００％近い国の補助金

があるからやってあるとでしょうけど、壱岐にとって何が大事かを、再度、予算編成のときに反

映をしていただきたい。このように考えております。 

 あっち行ったり、こっち行ったりしましたが、市長、答弁を願いたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  １０番、音嶋議員の、壱岐市の潜在力を生かした産業へのシフ

ト転換の、壱岐市振興の核となる、農業、漁業の６次産業化についての御質問にお答えをさせて

いただきます。 

 ６次産業化については、令和４年６月の会議でも御質問がありましたが、同じ内容になると思

いますけども、まず、６次産業化とは、地域資源を有効に活用し、１次産業従事者、いわゆる農

漁業者が、原料を供給者としてだけでなく、自ら連携して、２次産業の加工と、３次産業の流通、

販売までを取り組み、経営の多角化を進めることで、農山漁村の雇用の確保や所得向上を目指す

ことであります。 

 農業、漁業は、本市の産業の要であり、壱岐市にある、ほかの地域に誇るべき人、物といった

社会資本を存分に生かし、そこから波及する６次産業化は、市内外の交流人口の拡大に寄与する

とともに、持続可能な農漁業へと発展させるものと考えております。これまでも力を入れてまい
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りましたけれども、これからも積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 現在、農業においては、市内には地元産大豆を使った納豆、あるいは柚子、オリーブ等、個人、

法人、団体等、約４０事業者が、この６次産業に取り組んでおられると把握いたしております。

今後も、それぞれの作物で、６次産業化を図ってまいりたいと考えております。 

 また漁業においても、総合計画にも掲げておりますように、ブランド化、販路拡大の推進や加

工品開発の支援など、流通強化、ブランド化の推進を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、水産業の魚価、農業の受給率安定のための価格保証制度創設についての御質問でござい

ますが、水産業の魚価については、現在、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、魚価の低迷

が続いております。 

 議員の御提案のとおり、業種ごとの価格保証制度ができることとなれば、魚を漁獲すれば漁業

者の経営安定することになると考えられますので、すばらしい御提案であると思っております。 

 しかしながら、現在、不漁等により漁業収入が減少した場合には、漁獲共済制度等により漁業

者に対する経営支援が行われておりますので、現有制度を活用することを優先させたいと考えて

おります。 

 農業については、現在、土地利用型作物の米、麦、大豆については、販売収入の合計が標準的

収入を下回った場合に収入を補填する収入減少影響緩和交付金や、諸外国との生産条件の格差に

より、不利がある国産農産物である麦、大豆を対象に、標準的な生産費と標準的な販売価格の差

額分を補填する畑作物の直接支払交付金、アスパラガスやブロッコリー等の特定野菜については、

平均販売価格が保証基準額を下回った場合に収入を補填する野菜価格安定制度があります。 

 肉用牛につきましても、肥育農家を対象とした肥育牛１頭当たりの標準的販売価格が標準的生

産費を下回った場合に補填金が交付される肉用牛肥育経営安定交付金の制度や、繁殖農家を対象

として、全国の子牛価格が発動基準価格を下回った場合に補填金が交付される肉用牛子牛の価格

安定制度があります。 

 このほかにも、農業共済制度として全ての農作物を対象に、自然災害による収量減少や価格低

下をはじめ、農漁業者の経営努力では避けられない様々なリスクによる収入減少を保証される収

入保険制度がございます。 

 いずれにしましても、現在の制度の存続を望んでおりますし、国へ新たな要望となれば、県内

市町の統一した考えを持って要望していくこととなりますので、農漁業者に関わる方々の御意見

を聞きながら、要望すべきとなれば、その行動に移してまいりたいと考えております。 

 しかしながら、この国の制度創設については、市からの要望だけでは厳しいと思われますので、

要望の際には、本市出身の国会議員である山本参議院議員のお力をお借りしたいと考えておりま

す。また、市長からの要望だけではなく、ぜひ議会からも御要望いただくなど、ともに行動をお
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願いできればと考えております。 

 続いて、２番目の御質問の中の提言に関する考え方、壱岐に住む若い若年世代の皆さんが壱岐

に残り、壱岐市を食料基地にする志を抱き、壱岐を親と子供と住める、心から幸せを共有できる

日本のモデルにしようじゃないかといった御意見のところでございますけども、この壱岐の島で

代々営まれてきた農業、漁業は、いつの時代も壱岐の経済を支えてきた重要な経済活動であると

同時に、古きよき原風景を今に残すための活動でもあると考えております。 

 島外から壱岐へ戻る人たちが、変わらない田園や牛が飼われている風景、海に浮かぶ漁船の姿

を目にすると、大きな望郷の思いを募らせることでしょう。その原風景を維持する壱岐の島にと

っての重要性は、あえて申し上げるまでもございませんが、議員の御提案にございます、若年世

代が親とともに島の中で暮らす、親子双方にとって、これ以上の幸せなことはないと思っており

ます。 

 そのためには、壱岐への熱い想いを持ってくれている若年世代が、その思いを途切れさせるこ

となく活動できる、そういった支援を、今後、展開していく必要があると考えております。 

 議員の思いも理解をいたしますので、ぜひ、１次産業の振興を、今後も頑張っていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  今、答弁がございました。谷口部長の思いを、あなたの思いを、

今後の予算編成、そして行政として、できることは十分、一生懸命やっていただきたい。それに

尽きます。 

 「賢者は歴史を学ぶ、愚者は経験に学ぶ」と言います。壱岐市は歴史を積んで今があるわけで

す。都会みたいに、都会は都会の生活スタイルがあるわけですから、壱岐は壱岐のスタイル、そ

れが原資なんです。全てに波及しているんです。クラスターなど、観光産業も全部そうなんです。

壱岐のよさというのは、そこなんです。そこにスポットを当てるべきではないかと。 

 異常気象、そして爆発的な、世界では人口減少。もう、転作とかなんとかやめて、そういうの

はやめて作りなさいと。世界、どんどん人口も増えるんです。そしたら、どんどん作らせて、Ｏ

ＤＡであれしたらいいじゃないですか、援助で。それは一部の人間に、特権階級にしか渡らんと

いうならば、ちゃんと監視機関を据えて、国で、本当に農業者とか１次産業者は、本当にばかに

されていますよ。国の政治から言えば。 

 いいですか、東京なんかあれでしょう。水から電力から、全部地方です。自分たちは、よほど

あれしよるごと言うけど、人材もそうでしょう。義務教育とか、そうした初等教育のときは地方
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が金を出して、いざ、あれすれば、今度はどんどん人口が減る、そしたら向こうからどんどん勧

誘に来る。高額な金と、そして条件を提示して、そしたら、農業とかなんとか、やはりきつい、

大変です。 

 しかし、金というのは、汗をかいた分しか残りませんけん。私も経験をしましたから。やりが

いがあるでしょう。人類を助けることになるわけですから。いざ紛争が起こったときに、飯がな

かったら、食料がなかったらどうなります。戦後経験された皆さんは、それで、そのときの思い

があるから、こうして今でも、ちっぽけな面積の田んぼ、畑を耕作してあるんですから。 

 それに、それを団地化してやる。そうしたことも考慮していけば、必ず経営は成り立ちます。

私はそう信じております。自分も農業をしてましたから、分かります。できます。その一攫千金

みたいな金は、それはいけません。こつこつ積み重ねていけば、立派な生計を立てることはでき

る。そして、まず私たちが横から見とって、おじいちゃん、お父さん、息子さん、農業で生計を

立てておられる家族を、作業風景を見たときに、羨ましい。本当に幸せそうだなと。そうしたこ

とが、本当の幸せじゃないかなと私は思う。 

 そうした姿を見れば、金を使わんでも、ＩターンとかＵターンは可能です。僕はそう思います。

一つ、それも可能じゃないかと思います。 

 ですから、帰省される皆さん方に、職員さんも、議員の皆さん方も訴えていただいて、人口が

少しでも増えるように、皆さん方で協力をし合って、声を上げようではありませんか。 

 私は、お願いなんです。住民の皆さん方にそうしていきましょうという思いを、ここで申し訳

ございませんけど、一般質問の場で訴えたいんです。 

 地方のおける立場というのは、そうなんですよ。弱肉強食、強いものがどんどん引っ張ってい

こうとする。地方が寂れるのは当然です。どんどん若い人間をそっぱって、生産年齢人口は。そ

んな中で、お年寄りは残されておる。愛郷無限の気持ちを持って、生活をしてあるじゃないでし

ょうか。 

 市長、今度の令和５年度の、今期最後の予算編成になりましょう。今期ですよ、僕は５期目し

ちゃできんとか何とか言いよらんとですけんね。今期ですよ。やはり、１つの道筋を、政策の反

映をしていただけませんか。 

 ちょっと、気持ちの一端だけをお聞きして、私の一般質問を終わりたいと思いますが。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  音嶋議員の御質問の内容についての答弁は、先ほど部長が申し上げたと

おりでございます。 

 今、音嶋議員の第一次産業を守るというその気持ちは、壱岐の高齢者の方々の多くがお持ちの

心の叫びだと思っております。代弁していただいたと思っております。しっかりと受け止めさせ
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ていただきます。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  最後に、ちょっとこの場を借りて申し訳ないんですが。これ、

答弁も何も要りませんが。 

 今、畜産の肥料価格等々が非常に高騰をしております。今回の市場は若干、戻しましたけど、

価格をですね。今、販売手数料が４％ぐらい取っております。九州管内あれしましても、やはり

そういうときは、弾力的に皆さん方へ対応していただけないかという要望がありましたんで。農

協の組合長さん、聞いておられますなら、耳の中に入れていただきたいなと。あとは、そういう

要望があるんです。 

 やはり、畜産もずっと。今回でも大分、畜産経営を辞められる方がいらっしゃるそうです。そ

れは、もうからんからですよ。農家も一緒です。もうかんからです。もうからん政策をしよるの

は、国の国会議員の先生たちですから。はっきり。 

 今、アメリカからあれした米なんかを、豚が食う時代になっているんですから。そうしている

んですから。ウルグアイ・ラウンドのために。ほいで、日本は米は作るなというわけですから。

もう少し芯の通った政治をしていただきたいなと。 

 ですから、最後に亀井静香先生の好きな言葉を言います。「政人 覚悟無くんば 国滅ぶ 咲

くも花なり 散るも花なり」。 

 来年の春、きれいな花が咲くことを祈りながら、一般質問を終わります。ありがとうございま

した。 

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、音嶋正吾議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。 

午前11時50分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、２番、樋口伊久磨議員の登壇をお願いします。 

〔樋口伊久磨議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  皆様こんにちは。昼休み後のトップバッターとなります。よろし

くお願いいたします。それでは、２番、樋口伊久磨が通告に従いまして、一般質問を行います。 
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 今回の私の質問は、スポーツ合宿によるさらなる交流人口の拡大についてと、中学校の部活動

についての２点、お尋ねをいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の流行から観光需要は著しく低下し、コロナ禍３年目に入り回復は

しつつあるものの、依然として厳しい状況にあるというのが現状のようです。 

 そのような中、本市においては、スポーツ合宿の利用が好調と聞きます。９月議会でも白川市

長は、今後、島内スポーツ団体と連携した大会開催や誘客促進に取り組むとの報告もありました。

スポーツ合宿が好調の要因は、島内各スポーツ団体の方々の御尽力はもちろんですが、壱岐市が

助成する島外スポーツ団体等誘致促進助成金の増額と、スポーツ団体等開催助成事業補助金も大

きな要因で大変喜ばれていると利用者からの報告も多数ありました。 

 スポーツによる交流人口は、合宿、大会の開催等もありますが、これに加えて６月のサイクル

フェスティバル、１０月のウルトラマラソン、１月の新春マラソンも開催されており、スポーツ

関連での来島者数、宿泊者数が観光全体に占める割合はさらに大きいものになると思います。観

光客数の推移を見ましても、コロナ禍で落ち込んだ令和２年から観光旅行、修学旅行等も含め、

回復はしつつも、まだまだコロナ前には戻っておりません。市観光課や観光連盟職員の懸命な努

力もあり、コロナ前の観光客数に戻そうと趣向を凝らしている状況であります。 

 さて、福岡市には１００チーム、福岡県内になると３００チームを超えるジュニアサッカーの

クラブチームがあるそうです。壱岐市を知らずに、五島市や遠くは沖縄県までスポーツ合宿に行

っているチームもあるとお聞きしました。福岡市からだとフェリーでも２時間、高速船で１時間

という立地に壱岐市はありますので、より多くのチームが大会、合宿等に来ていただけると思い

ます。 

 また同じように、少年野球も先月１１月に行われました第１９回の壱岐市長杯には、福岡県と

佐賀県、唐津市から合わせて１４チームの参加があり、チームによっては、選手、指導者、保護

者を合わせて１チームで５０人を超えるチームもあったと聞いております。運営側の少年野球連

盟もマンパワーさえ揃えばさらなるチーム数を呼べるとおっしゃっております。バスケットボー

ルにおいても、毎年夏と冬に福岡市から中学校と高校のチームを呼び、数年来大会を行っておら

れます。選手の健全育成や技術の向上、スキルアップが開催の趣旨でしょうが、このようにコロ

ナ禍で落ち込んだ観光需要にスポーツ合宿並びスポーツ大会の開催は、交流人口拡大の重要なコ

ンテンツと考えます。 

 現在の島外スポーツ団体等誘致促進助成金とスポーツ団体等開催助成事業補助金に継ぐ新たな

政策も必要になるかと思いますが、執行部にどのようなお考えがあるかお聞かせください。 

 次に、今後、さらなる合宿誘致、大会誘致を行う場合、受け入れるスポーツ施設の整備がどう

しても必要と考えます。整備ができればさらなる新たなスポーツの誘致や、さらなる数の受入れ
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が可能になります。私は９月の一般質問で勝本ダム球場の整備についてお聞きをしましたが、多

額の予算を伴うことから利用状況や更新などの必要性が発生すれば、検討するとの御答弁をいた

だきました。そういう中、スポーツ振興くじ、俗に言いますｔｏｔｏの助成金を活用して整備は

できないかと考えておりますが、どのような見解をお持ちかお聞かせください。 

 また、イオン横芝生広場の整備についても、６月の一般質問でお尋ねをいたしましたが、ここ

はサッカーグラウンドでないことは、重々承知の上ですが、そのときに芝生広場内にベンチや屋

根の設置をお願いしましたが、サッカー利用者の一番の懸案は、防球ネットの高さの延長にあり

ます。ボールが道路に出て通行車両に当たる危険性があります。安全面を考慮し、ボールが道路

に出ないための対策を講じるべきと考えますが、どのようにお考えかお聞かせください。 

 また、現在設置してあるフェンスは、旧箱崎中学校のテニスコートにあったフェンスの再利用

と記憶をしております。中学校の統廃合をされた際に出た学校の施設備品で対応できるものはな

いかを併せてお尋ねをいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  樋口伊久磨議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  ２番、樋口議員のスポーツ合宿による交流人口拡大についての

御質問でございますが、私のほうからは、１つ目の今後さらなる支援策についてのお尋ねにお答

えをさせていただきます。 

 まず、本市で取り組んでおります２つのスポーツ合宿誘致等に係る助成制度について改めて御

説明をいたします。 

 １つ目は、壱岐市島外スポーツ団体等誘致促進助成金でございますが、島外から来られるス

ポーツ団体等に対し、滞在費の一部を助成することにより誘致を促進し、交流人口拡大による市

内の経済活性化に寄与することを目的としておりまして、補助対象者は、市内の有料の宿泊施設

等に宿泊する５人以上の団体で、市内に来島、滞在する目的が、スポーツ団体では合宿や交流試

合など、また、高校生以下の正規の文化部による合宿等に対して、一人当たり１泊で３,０００円、

２泊で５,０００円を助成する補助金でございます。 

 ２つ目は、壱岐市スポーツ大会等開催助成事業補助金でございますが、宿泊を伴うスポーツ大

会を開催する団体に対して、大会運営経費の一部を助成することにより、大会を積極的に開催い

ただくことで、参加チームの誘致を促進し交流人口拡大による市内の経済活性化に寄与すること

を目的としており、補助対象者は、スポーツ大会を主催する市内の競技団体等で、延べ宿泊者数

５０人以上１００人未満で１０万円、延べ宿泊者数１００人以上２００人未満で２０万円、延べ

宿泊者数２００人以上で３０万円を助成する補助金でございます。 

 行政報告においてもお伝えしておりますとおり、本市における観光客数を推計する上で、参考
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となる九州郵船とオリエンタルエアブリッジの本年１月から１０月末までの乗降客数累計は、

３９万９,５６９人、対前年比１３９.９％であり、観光需要は回復の兆しはあるものの、コロナ

禍前の令和元年と比較をいたしますと、６４.７％と依然として厳しい現状にございます。 

 一方、スポーツ合宿でございますが、コロナ禍前と比較しますと、依然としてその水準には及

ばないものの、コロナ禍に突入した令和２年度の４月から９月の上期では、１４団体２６７人で

あったのが、令和３年度の上期では３５団体９５３人で、令和２年度同時期と比較し３.６倍、

また本年度の上期では、６７団体１,３８９人で、同じく令和２年度同時期と比較すると５.２倍

であり、また、本年１０月から１１月までは、１７団体、実数で３００人となっており、これら

の補助金、また助成金の効果と判断をいたしております。 

 また、壱岐市島外スポーツ団体等誘致促進助成金の活用状況を見ますと、コロナ禍の本年度に

おいても、１団体の平均人数が２０人を超え、また、平均宿泊者数が１.６泊と高く、観光消費

額が増えることでの本市への経済活性化につながり、宿泊施設、特に民宿等に対しても好影響を

及ぼしているものと考えております。 

 また、議員の言われるとおり、島外からお越しになるスポーツ団体、そして市内のスポーツ大

会を主催する競技団体の皆様から、本市の助成制度について評価を頂いておりますが、市内のス

ポーツ競技団体の皆様はじめ、関係される皆様のスポーツに対する熱意と、これまでの良好な関

係性構築なども大きな要因であると考えております。 

 今後さらなる支援策があるかとの御質問でございますが、壱岐市島外スポーツ団体等誘致促進

助成金については、コロナ禍からの早期回復を目的として令和３年度までは最大３,０００円の

助成でございましたが、令和４年度から最大５,０００円と増額したばかりであること、また来

島される団体は、本年度の上期の状況で申し上げますと、全体で１,３８９人、うち福岡県

８３８人、長崎県４０８人、佐賀県１４３人の３県のみであり、距離的に近く、一人当たりの旅

費が平均で１万６,０００円程度であることから、現在の支援額を継続することと考えておりま

す。 

 また、壱岐市スポーツ大会等開催事業補助金についても、令和３年度に創設をしたばかりでご

ざいます。現在のところ、追加また新たな支援策については、現状の補助金、助成金のほうで対

応したいというふうに考えております。 

 コロナ禍からの観光需要の早期回復にスポーツ合宿は、即効性があり効果があることも確認を

できております。さらには実業団の合宿誘致、これは別の県との連携事業になりますが、一流の

選手の練習など間近に見ることができるまたとない機会でもあることから、市民皆様にとっても

大変有意義な機会になるものと考えております。 

 直接、島外のスポーツ等の実業団や企業、団体様とお会いし、時には試合の応援に伺い、時に
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は議員の皆様からも御紹介などいただきお会いするなど、本市の施設環境を含め積極的な誘致に

努めているところでございます。これも、行政報告でお伝えしておりますが、シドニーオリンピ

ック女子マラソン金メダリストの高橋尚子氏がアドバイザーを務めておられる、スターツコーポ

レーション株式会社女子陸上競技部が１２月２６日から１月１０日までの１６日間、本市で初め

てとなる合宿を行っていただくなど、今後既に決定、そして内諾を頂いている実業団などもござ

います。引き続き長崎県、島内のスポーツ団体、宿泊施設、壱岐市観光連盟などの関係団体とも

連携し、助成制度の周知及び活用による大会開催及び合宿誘致に加えまして、昨年１１月に来島

されました、純心中学校コーラス部などの高校生以下の文化部による合宿も対象としております

ので、引き続き、スポーツ合宿に加えまして、文化合宿の誘致強化にも努め、全体としての誘客

増を目指してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  塚本教育次長。 

〔教育次長（塚本 和広君） 登壇〕 

○教育次長（塚本 和広君）  樋口議員の２番目の御質問のスポーツ振興くじ助成金を活用し、施

設の整備を進めていただきたいという部分についてお答えします。 

 今後、島内スポーツ団体等と連携した大会等が活性化していくことは、すばらしいことだと考

えております。現有の屋外施設では、プロチームが使用するような仕様の競技場などに対応する

には非常にハードルが高いものがあります。また、体育館につきましても、プロチーム招へいの

ための施設整備となると、現施設では対応できない部分もあります。市としましては、プロ、ア

マ問わず、スポーツ合宿の視察に来られる団体と協議を重ねながら、現施設を有効利用し、なる

べく相手方の希望に沿う形で誘客促進に取り組んでいきたいと考えております。 

 新しい施設の整備につきましても、全体的に社会体育施設の老朽化が進んでいるため、今後は、

その維持補修と水銀灯の生産終了に伴い、照明施設のＬＥＤ化を優先的に行う必要があるため、

現在のところ新しい施設の整備計画は考えていないところです。 

 今後、施設整備の必要性や整備に伴う諸条件が整う状況となれば、スポーツ振興くじ助成金の

活用も検討していきたいと思います。 

〔教育次長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  ２番、樋口議員のスポーツ振興くじによる施設整備についての

御質問の中のイオン横芝生広場については、農林水産部所管となりますので、私のほうからお答
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えさせていただきます。 

 質問内容は、イオン横芝広場の防球ネットを安全面から高さの延長はできないかとの御質問で

ございますが、イオン横芝生広場につきましては、現在、子供さんから御高齢の方々まで少年サ

ッカーやグランドゴルフなど年齢を問わず多目的に利用されている状況であり、今後も多目的広

場として運営していきたいと考えておりますので、現段階では防球ネットの高さの延長について

は考えておりません。しかしながら、施設整備後１０年程度が経過しており、利用者のニーズに

合わせた改修等も必要であると考えておりますので、今後、広く利用者の意見等をお聞きしなが

ら、改修等について検討してまいりたいと考えております。 

 今回ご提案いただきました防球ネットの高さの延長につきましては、今ほど申し上げましたよ

うに、利用者の御意見等をお聞きした上で、必要となれば費用も高額となりますので、国、県事

業やスポーツ振興くじも含めた財源確保を検討した上で取組を進めていきたいと考えております。 

 次に閉校した学校の施設備品等に代用できそうなものはないかとの御提案でございますが、ベ

ンチ等の活用できるものがないか教育委員会へ確認をいたしましたところ、体育用品や防球ネッ

トなど利用ができる備品等については、全て統合中学校へ集約をしたとのことでありましたので、

御質問の閉校した学校の施設備品で代用できるスポーツ関連用品はございません。 

 以上でございます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  合宿に関しての質問でお答えをいただいた分で、再質問させてい

ただきたいんですが、今後、こうやって合宿が増えたり大会が増えたりすることを想定した場合

に、人が増えることで喜んでばかりはいられない状況もあるようでございます。先ほど報告した

サッカーや野球やバスケットの関係者からお聞きをした話だと、大会等が重なった場合の宿泊施

設のキャパシティとか、繁忙期での受入れが出てきているようでございます。宿泊施設に関して

は、経営者の高齢化等もあり、廃業された宿泊施設があったりとかで、呼びたいけども入れるキ

ャパがないということで、断ったりするケースもあるようですので、そしてもちろん、受入れを

する際は移動用の車両も持ってなければいけないということで、全ての市内の宿が受入れの対象

になっているわけではないということです。こういうことを解消するためにも、観光連盟かなん

かがするのかと思いますが、受入れの協議会等を立ち上げられて、日程がかぶらないような協議

をするとかの相談等がいるのかなと思いますし、もしその宿のキャパシティがないということで

あれば、例えばの話ですが、閉校の跡地利用で旧初山中学校なんかの校舎を使った、民業を圧迫

しない程度の宿泊施設の整備なんかも必要となろうかと思いますが、その辺は市のほうはどのよ

うなお考えがありますか、お聞かせをいただきたいと思いますが。 
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○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  ただいまの樋口議員の再質問でございますが、宿泊等の整備等

につきましては、これまで市としても県等の補助金を活用しながら、その施設整備については、

推進をしてきたところでございますが、なかなか全体的な話といたしましては、新たな宿泊施設

等の整備等については、なかなかやっぱり難しいところがございますので、いずれにいたしまし

ても、観光連盟等も含めてその辺りの対策というのは、今後、非常に大きな課題であろうかとい

うふうに思っておりますけれども、やっぱりこれは、あくまで民間のほうで行なっていただく内

容でございますので、なかなか市としても難しいところはございますので、申し上げましたよう

に、観光連盟等々含めて協議をしていきたいなというふうに思っております。 

 また、受入れ協議会等の検討につきましては、これについても、やはり観光連盟等と十分連携

を図りながら、対応していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  横の連携を取りながら、今後増えてくるであろう合宿、大会の参

加に取りこぼしのないように、多くの受け入れが叶うことを望んでおります。そして、年間を通

して壱岐がスポーツ合宿の島となり、将来、壱岐に来てくれた子供たちが、壱岐に合宿で行った

ときは、港と宿舎と会場の行き来しかできなかったけども、大人になってもう一度、あの壱岐に

行きたいと思っていただけるような、おもてなしをしていかなければならないと思っております。 

 ｔｏｔｏに関しては、理解をいたしました。今後、状況に応じて申込み等をしていただけるよ

うに、していただきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 次は、中学校の部活動についてお尋ねをいたします。 

 国は、２０２５年度までに、全国の中学校で、休日部活を学校から切り離す方針と発表があり

ました。 

 長崎県においても、西彼、長与町が来年度当初までに、町立中学校の運動部活動のうち、休日

に行う全ての活動を地域に移行する方針が出されました。 

 壱岐市においては、どのような計画があるのかお聞かせください。また、そうした際の外部指

導者の選任に関しては、どのような経緯で決められるのかを併せてお聞かせください。 

 そして、最近、壱岐市においても、スポーツクラブが増えてきていると聞きます。登録の関係

で中体連等の大会に出場の制限が出ていると聞きますが、今後も中学校の部活動は、完全部活制

でいけるのか、多様化する選択スポーツにより、地域に移行、外部指導者の選任に合わせて変更

のお考えがあるのかをお聞かせください。 
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○議長（豊坂 敏文君）  塚本教育次長。 

〔教育次長（塚本 和広君） 登壇〕 

○教育次長（塚本 和広君）  ２番、樋口議員の中学校における休日部活動についての質問にお答

えします。 

 文部科学省は、少子化の中でも子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保

することを目的として、令和５年度から令和７年度にかけて休日の運動部活動の場を段階的に地

域に移行していくことを求めています。この地域の移行先としては、各種競技団体や協会、ス

ポーツ少年団、クラブチーム、民間スポーツクラブ等です。 

 長崎県では、令和２年１１月から長崎県部活動の在り方に関する検討委員会が設立され、中学

校の運動部活動の地域移行における現状と課題を分析、整理し、方向性等についての議論が行わ

れてきました。 

 御指摘にある西彼杵郡長与町は、そのモデル地域として指定を受け、他地域より先行して取り

組まれています。ここではまず総合型スポーツクラブを母体として、卓球競技から地域移行が行

われ、その後可能な種目から随時行っていると承知しています。 

 本市とは、当然スポーツ環境をはじめとした地域の状況に違いがあります。そのため、本市で

はまず、今後の活動の在り方と、この休日の地域移行について、４中学校の校長と協議を進めて

います。そこにおいて、現状把握と課題の共有を行っていきますが、現在各中学校で開設してい

る競技種目について指導に携わっている先生方の考え方と、外部から支援していただいている指

導者の方から意見をしっかり聞くことが重要だと考えます。関係者皆様の意見から壱岐市の状況

を把握することで、壱岐市における今後の在り方計画が見えてくると考えます。 

 これらのニーズを基に、地域移行に係る検討の場を必要に応じて開催し協議を進めていきます。

ここでは、地域におけるスポーツ環境の状況把握や、人材確保、育成等の検討が必要とされます

が、外部の指導員の募集の在り方についても、この検討の場で協議していくことを考えています。 

 また、御指摘にあるチームへの登録の関係による大会参加のルールについては、現在、県中学

校体育連盟が検討していると承知しています。この内容を受け、市中学校体育連盟が適切に対応

していくものと考えます。これらのことを踏まえ生徒が主体的にスポーツに親しんだり、自らの

力を伸ばしたりできる場を確保するとともに、この場を持続可能にしていくための仕組みを構築

していくことが、今後の部活動には必要であると考えます。 

 以上でございます。 

〔教育次長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  ということは、まだまだこれから検討をしていくということで、
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なんら決まったようなことはまだないという認識でよろしいですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  塚本教育次長。 

○教育次長（塚本 和広君）  樋口議員の再質問にお答えいたします。 

 まだ、壱岐市としましては、これから検討していくという段階でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  ここも私もいろいろ聞き取りをさせていただいて、子供の数は減

る、ただ、したいスポーツの選択肢は増えるということで、単独の中学校の１つの部活が、競技

をする人数に足りない状況も今後出てくる想定があるということでした。そこでそのクラブチー

ムができて、そこのクラブチームに行かれる状況もあるんでしょうが、私は、その全然完全部活

性が悪いとも思っていませんし、クラブチームが悪いとは思っていません。ただその選択肢は多

くあることがいいことだと思いますし、ただ、学校でやっている球技、部活と同じクラブチーム

の場合もありますが、中には学校でない球技のクラブチームも壱岐市内には存在していると思い

ます。そういった場合のそこのクリアなんかも十分考えていただきたいと思いますし、変な話、

中学校で部活をやっている子がクラブチームでバスケットやる分には、そんなに、何て言うんで

すか、難しいことじゃないかと思うんですが、例えばサッカーだったり、最近始められた男子の

ソフトボールなんかも、十分これからの競技なんかだと思います。そうした場合に、そのサッ

カーやっている子とか、男子のソフトボールやっている子が、所属する中学校でその球技の部活

がないので、学校にいる間は別の部活をして、クラブチームではほかの球技をするというちょっ

と非常に何て言うんですかね、子供たちにとっては選択の幅が難しいとこもあると思いますので、

その辺も含めて、そしてこれから中学に進もうとする子供たちへの指針としても、早めにそうい

うところ御協議いただいて、お示しいただければと思いますが、その件に関して何かございます

でしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  教育長。 

○教育長（久保田良和君）  樋口議員の再質問について、今の状況で協議がここまできているとい

う意味でお聞きいただけたらと思います。 

 お尋ねになっている中心になるのは、中学生の部活動は全国中学校体育大会、いわゆる中体連

というものにつながる形で、私どもの教育活動として、しております。 

 今、民間クラブあるいはクラブチームに所属している方たちが、練習をして、その結果をいろ

いろ試す場は、クラブの大会がそれぞれ県、九州あるいは全国で用意されているのと思います。

今、全国の動きの中で出てきているのは、そのクラブチームに所属している者も中学校体育大会

にも参加できるような状況にしてほしいという要望が上がっていることから、このような状況が

今議論されていることになります。 
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 極論しますと、全国中学校体育大会という名称は、クラブチームの増加により、あるいは中学

校の生徒数の減少等により数が減ってくると、俗に言う逆転現象が起こるときがくるやと思いま

す。そういうときには、全国大会の一つの呼び方として、全国中学生体育大会等とすれば、どこ

の地区からでも、クラブチームであろうが、学校のチームであろうが、チームとして成立をすれ

ば、そのような大会を中学生段階で持つことができるという議論をしているところです。 

 とりあえず。令和５年度から２年間かけて、長崎県としては、中体連で各郡市の中体連と協議

を重ねて、次のような段階にまできております。 

 それは、今壱岐市でもクラブチームに登録をされている子供さんもいます。中学校の部活動に

入っている、例えばバスケットで具体的言いましょう。バスケットのクラブチームに登録をした、

中学校のクラブチームにも部員として入っている、そうしたときに、中体連規則ではクラブチー

ムに入っている方は登録をしている限り、中学校のバスケット部で中体連には出れないという形

になっています。それじゃあ、クラブチームに入っている子供たちの力を試す場がないというこ

とからすれば、この方たちは長崎県内の同じ県下にいるクラブチームで予選をしていただいて、

長崎県中学校総合体育大会に出場するという道をつくろうというところまできており、そのこと

を今の壱岐市の中学２年、１年生、あるいは新１年に入ってくる子供、保護者の方にも文書でも

ってお伝えをし、学校は学校でその生徒たちに、保護者たちに説明をしながら、その登録の在り

方で誤解がないように、今の時点では、こう登録すれば、こちらが難しくなると、どちらを選ば

れるかということの状況があります。中学校の部活動に入っていれば、そのまま市の中体連の予

選、そして勝ったら県の中体連に出れるし、県中総体で勝てば九州、全国につながるという、そ

のルールはまだ少し残しておいてという状況にあることを御理解いただき、私たち壱岐市のほう

でも、４中学校の校長と協議をしながら、その誤解がない形で新年度、令和５年度の中学校の教

育活動ができるようにという取組をしているところです。 

○議長（豊坂 敏文君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  御丁寧な説明ありがとうございました。 

 教育長も言われましたように、誤解のないようなそして明確な説明をできる、そして子供たち

の選択肢が広がるような方向で、話を進んでいっていただけたらと思います。 

 とにかく、子供たちの可能性の枠を広げるためにも慎重な協議をお願いして、私の一般質問を

終わります。ありがとうございました。 

〔樋口伊久磨議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、樋口伊久磨議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時５０分とします。 
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午後１時38分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時50分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、８番、清水修議員の登壇をお願いします。清水議員。 

〔清水  修議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（８番 清水  修君）  皆さん、こんにちは。１２月会議の一般質問、今回は最後を務め

させていただきますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは、８番議員、清水修が通告に従い大きく２点について質問をさせていただきます。 

 １つ目の子育て支援につきましては、壱岐市では、令和２年３月に策定されたこの第２期子ど

も・子育て支援事業計画に基づき着実に取り組んでおられるので、あえて取り上げて質問をする

必要はないだろうと思っておりました。 

 しかし、コロナ禍になり、壱岐市の出生数も大きく減少ということは、これまでの同僚議員の

質問のお答えの中に出てまいりましたが、これだけしっかり取り組んでおられるのに、何とかで

きないのかなと思い調べているうちに、今月の初めに可決されました政府の２次補正予算におい

て盛り込まれている出産・子育て応援交付金事業というのがあり、それとの兼ね合いが気になっ

てまいりましたので、２点伺います。 

 この子育て応援交付金事業の内容は、既に壱岐市では取り組んでおられる事業内容と重なるこ

とも多く、自治体の創意工夫で活用できる柔軟な仕組みですからと国から投げかけられても、次

年度の予算編成時期に当たるこの時期では、なかなか十分な対応の検討もされることもできかね

ておられるのかなと思いますので、２つに絞って尋ねます。 

 一つは、伴走型相談支援についてです。壱岐市には、子育て世代包括支援センターいきいろが

ありますので、私もパンフレットをもらいに行って、これを見せていただきました。これを生か

して取り組まれると思います。 

 子育て世代包括支援センターでこれまで取り組まれたことからの支援課題等に基づき、この事

案はもう少し細やかな対応や支援が必要ではないかなと思うことなど、政府のほうでは、これま

ではゼロ歳から２歳までの支援が手薄になっていたとの気づきから、産後うつなどへの支援がで

きるようにとの思いが込められているそうですが、壱岐市の支援センターいきいろで、これから

進めていこうと考えられている取組があれば、幾つか具体例等挙げて教えていただければ幸いで

す。 

 ２つ目は、このパンフレットになりますが、これは壱岐市の結婚・妊娠・子育て応援サイトの
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お知らせです。これを郷ノ浦支所で発見したときに、これはすごいと思って見ました。私も早速

ＱＲコードを使って、子育て応援サイトではどんな内容になっているのか見てみました。 

 例えば子育てサイトを開くと、離乳食相談に始まり、いきいろ相談や、お遊び教室、児童手当

制度や出産給付金、コロナ対策支援の給付金などがあり、これなら若い世代の皆さん方からの利

用も多いだろうなと感じました。 

 そこで、このサイトの活用状況、どのような相談が多いかなど、また、相談の中等で要望など、

若い世代の方々のお声が分かれば、それを基にした今後の改善点などを教えてください。 

 以上、２点をお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  ８番、清水議員の出産・子育て応援交付金事業の１番目の御質

問につきましてお答えをいたします。 

 国の令和４年度２次補正予算の成立を受け、本市も令和４年度補正予算を編成し、事業実施に

向け今準備を進めているところでございます。 

 また、国におきましては、令和５年度以降も引き続き予算の確保の予定であり、本市も補正に

併せて令和５年度予算要求に追加することで財政部門と調整を始めたところでございます。 

 壱岐市の妊娠届出数は、令和２年度に１５０件を切り、令和４年度は約１２０件を見込んでお

ります。このように出産数が年々減っている反面、経済やメンタルをはじめ家庭環境など、抱え

る課題も複雑で困難な事例が増加している状況でもあります。 

 このような中、本市では、壱岐市子育て世代包括支援センターの保健師や、こども家庭課の家

庭相談員などの専門職と連携を図りながら、妊娠期から出産・子育てまでの支援を行っていると

ころでございます。 

 本事業の目的は、核家族化が進み、地域のつながりも薄れていく中で、孤立や不安感を抱く妊

婦や子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境整備を行うものでございます。 

 事業内容としましては、伴走型相談支援と経済的支援の２本の柱で構成されており、伴走型相

談支援は、既に子育て世代包括支援センターいきいろで実施をいたしております妊婦や乳幼児へ

の各種メニューのさらなる充実を図り、先ほど申し上げましたように、支援する中で、特定妊婦

や要保護児童の疑いがある事案は、こども家庭課の家庭相談員へ速やかにつなぎ連携を図ること

で、きめ細かな支援を行っているところでございます。 

 また、２本目の柱である経済的支援は、妊娠届出時及び出生届出後の合計１０万円相当を支給

するというもので、令和４年４月以降に出産された全ての方が支給対象となります。これは、届

出時のアンケートや保健師との面談を条件とすることで、伴走型相談支援の実効性をさらに向上
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させる目的が含まれています。 

 本市では、赤ちゃん訪問の実施率が９８％以上であり、いきいろの相談も、令和３年度の実績

は延べ７７０件となっております。市民皆様の相談先として広く認知いただいているところであ

り、今後も引き続き市民のニーズに応えられるよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  ８番、清水議員の２点目の御質問についてお答えいたします。 

 壱岐市の結婚・妊娠・子育て応援サイトの活用状況につきましては、婚活、結婚、妊娠、出産、

教育、幼稚園・保育園・子育てなどの情報を市民に対して分かりやすく発信をしております。こ

のサイトへのアクセス状況でございますが、令和２年度が２,７３４件、令和３年度が１,９０４件

となっております。 

 今後も新たな事業及び取組などについては、このサイトでこれまで同様、内容を随時更新をし

ながら、壱岐市の結婚・妊娠・子育てに関する必要な情報を分かりやすく市民に対して発信をし

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  ２点についての御回答、ありがとうございます。 

 これからは、出産、そして子育てのゼロ歳から２歳を特にきめ細やかに支援していくために、

子育て世代包括支援センターと、こども家庭課のほうで連携をして、しっかり、今まで培ってき

た実績、赤ちゃん訪問等は９８％ですから、ほぼ全てと言っていいだけの支援ができておられる

ということもありますし、また、応援サイトにつきましても３,０００人から２,０００人、多く

の方々から利用されているという非常に今度の応援交付金事業に適合といいますか、合っている

ことだと思います。 

 だから、これをさらに、先ほども少しお願いをしましたが、それでもまだまだ手の届かないと

ころや、もう少しこうしたほうがいいという課題などもあろうかと思いますし。 

 先ほど朝のうちに武原議員からもありましたが、ゼロ歳児の保育の待機が、どうしても年度途

中ではそういう形で出てくるわけですので、そういったことを、今後この予算は継続していきま

すので、ぜひ、その対応ができますように、保育士の確保とか、または場所の確保。 

 例えば、無理なことかもしれませんが、公立幼稚園の定員の少ない場所とか、へき地保育所が
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まだ閉園になりませんので、そういった人数の少ない場所に何らかのマンパワーといいますか、

保育士の方とか、また、それに代わる経験の方とか、そういった方を配置しながら、そういった

支援ができるようなことをまず望みたいのですが、その辺の検討はできるかどうか、お尋ねしま

す。 

○議長（豊坂 敏文君）  どちらか答弁をお願いします。保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  清水議員さんの再質問につきましてお答えをいたします。 

 産後うつの相談につきましては、令和３年３月からいきいろのほうで実施をいたしております。

令和３年度の実績としまして、利用者８名の方に利用をいただいているところでございます。 

 それと、先ほど赤ちゃん訪問等の実績を申し上げましたが、今回の交付金事業によりまして、

新たに妊娠８か月目前後の訪問も入っておるところでございます。これにつきましても事業実施

後、いきいろのほうで実施をしていく予定としておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  清水議員の再質問にお答えいたします。 

 ゼロ歳児の待機児童が年度途中に出てくるということで、保育士の確保等ができないかという

ことでございますが、ゼロ歳児につきましては、施設自体の受入体制、これが、定員がいっぱい

ということになりますので、そこについては現在のところ待機児童となっているということでご

ざいますが。 

 今後、へき地保育所の閉園等をした場合に、保育士がそこで出てくるということもございます

けれども、今後、その辺の保育士の確保については十分検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  せっかく国のほうがこういった形で、国全体が、先ほども出てい

ましたけど、出生数が８０万を切る非常事態がこれからは続く、それを何とか防ぐためにも、で

きるだけ若い世代の応援、子育て支援をしっかりできるような内容になっているんだろうと思い

ますので、しっかり御検討をされて、今の分につきましても少し長い目で支援ができるような体

制の検討をお願いをしたいと思います。 

 少し話がそのこととは変わりますけれども、経済支援のほうの１０万円の支給について少し再

質問をします。 

 現在、壱岐市では、第１子の誕生日には、いわゆる祝い金といいますか、そういうことはなく

て、第２子のときに３万円、第３子からは１０万円というようなことでされているということを

一応調べて分かりました。 
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 この交付金制度にのっとり、令和４年４月から生まれた子に遡り、そういった支給がなされて

いく、１０万円等の、お金だけではなく、いろんな形での給付ができるようになろうかと思いま

すが、現在行っていた誕生時の給付と、今度の経済対策補正での１０万円の給付との兼ね合いに

ついて、どのようにしていこうかというような方針等が幾らかあられましたら御回答をお願いで

きませんでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  清水議員の御質問でございます。 

 子育てについての質問でございますけれども、行政報告、それから、今までの御質問の中でも

少しだけ御回答をしたと思っておりますが、国が本当に緊急事態だと感じておりますが、私たち

はそれ以上に感じておりまして、国の政策いかんにかかわらず、令和５年につきましては、婚活

から妊娠・出産・子育てまで、令和５年度にどういう支援策があるか、今、部長会で指示をいた

しております。 

 これは、やっぱり思い切った施策を取らないと大変なことになると、本当の意味で危機を感じ

ておりますので、新年度に向けて議会とも御相談したいと思っております。よろしくお願いいた

します。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  ありがとうございました。 

 国のほうも、この支援については、何度も言いますが、継続してずっと取り組まれるので、し

っかりその辺の思い切った施策に踏み込んでいただくことに大賛成させていただきますので、

３月を楽しみにしています。 

 ちょっとここで少し脱線しますけれども、壱岐市では、このたび北海道の東川町とのエンゲー

ジメントパートナー制度という相互に活用する協定を結ばれたということを聞いて、本当に驚き

ましたし、どんなところだろうかというなことでいろいろ調べたりもしたんですが。 

 地元紙の記事の中にも、行かれた職員の方のお声にも、やはり子育て支援の充実という部分は

とても強く感じておられましたので、多分、市長さんもそういったことも含めて、思い切った取

組を５年度はというふうに決意をされているんだなというふうに感じました。 

 その次の水道の質問にも続くんですけれども、東川町には鉄道もない、国道もない、水道もな

いという何か、そういった道・道・道というのがないけども、８,０００人の人口の中に

１,０００人、２０年間でプラスになったという町でございます。 

 確かに、置かれている環境や、それぞれの持っている特質、特性、いろんな潜在力等は違うと

は思いますけれども、市長が何か最後のほうに言われていたこの協定によって、どんな化学反応

が起こるか本当に楽しみにしておられるというなところも非常に胸躍る気持ちになりました。 
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 あともって、市長さんにはその辺のお気持ちは、最後に決意のほどということで再度お尋ねは

しますが、本当に、これまで少し市の姿勢そのものが何か、財政確保、そして、なかなかこれを、

例えば認定こども園等にしてみても、いろんな、図書館とか、何かこれまで計画をしていたこと

も、なかなか計画のように、または総合計画に示されているようなことが思うように進めにくい

状況の中で、これからどうするんだろうかなというふうな、そういった思いもちょっとしており

ましたが。 

 こういった記事を見たり、また、国の施策等に触れながら今後に期待をしていきたいと、いけ

るというふうに感じています。 

 それで、次の２点目ですが、２つ目の質問は、水道事業の維持管理についてです。 

 １２月会議に提出された議案第６７号水道事業会計補正予算書（第３号）を拝見したときに、

漏水調査業務に２,２２８万円が限度額として計上されていたことが目に留まりました。 

 議案質疑でお尋ねしようかとも思いましたけれども、たしか以前に先輩議員の質問等の中で、

市内の水道管は延長距離が膨大で、それぞれの町々でしていることもあり、老朽化のため漏水と

かもかなりあって、これからの上水道の維持管理は、その頃の質問のときには、水道事業の民営

化とかいうようなこともあったかと思います。 

 そういったことも併せて、なかなか難しくなるなということを伺っていたことを思い出し、何

かいいきっかけづくりはないのかなということで探しておりました。 

 それで、２番目の質問では、今後の水道事業の維持管理に向け、水道管の漏水対策の現状と、

どのような年次計画で取り組まれてこられるのかということを伺います。 

 そして、次のような一つの提案事例を述べます。 

 水道管の漏水調査には、多くの時間と多額の経費が必要で、どこの自治体でも大きな課題とし

て取り組まれているようです。 

 今年の５月頃の新聞記事で、２０２０年８月に、豊田市では人工衛星画像とＡＩ活用によって

漏水検知の調査を行い、探知機なら５年かかる範囲を７か月で終え、調査期間が１０分の１に、

そして、経費も数千万円かかるところを数百万円に縮減されたというような結果の報道を思い出

しました。 

 今では、この事例を取り入れてみようとする、また、検討をする自治体等も増え、広域連携で

も取り組めるような検討が政府でもなされているような記事が載せられておりました。 

 壱岐市でもこういった漏水対策をする、研究する価値があるのではないかということで、こう

いった人工衛星画像やＡＩ活用によって進めていってはどうか、検討の余地があるかどうかをお

尋ねします。 

○議長（豊坂 敏文君）  建設部長。 
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〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  ８番、清水議員の御質問にお答えをいたします。 

 本市では、埋設された水道管からの漏水を早期に発見、修理のため、調査委託を実施いたして

おります。 

 調査の方法といたしましては、水道管、量水器など水道施設に音調棒を直接当てて漏水音の有

無を確認する個別音調調査、漏水による振動音を路上で探知する路面音聴調査、本市からの依頼

により漏水箇所の特定を行う随時特定調査を組み合わせ、令和４年度は給水区域全域で、調査距

離１２０キロメートル、２,０００戸を目標に実施しており、次年度以降も継続し、有収率の確

保に努めてまいります。 

 次に、人工衛星とＡＩを活用した水道管の漏水調査につきましては、令和２年に全国で初めて

愛知県豊田市が導入をしております。 

 この技術は、衛星画像から水道水の反射特性をＡＩで分析することで、効率的な漏水調査を可

能とするものではありますが、まだこの調査方法は発展途上であり、検証すべき部分も残されて

はいるものの、一度に広範囲の調査が可能であり、調査期間の短縮や調査費用の軽減が期待でき

るものと思われます。 

 現在、豊田市は令和２年度に実施した調査の効率性を確認することができたことから、調査対

象を市内全域に拡大し、より高精度な衛星画像から水道管の水漏れの可能性がある区域を判定す

る実証実験を開始されてあり、精度が高まればすばらしいものになると思っております。 

 本市では、現在、水道施設の運転監視・保守点検業務を委託しております株式会社フソウと今

後も健全で安定的な水道事業を維持していくため、双方が抱える問題の一つであります管理方法

やトラブル時の対処方法などの技術・知識の継承について、ＩＣＴ技術を活用した共同研究を本

年１０月から行っております。 

 このように、ＩＣＴやＡＩを活用した事業運営の効率化や最適化が求められており、本市とい

たしましても豊田市の動向を注視し、調査の精度や費用対効果の結果を見極めた上で、改めて導

入するか検討したいと考えております。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  壱岐の現状、どういうことで、どういう調査をして漏水箇所を特

定し、そして補修していくということ、そして、保守点検等、トラブルについていろんなことが

起こりますから、漏水調査だけの問題ではない。 

 やはり水道全体の壱岐市の維持管理ということでの判断ですから、そういった、今されている

ことで納得はしますし、また、豊田市の取組等を注視しながらそういったことも生かせれば、生
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かして取り組んでいきたいというなことも言っていただきましたので、どうか壱岐市の水道がし

っかり維持管理できますように願っております。 

 令和４年は１２０キロの２,０００戸というようなことですが、大体、壱岐全体ではどれくら

いあって、この一通りの調査がいつぐらいまでで一応一回り終わるといいますか、その辺の水道

管の、確か以前も伺って聞いてたとは思うんですけれど、再度、水道管の総延長距離と、いつ頃

までかかるのかということを教えてください。 

○議長（豊坂 敏文君）  建設部長。 

○建設部長（増田  誠君）  清水議員の再質問にお答えをいたします。 

 壱岐市内の総延長距離は、およそ１,００４キロメーターございます。漏水調査を約１０年ほ

ど前から実施をいたしておりますけれども、一度漏水調査をしたところでも再度漏水が発生する

ようなことがございますので、かなりの年数がかかるということになりまして、何年ぐらいとい

うのはなかなかお答えしづらいという状況にあることを御理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  そうですね。それぞれ土の中のことですので、また、いろんな漏

水の可能性もあり、そういったことだと思いますが。 

 私も最初この記事を見たときには、何で人工衛星から見てそういったことが分かるのかなとい

うのが非常に疑問だったので、また、こういった離島で、小さな自治体でもそういった人工衛星

とか、ＡＩ活用とか、そういったことが、都市部の方たちがされているようなことができるのか

どうかが一番心配しましたので、豊田市の水道維持課の課長さんにお電話を、最初はメールで送

ってくださいということだったのでメールで送って、電話をしていろいろ聞かせていただきまし

た。 

 それは大丈夫ということもあるし、先ほど言いましたように広域で取り組むことでまたやりや

すい部分もあるし、少し、連携するためにはいろんな調整も必要ですから、いろいろありますけ

どできますよというなところだったり、その当時はイスラエルの人工衛星を使われて、それを日

本のジャパン・トゥエンティワンという会社が引き受けていろいろされたりとか、そういった連

絡先からかれこれいろんなことを聞きましたし、今は、このお話をいろんな形で自治体から呼ば

れていったりもしていますと。 

 １月には長崎市にも行きますとか、いろいろそういった各自治体の悩みの中で、この調査実証

実験みたいなことが何か少し取り沙汰されているということでしたので、簡単にオンラインとか

何かでも説明はすぐできますから、何かありましたらお知らせくださいみたいなところぐらいま

で私もつながりを持つことができましたので。 
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 水道の維持管理というのは非常に大事な部分ですので、今後とも壱岐市は壱岐市の計画にのっ

とりながら、そういった共同研究の部分も視野に入れて進められることを期待しておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 例えば、このたびの子育て支援の応援交付金のことが大きく、今後の日本の出生率を挽回する

ための大きな施策として打ち出されています。 

 そして、以前にも私も奨学金の返済等についてもお尋ねしたことがあるんですけども、国のほ

うもいろんな動きがその後あって、今では代理返還が、自治体とか企業が直接日本育英会に、何

とか機構に本人に代わって返還する制度までできているやに聞いています。 

 だから、これからは若い世代の方々も、いろんな学校を出られた後は、就職活動等でそういっ

たお声がかかるんだろうと思います。うちに来てください、この会社に来てくださいと。 

 そして、そういう中で、奨学金もこうやって代理返還しますと、要するに本人に給付すると、

給料としてもらうので税金がその分云々とかいうのもあって、そういった代理返還制度等もでき

るように措置がされているということで。 

 やはり、いろんな意味で、これから若い世代の方を何とか壱岐のほうに帰ってきてもらう、ま

たは企業を、この前も保険の会社のほうを呼んでこられましたが、そういった少しでも働く場所、

機会をつくりながら、そういったところの部分はどんどん早急に取り組んでいかなければ、やは

り残されて、なかなか壱岐に呼べなくなるようなことを少し心配しております。 

 そこで、最後になりますけど、東川町との協定で、壱岐市にも化学反応を私も起こせるように

頑張っていきたいと思いますし、市長が率先して、先ほどの気合の入った答弁でよく私なりには

感じましたけども、最後に、これからの子育て支援、また、インフラ整備等をしっかりされる、

そういった決意を、化学反応の期待度を言っていただければ幸いですが、よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  清水議員の決意のほどをということでございますが、これについては、

今日ここでまさか今まで私が思っておりますことを申し上げる機会があると思いませんでしたけ

ども、せっかくの御質問でございますから、子ども・子育てにかかわらず、今、私が考えており

ますことの一端をちょっとだけ申し上げたいと思います。 

 私は、２００８年に市長に就任いたしましてから、これまで、他の自治体には負けないぞとい

う気持ち、そして、特に離島においては、壱岐は最もポテンシャルがある島だと思っておりまし

て、全国離島のベンチマークモデルになるんだとずっと言ってまいりました。 

 そういった中で行政を進めてきたわけでございますけれども、今、その考えはもちろん変わっ

ておりませんが、これからは、それからさらに進んで、共創、いわゆる共に創る、共創をしてい

かなければ生き残れないという考えに至っております。 
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 その一つがエンゲージメント等の考えでございまして、今度、東川町と連携をしたわけでござ

いますけれども、職員には、職員２人今度派遣しましたけれども、盗んでこいと、どんなことで

もいい、盗んできてくれということを指示をいたしました。もちろん向こうからも４名お見えに

なりましたけれども、そういうことを今から進めていきたいなと思っております。 

 多くの自治体、東川町のみならず、多くの自治体、そして多くの企業、そういったところとエ

ンゲージメントパートナーを組んで、いわゆる１足す１は２ではない化学反応をぜひ起こしたい

と思っております。 

 この考え方については、いつか機会を捉えて御説明をさせていただきたいと思っておりますけ

れども、時流に乗り遅れないように行政を進めてまいりたいと思っておりますので、今後とも皆

様の御協力をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  市長、突然のこういった機会になって申し訳ありませんが、本当

にありがとうございます。私もしっかり、寅年は一応あと１６日で終わりますけれども、卯年を

迎え、そして新年度を迎えるためには、まだ準備の時間があるわけですので、この１２月会議の

ことで質問等を学習させていただきましたことをしっかり受け止めてまた頑張ってまいります。 

 本日は、一般質問、ありがとうございました。 

〔清水  修議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、清水修議員の一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の会議は、１２月１９日、月曜日、午前１０時から各常任委員会、１２月２０日、火曜日、

午前１０時から予算特別委員会及び決算特別委員会を開催します。 

 また、次の本会議は、１２月２２日、木曜日、午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時35分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和４年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 12 月 会 議 会 議 録（第５日） 

 

議事日程（第５号） 

                    令和４年12月22日 午前10時00分開議 

日程第１ 議会改革特別委員会調査報告  

日程第２ 議案第50号 
壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第３ 議案第51号 
壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関す

る条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第４ 議案第52号 

壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第５ 議案第53号 壱岐市税条例等の一部改正について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第６ 議案第54号 
壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定

について 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第７ 議案第55号 
壱岐市堆肥センター条例の一部改正につい

て 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第８ 議案第56号 
壱岐市消防本部等設置条例の一部改正につ

いて 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第９ 議案第57号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐出会いの村） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第10 議案第58号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市猿岩物産館） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第11 議案第59号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市営印通寺共同店舗） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第12 議案第60号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市国民宿舎壱岐島荘） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第13 議案第61号 訴えの提起について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第14 議案第62号 
令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９

号） 

予算特別委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第15 議案第63号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第16 議案第64号 
令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第２号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第17 議案第65号 
令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第２号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第18 議案第66号 
令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補

正予算（第２号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 
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日程第19 議案第67号 
令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第３号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第20 議案第68号 損害賠償の額の決定について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第21 認定第１号 
令和３年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認

定について 

決算特別委員長報告・認定 

本会議・認定 

日程第22 陳情第１号 
大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の

設置についての陳情 

総務文教厚生常任委員長報告・

採択 本会議・採択 

日程第23 同意第７号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第24 同意第８号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第25 同意第９号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第26 同意第10号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第27 同意第11号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第28 同意第12号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第29 同意第13号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第30 同意第14号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第31 同意第15号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第32 同意第16号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第33 同意第17号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第34 同意第18号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第35 同意第19号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第36 同意第20号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第37 同意第21号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第38 同意第22号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第39 同意第23号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第40 同意第24号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 
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日程第41 同意第25号 壱岐市農業委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし 

委員会付託省略・同意 

日程第42 議員派遣の件 原案のとおり 決定 

日程第43 委員会の閉会中の継続調査の申し出の件 申し出のとおり 決定 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程５号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 森  俊介君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 中原 正博君       ６番 山川 忠久君 

７番 植村 圭司君       ８番 清水  修君 

９番 赤木 貴尚君       10番 音嶋 正吾君 

11番 小金丸益明君       13番 中田 恭一君 

14番 市山  繁君       15番 土谷 勇二君 

16番 豊坂 敏文君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    山川 正信君   事務局次長 平本 善広君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 

教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 
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農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  財政課長  原  裕治君 

会計管理者  篠崎 昭子君  監査委員  吉田 泰夫君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか２名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．議会改革特別委員会調査報告 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、議会改革特別委員会調査報告の件を議題とします。 

 本件については、委員長の報告を求めます。土谷議会改革特別委員長。 

〔議会改革特別委員長（土谷 勇二君） 登壇〕 

○議会改革特別委員長（土谷 勇二君）  皆さん、おはようございます。 

 令和４年１２月２２日、壱岐市議会議長、豊坂敏文様。議会改革特別委員会委員長、土谷勇二。 

 委員会調査報告書。本委員会に付託された事件についての調査結果を、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により、次のとおり報告します。 

 記。令和３年定例会１２月会議において本委員会が設置され、計１２回の会議で協議を重ね、

次の５項目について決定しました。 

 ①広報・公聴のあり方について。②議会運営のあり方について。③議員定数について。④政務

活動費について。⑤育児休暇について。 

 具体的な内容は以下のとおりです。 

 １、決定事項。①広報・公聴のあり方について。ア、インターネットのユーチューブに登録し

た動画を試験的に配信する。今後、議会において、その効果について検証を行い、動画配信を継

続するかの判断が必要である。 

 決定理由。市民に開かれた議会の更なる推進が図られる。 

 イ、議会報告会の開催方法。当面、現在行っている、各常任委員会で開催する方法を継続する。 

 決定理由。市政の課題や住民参加のまちづくり等について、多様な意見を聴取すると共に、よ

り専門的な分野の議論を深め、議会及び議員の政策提案機能の強化拡充を図ることが出来るため。 

 ②議会運営のあり方。議員間討議の実施方法を具体的に規定する。 
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 決定理由。議会力を高めるため、議会基本条例に規定されている議員相互の自由討議を実効性

のあるものとし、市政に関する重要な課題等について、議員間での討議を活発に行うことが出来

るため。 

 ③議員定数について。現時点では、議員定数の変更が必要な状況ではない。 

 決定理由。議員定数を削減し、人口減少や財政悪化に伴う住民サービスの低下に向かい合い議

会として対応する。また、議員間競争が促進がされ、活動内容の向上が見込まれる等の意見も出

された。しかしながら、多様な住民意思を市政に反映させるという議会の基本的な機能を維持向

上させるためには、現定数が必要であるという意見に集約した。 

 ④政務活動費について。議員個人に対して月額１万円の政務活動費を交付する。このための条

例等は現在の議員任期中に制定し、交付開始は現在任期終了後の令和７年８月以降とする。 

 決定理由。交付への反対意見として、議員選挙の時点で政務活動費が無い制度の下で議員にな

っている。また、交付される金額を有効活用できるのか、あるいは、市民の理解が得られるのか、

等が出された。しかしながら、調査研究等、議員活動の充実を図るためには、どうしても必要な

活動費であるという意見に集約した。 

 ⑤議員の育児休暇について。壱岐市議会会議規則の「欠席の届」に規定されている「欠席の事

由」を「出産及び育児休暇の取得を推奨する」等の文言に改訂する。 

 決定理由。反対意見として、条項を逆手に取って長期欠席する議員が出てくるということが危

惧される等が出されたが、出産・育児への配慮を明確に規定することにより、議員活動と家庭生

活の両立が図られ、議員がより活動しやすい環境が生まれ、市議会議員に多様な人材の進出が期

待できる、という意見に集約した。 

 ２、その他、協議した項目。決定事項の他に約１４項目についても協議したが、結果的には既

存の考え方を単に踏襲したものや、本委員会での判断になじまないとしたものは、表記していな

い。 

 以上のとおり、議会改革特別委員会の報告とします。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 以上で、議会改革特別委員会の調査報告を終わります。 

〔議会改革特別委員長（土谷 勇二君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議案第５０号～日程第２２．陳情第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２、議案第５０号から日程第２２、陳情第１号まで、以上２１件
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を一括議題とします。本件については、各委員会へ審査を付託しておりましたので、その審査結

果について、各委員長から報告を求めます。 

 初めに、総務文教厚生常任委員長の報告を求めます。市山繁総務文教厚生常任委員長。 

〔総務文教厚生常任委員長（市山  繁君） 登壇〕 

○総務文教厚生常任委員長（市山  繁君）  おはようございます。報告します。 

 令和４年１２月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 総務文教厚生常任委員会委員長市山繁。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 議案番号、件名、審査の結果の順に報告します。 

 議案第５０号壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、原

案可決。 

 議案第５１号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第５２号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する

条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第５３号壱岐市税条例等の一部改正について、原案可決。 

 議案第５６号壱岐市消防本部等設置条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第６１号訴えの提起について、原案可決。 

 議案第６３号令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）、原案可決。 

 議案第６４号令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）、原案可決。 

 議案第６８号損害賠償の額の決定について、原案可決。 

 陳情は……。 

○議長（豊坂 敏文君）  陳情もお願いします。 

○総務文教厚生常任委員長（市山  繁君）  令和４年１２月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 総務文教厚生常任委員会委員長市山繁。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された陳情は、審査の結果、次のとおり決定しましたので、壱岐市議会会議規

則第１４５条の規定により報告します。 

 受理番号、陳情第１号。付託年月日、令和４年１１月８日。件名、大谷体育館第二体育室（地

下）冷房設備の設置についての陳情。審査の結果、採択すべきもの。委員会意見、下記のとおり。

措置、市長へ送付。 
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 委員会意見。第二体育室については、主に卓球競技において、競技力の向上、健康増進、親睦

と融和を目的に、学生から高齢の方まで幅広く多くの方が利用されており、その環境を整備する

ことで更に利用者の増加に期待できる。予算措置等の関係もあることから、設置の必要性につい

て関係部署を含め検討願いたい。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、総務文教厚生常任委員長の報告に対し、質疑を行います。な

お、委員長の報告に対する質疑は、審査の経過と結果であり、議案内容について提出者に質疑す

ることはできませんので申し上げておきます。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで総務文教厚生常任委員長の報告を終わり

ます。 

〔総務文教厚生常任委員長（市山  繁君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。赤木貴尚産業建設常任委

員長。 

〔産業建設常任委員長（赤木 貴尚君） 登壇〕 

○産業建設常任委員長（赤木 貴尚君）  令和４年１２月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 産業建設常任委員会委員長赤木貴尚。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 議案番号、件名、審査の結果の順で報告いたします。 

 議案第５４号壱岐市企業版ふるさと納税基金条例の制定について、原案可決。 

 議案第５５号壱岐市堆肥センター条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第５７号公の施設の指定管理者の指定について（壱岐出会いの村）、原案可決。 

 議案第５８号公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市猿岩物産館）、原案可決。 

 議案第５９号公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市営印通寺共同店舗）、原案可決。 

 議案第６０号公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市国民宿舎壱岐島荘）、原案可決。 

 議案第６５号令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第２号）、原案可決。 

 議案第６６号令和４年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第２号）、原案可決。 

 議案第６７号令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）、原案可決。 

 以上です。 
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○議長（豊坂 敏文君）  これから、産業建設常任委員長の報告に対し、質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで産業建設常任委員長の報告を終わります。 

〔産業建設常任委員長（赤木 貴尚君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、予算特別委員長の報告を求めます。山口欽秀予算特別委員長。 

〔予算特別委員長（山口 欽秀君） 登壇〕 

○予算特別委員長（山口 欽秀君）  令和４年１２月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 予算特別委員会委員長山口欽秀。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 議案第６２号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）、審査の結果、原案可決。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、予算特別委員長の報告に対し、質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで予算特別委員長の報告を終わります。 

〔予算特別委員長（山口 欽秀君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、決算特別委員長の報告を求めます。清水修決算特別委員長。 

〔決算特別委員長（清水  修君） 登壇〕 

○決算特別委員長（清水  修君）  令和４年１２月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 決算特別委員会委員長清水修。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 認定第１号令和３年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について、審査の結果、認定。 

 委員会の経過。本議案は９月会議において質疑まで終了し、決算の細部については各常任委員

会の所管事務調査の中で審議を行った。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、決算特別委員長の報告に対し、質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで決算特別委員長の報告を終わります。 

〔決算特別委員長（清水  修君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、各委員会の報告を終わります。 

 これから、議案第５０号壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて、討論を行います。討論はありませんか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第５０号壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部改正について、反対の立場から討論を行います。 

 コロナの感染拡大がまた大きく広がりを見せております。ロシアのウクライナ侵攻による世界

経済の混乱や円安によって日本の物価は上がり、国民生活は苦況の中にあります。労働者の賃金

は上がらず、高齢者の年金は下がっております。高齢者の医療費は１０月から１割負担から２割

負担に上げられました。負担増ばかりであります。議会議員として、物価を下げる、賃金を上げ

る、国民生活を支える、政治的課題に取り組み、壱岐の経済を活性化させていく必要性が求めら

れております。市民の期待に応える活動を行うこと、この大変なときこそ求められていると考え

ます。 

 しかし今回の値上げは、市民感情を考えても、今の経済状況を考えても、議員報酬を上げるこ

とを今行うことは、市民の理解を得られるとは考えられません。よって、この条例改正に反対を

いたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５０号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第５０号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５１号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部改正について、討

論を行います。討論はありませんか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第５１号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の

一部改正について、反対の立場から討論を行います。 

 コロナ感染の拡大が続く、物価高が続く中で市民生活は大変です。ある商店主は、昨年よりも

売上げは少しはよくなったけれども、まだまだだと訴えられました。よいときよりも３００万円
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も落ち込んでいる。入るより出るほうが多いと言われます。 

 また、私の友人が脳梗塞で倒れました。長期の入院をしていましたが、やっと退院できました。

しかし、半身不随で週３日のデイサービスに行っています。夫婦と子供２人の生活です。年金が

主で、子供の僅かな収入で暮らしています。２人の子供は病気で十分働けません。１２月の年金

が入ってこれまでの病院代と奥さんの急な目の手術の代金を払ったら、手元に残ったのはほんの

僅かなお金であったというわけです。これでは年は越せないというわけです。特にぜいたくをし

ているわけではない、こんな家族の実態です。このような実態は特別なことではなく、よくある

実態ではないでしょうか。この話を聞いて、物価を下げ、消費を増やし、経済をよくしないとい

けないと、政治の責任を痛感しました。 

 友人の年末の支援の手だてをどうするか考えていると頭が痛い問題です。いずれも自己責任で

しょうか。いいえ、自己責任では解決できない重い問題だと考えます。政治がしっかり責任を果

たし、解決すべき問題だと考えます。政治がしっかり責任を果たしていたらと考えます。重い責

任を思うとき、今何をすべきか、何ができるかを考えます。少なくとも困った人の思いや生活実

態に寄り添ってできることはないかと考え行動するのが、私たち政治家の責任ではないでしょう

か。そんな思いから、議員も市長も含む特別職の給与の引上げは、市民生活の現状と市民の思い

に寄り添っていくことを考えたらやめるべきだと決断すべきだと考えております。 

 以上の点で反対討論といたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論がありませんので、これで討論を終わります。 

 これから、議案第５１号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第５１号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５２号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採用等に

関する条例の一部改正について、討論を行います。討論はありませんか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第５２号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の

任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について、賛成の立場から討論を行います。 

 コロナ禍の中で物価は上がり、国民生活は大変苦しい状況にあります。壱岐では、１次産業で

畜産業が飼料資材の値上がり、子牛の値段の低迷で経営が苦しくなっております。漁業も例年に

なく、しけの多い日があり、漁に出られない状況が続いております。魚が捕れない、円が安いこ
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とで漁師の皆さんの生活は深刻です。この１次産業の落ち込みは壱岐の経済を押し上げる力を失

っていると言えます。地域経済を支える力は市民の消費力にかかっています。その一番の大きな

力を持つものの一つが自治体職員の皆さんであります。自治体職員の皆さんの給与引上げは、地

域経済を支える大きな力となります。 

 また、若い世代の職員にとって、子育て・教育費の負担が多くなっており、給与の引上げは切

実です。しかし今回の改定は、正職員だけにとどまり、会計年度任用職員の待遇改善をするもの

になっていないことは問題であります。正規職員と比べ、同じ仕事内容であっても低賃金、待遇

も悪く、１年ごとの更新という不安定な働き方になっています。これも長期にわたっているのが

現実です。この会計年度任用職員の待遇等を是正することが必要であることを強く訴えます。今

回の自治体職員全体の引上げ、待遇改善を強く求めて、討論といたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第５２号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第５２号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５３号から議案第５６号までの４件について、一括討論を行います。討論はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 議案第５３号から議案第５６号までの４件を一括採決します。 

 この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第５３号から議案第５６号までの４件は、

原案のとおり全て可決されました。 

 次に、議案第５７号から議案第６０号までの４件について、一括討論を行います。討論はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 
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 議案第５７号から議案第６０号までの４件を一括採決します。 

 この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第５７号から議案第６０号までの４件は、

原案のとおり全て可決されました。 

 次に、議案第６１号訴えの提起についてを討論いたします。討論はありませんか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第６１号訴えの提起について、反対の立場から討論を行いま

す。 

 地方自治体が市民を裁判に訴える行為に出ることは、十分慎重であるべきであると考えます。

権力として市民への抑圧につながってはならないと思うからであります。粘り強く説得すること

を基本に据えるべきであります。本人の納得を得るために十分な時間を取ることが必要であると

考えます。今回の件は、裁判の結果から、借金返済したお金は収入であり、収入申告をきちんと

しなかったことは不正受給だと市は言います。法律上正しいと思います。 

 しかし、世間的にバッシングを受けるような生活保護の不正受給として問題になる、俗に言う

悪質であると言える事案とは言えないと思います。壱岐市には生活保護費の返還を求められてい

る人が９人いるといいます。そのうちの一人が今回訴えられる人であります。残り８人は、市と

話合いに応じ、返還に応じていると説明しております。 

 今回訴えられる人と話合いをし、問題解決のための努力がどれだけされたでしょうか。相手と

話合いもせず、６月に費用徴収、７月に督促、１０月に一部差押えと強引に進んでいるのは市で

はありませんか。話合いの場を最初から持たず、対話しようとする姿勢すらないのは、行政の真

の姿でしょうか。真摯に相手と向き合い、対話し、理解を得る、同意を得ることこそ、行政が求

められていることではありませんか。 

 詐欺に当たるような生活保護の不正受給ではないのですから、最初から相手を見て、あんな人

だから話にならない、対話を避けているのは行政のやり方ではありません。そんな態度を市が取

るべきではないと考えます。裁判に訴えて差押えの権利を市が得て権力で相手に迫るのですか。

裁判による強引なやり方ではなく、対話による解決こそ、進む道であります。 

 その道に市民の信頼が寄せられると考えます。対話による解決に粘り強く努力することが行政

の責務であります。裁判による訴えで解決する問題ではないのですから、訴えをやめることが生

活保護行政の在り方だと考えます。 

 以上の点で、訴えの提起について、反対の討論とします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６１号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第６１号については、原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第６２号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）について、討論を行います。

討論はありませんか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第６２号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第９号）につ

いて、反対の立場から討論を行います。 

 総務費総務管理費新型コロナウイルス感染症対応事業について、問題点を挙げます。 

 この事業は、新型コロナウイルス症及び燃料価格高騰による影響を受けている交通事業者に対

する支援であるとしています。そのため、壱岐・対馬フェリーへの支援として３００万円を予算

計上しております。 

 交通事業者には、海運と陸運があります。海運の壱岐・対馬フェリーは、燃料の値上がりに対

して、昨年から調整金としてフェリー代に上乗せをしております。現在は４００円です。壱岐・

対馬フェリーはフェリー代に上乗せしたのは１年前からであり、トラック業者はこの間、燃料代

の高騰、フェリー代の値上げに苦しんできたわけであります。 

 壱岐・対馬フェリーは、長崎県から１,９００万円の補助支援を受け、対馬市からも６００万

円の補助支援を受けているといいます。壱岐市は、県や対馬市に遅れてはいけないと３００万円

の補助支援をするのでしょうか。行政として考えることは、第一番に困っているところをまず先

に支援する。大きいところは力があります。小さいところは早く支援しなければ倒産という危険

があります。壱岐には２０社ある陸運こそ支援が先ではありませんか。ましてや既に調整金や燃

料代を上乗せしている。行政からも補助金をもらっている。陸運トラック業者への支援こそ、先

であります。まず壱岐・対馬フェリーが先で、今後、小さいトラック業者に支援を考えている、

これでは小さい業者は救われないかもしれない、遅いと考えます。小さく困っている業者を優先

して支援する立場こそ必要であります。壱岐市は調整金の存在をつかんでいませんでした。しっ

かり実情をつかむべきであります。 

 長崎県、対馬市と横並びの発想ではなく、弱者をしっかり守る立場に立って政策を立案し、執

行に当たるべきと考えます。 
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 以上の点から、補正予算に反対をいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６２号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第６２号については、原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第６３号から議案第６７号までの５件について、一括討論を行います。討論はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第６３号から議案第６７号までの５件を一括採決します。 

 この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第６３号から議案第６７号までの５件は、

原案のとおり全て可決されました。 

 次に、議案第６８号損害賠償の額の決定について、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６８号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第６８号については、原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、認定第１号令和３年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。討

論はありませんか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  認定第１号令和３年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について、
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不認定の立場から討論をいたします。 

 令和３年は長引く新型コロナ感染拡大が続くために、市民生活に多大な影響が広がり続けてい

ます。飲食業、観光業、農業、漁業、全ての分野で影響が市民生活をさらに苦しめています。

様々な支援策がありましたが、誰一人取り残さないといいながら取り残される市民がありました。 

 不認定の第１の理由は、コロナ禍の中で苦しむ市民への支援が不十分な点であります。財政難

を理由に、高齢者や生活に困っている人に冷たい政治になっています。年金生活者の高齢者は、

高い国民健康保険税、介護保険料に苦しんでいます。少ない年金から天引きされて生活していく

のも限界に来ています。市民が安心して買物に行けるように、医療にかかれるように、公的介護

が受けられるように、取り組まなければなりません。保険料の値下げ、減免などの支援が必要で

す。しかし、できていません。高齢者がささやかに楽しみにしている、健康維持に役立っている

入湯券、はり・きゅう・あんま券を半額に削減したことです。様々な団体の補助金が削減されま

した。コロナ禍の中でますます活動が縮小に追い込まれ、地域の活力が失われてきています。子

育て支援では、保育料の軽減や給食費等の負担軽減の支援が必要と考えます。就学援助の支給拡

大や子ども医療費の中学校卒業までから高校卒業まで拡大するなど、子育て支援が不十分であり

ます。 

 ２つ目の理由は、国の補助金を受けて、省エネ、再エネの名で多額の予算をつぎ込んだり、市

外の企業への委託事業が多く、市民生活の向上につながっていないことであります。パワー・ト

ゥー・ガス実用推進事業は、地域への波及効果が見通せず、特定の企業の利益につながっている

と考えます。洋上風力発電導入事業も、島外の企業へ３,０００万円を超す委託料で、壱岐市経

済の活性化につながっていません。壱岐みらい創りサイトは富士ゼロックスと提携し、壱岐なみ

らい研究所はリクルートや慶應大学と連携してやられております。多額の補助金で運営されてお

ります。整理統合が必要だと考えます。テレワーク事業で施設が造られましたが、今年度も郷ノ

浦に２つ造られました。将来を見通した確かな事業でしょうか。テレワーク施設は過剰ではない

かと考えます。これまでの雇用機会拡充事業、この評価と今後のやり方を見直す必要があるので

はないでしょうか。 

 第３の理由は、農業・漁業への経営支援が不十分であることであります。高齢化が進み、畜産

をやめる農家が増えています。この飼料代の値上がりの中で、これは加速することが考えられま

す。壱岐の今後の畜産を支える後継者育成に成功していないことも心配事であります。漁業の不

振は長期化しております。ここでも後継者育成に成功しておりません。生活していける農業・漁

業経営にしていくための支援が緊急に求められています。これまでの施策の見直し、これが求め

られていると考えます。 

 第４の理由は、人口減少・高齢化対策が不十分であるということです。人口減少を食い止める
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手だてがちぐはぐであると考えます。成婚支援など行われておりますが、一方、財政難を理由に

保育所の統廃合を進めております。もっと子育て支援に力を注ぐべきであります。保育料の軽減、

安心して働き続けられる子育て環境の整備が求められております。伸び伸びと安心して保育でき

る環境と働きながら安心して預けられる保育所を、保育士は求めております。財政難、保育所の

老朽化、子供の減少を理由に保育所の統廃合を進めている。働きながら子育てをする環境を崩し、

多くの子を集めて、コロナ感染のリスクを拡大する子育て環境になっていると考えます。高齢者

の健康維持増進の取組が求められています。湯ノ本の温泉を楽しみにしていたお達者クラブが財

政難を理由に廃止されました。高齢者支援とは逆行するものであります。また、国の介護補足給

付の改悪で、介護施設利用者の負担が多くなりました。負担軽減の支援はありませんでした。市

として、国が行う施策に唯々諾々と従うのではなく、市民負担を求めることには反対の声をしっ

かり上げる、市民生活を守る役割を果たすべきであります。地方自治体の役割は、住民の福祉増

進であります。そのために、限られた財政の中で、無駄をなくし、住民の声を聴き、要求の実現

のために施策を推進することが求められています。市民の暮らし、生命の危機にあるときに、そ

こに支援をしていくこと、誰一人取り残さない、しっかりとした施策が必要です。市民の暮らし

をしっかり支え、安心して暮らしていける壱岐市の実現を求めて、認定に対して反対の討論にい

たします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから認定第１号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本決算に対する委員長の報告は認定すべきものです。委員

長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、認定第１号は、認定することに決定いたしまし

た。 

 次に、陳情第１号大谷体育館第二体育室（地下）冷房設備の設置についての陳情について、討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論をなしと認め、これで討論を終わります。 

 これから陳情第１号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。陳

情第１号を採択することに賛成の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、陳情第１号は、採択することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．同意第７号～日程第４１．同意第２５号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第２３、同意第７号から日程第４１、同意第２５号までの、

壱岐市農業委員会委員の任命についての１９件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  同意第７号から同意第２５号壱岐市農業委員会委員の任命について御説

明をいたします。 

 本件は、現壱岐市農業委員会の委員が、令和５年２月２８日をもちまして任期満了を迎えるこ

とから、次期３年間の委員の任命を行うに当たり、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規

定に基づき、議会の同意を求めるものであります。 

 今回の壱岐市農業委員会の委員候補者の選考につきましては、壱岐市ホームページを通じまし

て約１か月間の周知を行いましたところ、自治公民館、実行組合及び認定農業者協議会により推

薦がありました。このような経過を経て、今般１９名の委員候補を選出いたしております。 

 まず、同意第７号農業委員の任命について説明させていただきます。住所、壱岐市郷ノ浦町片

原触２６３２番地、氏名横山博之氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるもの

でございます。 

 次に、同意第８号農業委員の任命について。住所、壱岐市郷ノ浦町渡良浦３４６番地、氏名谷

島栄一氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第９号農業委員の任命について。住所、壱岐市郷ノ浦町柳田触７５９番地、氏名山

本由紀江氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１０号農業委員の任命について。住所、壱岐市郷ノ浦町有安触１６３番地、氏名

樫尾光氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１１号農業委員の任命について。住所、壱岐市郷ノ浦町志原南触１３７４番地、

氏名野元芳枝氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１２号農業委員の任命について。住所、壱岐市郷ノ浦町坪触６６７番地、氏名平

本光男氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１３号農業委員の任命について。住所、壱岐市勝本町西戸触５１３番地、氏名豊

永弘孝氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１４号農業委員の任命について。住所、壱岐市勝本町新城西触６７９番地、氏名
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西野恆信氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１５号農業委員の任命について。住所、壱岐市勝本町立石西触４６８番地、氏名

豊増千代子氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１６号農業委員の任命について。住所、壱岐市勝本町本宮南触１０３１番地２、

氏名山口和徳氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１７号農業委員の任命について。住所、壱岐市芦辺町深江東触３５２番地、氏名

長岡祥三氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１８号農業委員の任命について。住所、壱岐市芦辺町諸吉本村触１６５１番地イ、

氏名馬場裕司氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第１９号農業委員の任命について。住所、壱岐市芦辺町湯岳興触６３１番地、氏名

久保博敬氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第２０号農業委員の任命について。住所、壱岐市芦辺町国分本村触４５０番地７、

氏名江川初江氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第２１号農業委員の任命について。住所、壱岐市芦辺町箱崎中山触１６４番地、氏

名植村正司氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第２２号農業委員の任命について。住所、壱岐市芦辺町箱崎諸津触１０３３番地、

氏名土谷紀子氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第２３号農業委員の任命について。住所、壱岐市石田町本村触３４３番地、氏名松

尾好夫氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第２４号農業委員の任命について。住所、壱岐市石田町筒城東触１４２番地、氏名

長嶋直也氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 次に、同意第２５号農業委員の任命について。住所、壱岐市石田町池田仲触１１２５番地、氏

名長岡智香子氏を農業委員として任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 以上、同意第７号から同意第２５号までの説明を終わります。御審議賜りまして御同意いただ

きますよう、よろしくお願いをいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、同意第７号から同意第２５号まで、１９件について一括質疑

を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。同意第７号から同意第２５号までについては、会議規則第３７条第２項の規定

により、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、同意第７号から同意第２５号までについ

ては、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから、同意第７号から同意第２５号まで１９件について、一括討論を行います。討論はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、同意第７号から同意第２５号まで、１９件を一括して採決します。 

 この採決は起立によって行います。本件はこれを同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、同意第７号から同意第２５号までの壱岐市農業

委員会委員の任命については、同意することに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４２．議員派遣の件 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第４２、議員派遣の件を議題とします。 

 会議規則第１６７条の規定により、タブレットに配信のとおり、関係議員を派遣したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、議員派遣について、タブレットに配信の

とおり決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４３．委員会の閉会中の継続調査の申し出の件 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第４３、委員会の閉会中の継続調査の申し出の件を議題とし

ます。 

 会議規則第１１１条の規定により、議会運営委員長、総務文教厚生常任委員長、産業建設常任

委員長から継続調査の申出があり、タブレットに配信しております。 

 お諮りします。各委員長から申出のとおり、委員会の閉会中の継続調査することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、各委員長から申出のとおり、委員会の閉

会中の継続調査とすることに決定しました。 

 以上で、予定された議事は終了しましたが、この際、お諮りします。１２月会議において議決
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されました案件について、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものにつきましては、

壱岐市議会会議規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  議長、発言を求めます。 

 冒頭で、議会改革特別委員会委員長から報告がありました内容は、市民の皆さんに誤認をされ

たらいけませんので、決定ではございませんので、議長からその経緯を説明をしていただいたが

最良ではないかと考えます。よろしくお願いいたします。議長の取り計らいをよろしくお願いし

ます。 

○議長（豊坂 敏文君）  この内容については、委員長の報告ということで決定ではありませんの

で、確認をしておきます。音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  市民の皆さんがもう議会で決定したのかと思われたら困ります

ので、一応、特別委員会の審議内容を委員長が報告されたということで、市民の皆さんに御理解

いただければいいわけです。その趣旨を議長から説明をしていただけないかということです。私

は、一議員ですので、差し出がましいので。 

○議長（豊坂 敏文君）  分かりました。議会改革特別委員会の報告については、決定ではないと

いうことを申し添えておきます。いいですか。委員会報告ということで取り扱っていきたいと思

います。いいですか。 

 ほか、ありませんか。ようございますか。何かありましたらどうぞ。議会改革特別委員長。 

○議会改革特別委員長（土谷 勇二君）  先ほど報告をさせていただきました。これは、議会改革

特別委員会での協議内容を報告したまででありまして、今度、政務活動費などは発議などで条例

を改正せんと決定はしませんので、そのときは全議員の皆さんに審議を頂きたいと思います。こ

の委員会では報告をさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  これは報告ということで、いいですね。 

 以上で、予定されました議事は終了いたしました。 

 この際、お諮りをします。１２月会議において議決されました案件については、その条項、字

句、数字、その他の整理に要するものにつきましては、壱岐市議会会議規則第４３条の規定によ

り、その整理を議長に委任されたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定しまし

た。 

 ここで、白川市長より発言の申出があっておりますので、これを許します。白川市長。 
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〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  令和４年壱岐市議会定例会１２月会議の閉会にあたり、御挨拶を申し上

げます。 

 議員皆様には、１月１２日から本日まで、３４４日間にわたり、本会議並びに委員会を通じま

して、慎重な御審議、また様々な御意見、御助言を賜り、厚く御礼を申し上げます。賜りました

御意見等を十分尊重し、市政運営にあたる所存でございますので、今後とも御指導、御協力賜り

ますようお願い申し上げます。 

 初めに、本年２月３日、平成２８年４月市長選挙後の市の公共工事入札における指名回避に係

る壱岐市、そして私個人に対する損害賠償請求事件、民事訴訟について判決が確定し、その経過、

内容等について市民皆様に御報告申し上げ、おわび申し上げたところでございます。このことに

ついて、市政に混乱を招き、市民皆様に対し、御心配と御不安をおかけいたしましたことを改め

て深くおわびを申し上げます。 

 さて、新型コロナウイルス感染症についてでございますけれども、県内の新規感染者数は増加

傾向で推移しており、感染のリスクが高まっております。これから年末年始にかけて人の流れが

活発になることから、さらなる感染拡大が予想されるとともに、この冬は厳しい寒さが予想され、

インフルエンザとの同時流行も懸念されております。市民皆様におかれましては、引き続き、会

話時のマスク着用、３密の回避、小まめな換気等、基本的な感染防止対策の徹底をお願いいたし

ます。 

 次に、去る１１月２６日、２７日に、諫早スポーツパークほかで開催された日本プロ野球ＯＢ

クラブ杯第１３回長崎県中学生野球大会において、郷ノ浦中学校野球部が見事、２年連続となる

優勝を果たしました。同校は、本年３月の九州中学生選抜軟式野球大会での優勝に加え、ここ

２年間で５度の県大会優勝を果たしております。 

 また、全国農業協同組合中央会等が主催する第４７回ごはん・お米とわたし作文コンクールに

おいて、郷ノ浦中学校１年下村翔渉さんが、農林水産大臣賞を受賞。また、生活協同組合全日本

消防人共済会が主催する令和４年度第３８回防火ポスターコンクールにおいて、石田中学校２年

田町日渚さんが優秀賞を受賞されました。 

 このところのスポーツ、文化等、各分野での子供たちの活躍は目覚ましいものがあり、さらな

る活躍を期待しております。 

 これから大変寒くなることも予想されます。空気が乾燥し、暖房機器を使う機会も多くなるこ

とから、市民皆様におかれましては、火の取扱いに十分御留意いただき、火災予防に努めていた

だきますようお願いいたします。 

 本年も残すところあと僅かとなりました。この１年間の市民皆様、並びに議員皆様の市政に対
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する御理解、御協力に対し、改めてお礼と感謝を申し上げますとともに、これから年末年始にか

け、大変多忙な時期となってまいります。市民皆様におかれましては、感染症対策はもとより、

体調管理には十分御留意され、お健やかに輝かしい新年を迎えられますことを心から御祈念申し

上げ、閉会の御挨拶といたします。 

 １年間本当にありがとうございました。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  閉会にあたりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 市民皆様におかれましては、今年１年、壱岐市議会に対しまして、御理解、御協力を賜り、厚

くお礼を申し上げます。この１年を振り返りますと、年の初めから新型コロナウイルス感染症の

第６波、夏には第７波、そして今、第８波の波が来ております。また、ロシアのウクライナ侵攻

から１０か月が経過しようとしていますが、いまだに停戦・撤退のめどが立たず、世界的にも燃

油の高騰、原材料費の価格高騰、食料品に至るまでの経済的に大きな影響を与えております。壱

岐市議会といたしましても、皆様とともに、地域全体でこの難局を乗り越えていかなければなら

ないと考えております。 

 このような世界情勢の中で、１１月２０日からサッカーワールドカップがカタールで開催され、

日本代表選手の活躍がドーハの歓喜として、国民に大きな夢と感動を与えてくれました。本市に

おきましても、中学生の野球、ソフトボールをはじめ、陸上競技等、様々な競技において、特に

将来を担う子供たちの活躍が喜びとして深く心に刻まれています。今後さらなる活躍を期待して

おります。 

 結びに、本年も余すところ、あと僅かとなりましたが、皆様方の御協力によりまして、この

１年が無事に終了いたしましたことに心から感謝を申し上げますとともに、来る令和５年が、壱

岐市にとっても、よりよき年になり、何よりも市民皆様におかれましては健やかなる新年を御家

族おそろいでお迎えになられますことを、議員一同心から祈念申し上げ、閉会の挨拶とさせてい

ただきます。 

 これをもちまして、令和４年壱岐市議会定例会１２月会議を終了いたします。 

 ここでお諮りします。会議規則第７条の規定により、本日をもって令和４年壱岐市議会定例会

を閉会したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、本日をもって令和４年壱岐市議会定例会

を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前11時11分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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      地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。 

             令和  年  月  日 

                                     議  長 豊坂 敏文 

                                     署名議員 山川 忠久 

                                     署名議員 植村 圭司 
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議 員 派 遣 に つ い て 

 

                              令和４年１２月２２日 

                           壱岐市議会議長 豊坂 敏文 

 

次のとおり議員を派遣する。 

 １．長崎県病院企業団議会 令和４年第２回定例会 

 （１）目  的   第２回定例会出席のため 

 （２）派遣場所  長崎県長崎市 

 （３）期  間  令和４年１２月２６日～２７日（１泊２日） 

 （４）派遣議員  清水 修、市山 繁 

 

 

 ２．長崎県後期高齢者医療広域連合議会定例会 

 （１）目  的   定例会出席のため 

 （２）派遣場所  長崎県長崎市 

 （３）期  間  令和５年２月１７日～１８日（１泊２日） 

 （４）派遣議員  山口 欽秀 
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閉会中継続調査 申出書 

 

委員会名 事   件 

 

議会運営委員会 
事件 ・本会議の会期日程等、議会の運営に関する事項 

期限 ・次期定例会招集日前日まで 

総務文教厚生 

常任委員会 

事件 ・総務部、市民部、保健環境部、消防本部、教育委員会、

会計課、選挙管理委員会及び監査委員の所管に関する調

査 

産業建設 

常任委員会 

事件 ・企画振興部、農林水産部、建設部、農業委員会の所管

に関する調査 

 

 

 


